




















本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
















　Ｃｏｎｔｅｎｔｓ








世界が始まるプロローグ





第１話　鳥とり籠かごを壊こわす音

第２話　ジャムサンドクッキーと秘密

第３話　自由と『極ごく悪あく令れい嬢じよう』

第４話　髪かみ飾かざりと歓かん迎げいパーティ

第５話　薔薇ばら姫ひめ

第６話　温室とお茶会






世界の終わりのエピローグ




あとがき




電子書籍特典　書き下ろし短編「その後のお話・１　レンヴィルドと」



























本文イラスト／花ヶ田







[image: 世界が始まるプロローグ]




　ローザリアはとある事情から、外の世界をほとんど知らずに育った。

　セルトフェル侯こう爵しやく家は国でも指折りの貴族家で、邸てい宅たくも広大な敷しき地ちを誇ほこっている。

　けれどそこから一歩も出られないのであれば、それはローザリアにとって箱庭と大差ない。それでも、ただ運命を受け入れて生きてきた。

　生を受けて十六年。昔から賢けん明めいだった彼女は、手に入らないものの多さを早い内に理解していたため、何かを望むことなどなかった。

　十四歳から成人までの四年間を過ごす、貴族の子し弟ていのための学園に通えずとも。王族に始まり子し爵しやく家、男だん爵しやく家、全すべての子息息女が当たり前に在ざい籍せきし、互たがいに交流を温めているとしても。家庭教師を自宅に招いて学ぶことに、不満など漏もらさなかった。

　父母は早くに亡なくしており、家族は侯爵である祖父と、彼が後こう継けいを任せるために縁えん戚せきから連れてきた優ゆう秀しゆうな義弟おとうとだけ。

　邸宅の規模からすると少なすぎるが、有能な使用人達。そして時折顔を出してくれる、幼少より定められた婚こん約やく者。ローザリアの狭せまい世界では彼らが全てだった。




　──その日、お気に入りの温室に向かっている途と中ちゆう、見慣れぬ騎き士しを発見するまでは。




　レスティリア王国の守護神とも呼ばれる騎士の中で、屈くつ指しの強さを誇る近この衛え騎士団。

　存在は知っていたけれど、実際目にするのは初めてだった。近衛だけに許される緑の制服に身を包んだ騎士は肌はだが浅黒く、しなやかな筋肉を全身にまとわせている。

　まるで戦神のような風格だというのに、どこか所在なさそうな風ふ情ぜいが不思議だった。そもそも、なぜセルトフェル家の敷地内にいるのだろう。もしや、侯爵邸と気付いていないのか。

　落ち着きなくさ迷う足取りがあまりに哀あわれを誘さそうので、ローザリアは声をかけることにした。

「もし、そこの方」

「あぁ、ようやくまともに人と行き合えた……！」

　青年は、子どものようにキラキラした眼まな差ざしで振ふり向いた。

　正規の客人である可能性も考え振る舞まいに気を付けてみたのだが、つい警けい戒かい心しんも緩ゆるむ。ローザリアは苦く笑しようしながら歩み寄った。

「失礼ですが、どなたでいらっしゃいますか？」

「あの、俺はカディオ・グラントと言います。その、えぇと……」

「わたくしは、ローザリア・セルトフェルと申します。ところで、我が家に何かご用事が？」

「我が家……って、えぇ!?　ここが、家!?　すいません、公園だと思ってました！」

　青年が目に見えて狼狽うろたえるので、安心させるように笑えみを深める。

「このような場所に迷い込まれる方、初めてお会いしましたわ」

「大変申し訳ありません。あの、ちょっと逃にげるために無断で侵しん入にゆうしてしまいましたが、決して不ふ審しん者ではないんです。出口さえ教えていただければ、勝手に出ていきますので」

「追われていらっしゃいますの？」

「まぁ、相手は知り合いなんですけど」

　詳くわしく聞いてみると、知り合いというのは近衛騎士団の団長だという。

「夜遊びできないくらいしごいてやるとか言われても、全然身に覚えなんてないですし。本当に、何でこんなことになってるのか……」

　何やら落ち込んでいるが、カディオ・グラントは確かに華はなやかな容姿の青年だ。

　鮮あざやかな赤い髪かみと、黄金のようにきらめく意志の強そうな瞳ひとみ。高い鼻び梁りようと形のいい薄うすい唇くちびる、褐かつ色しよくの滑なめらかな肌。

　すらりと均整のとれた体たい軀くには厚みがあり、鎧を着ていても引き締しまっているのがよく分かる。どこにいても貴婦人の視線を集めるだろう容姿は、それだけで武器となるはずだ。案外楽しく遊び歩いているのではないか。

　女性の敵。という感情よりも先に、醜みにくい嫉しつ妬と心が疼うずいた。

　己おのれの不ふ遇ぐうを嘆なげいてもどうにもならないことは分かっている。

　豊かな暮らしができているのだから、それで満足しなければと。けれど自由のない生活を強しいられているローザリアにとって、人生を謳おう歌かする様はあまりに眩まぶしく思えた。

「──よろしければ、わたくしに出口までの案内をさせてくださいませ。いくらお強い騎士様であっても、我が家の使用人達をこの先も避さけ続けられるとは思えませんもの」

　にこやかに接しながらも、心は冷れい淡たんだった。ローザリアは返事を聞かずに歩き出す。

　背後で躊躇ためらう気配が伝わってきたが、やがてカディオも大人しく従った。

「そうですね。何人かと行き合いかけましたが、とてもただの使用人とは思えない動きだったのでつい避けてしまいました。騎士団からの追手に匹ひつ敵てきするか、もしかしたらそれ以上の」

　セルトフェル邸ていの使用人達は、厳しい戦せん闘とう訓練を受けている。このままいけば、彼は間ま違ちがいなく誰だれかに捕ほ縛ばくされていただろう。

「彼らは少数精せい鋭えいですから」

「あれは精鋭、という言葉で片付けていいものなのか……。いや、とにかくご迷めい惑わくをおかけするのは心苦しいですが、よろしくお願いします」

　生き真ま面じ目めに頭を下げられ、鷹おう揚ように頷うなずき返す。

　戦闘に長たけた使用人が多いのは、ひとえにローザリアが狙ねらわれやすいためだ。

　本当に信しん頼らいの置ける出自や人ひと柄がらでなければ、面接の段階で弾はじかれる。名のある人物の紹しよう介かい状すら雇こ用よう基準にはならないため、セルトフェル家で働くのは王城に仕えるより難しいと囁ささやかれていた。

　そのように敷地内での安全が約束されているからこそ、ローザリアも自由に出歩くことが許されているのだ。

　ただの迷子とはいえ、使用人に排はい除じよされずここまでたどり着いた実力は驚きよう嘆たんに値あたいする。

　彼は隣となりに並ぶと、人好きのする笑みを浮うかべた。

「何かお礼がしたいのですが、俺はレスティリア学園内での任に就ついているので、なかなか自由に歩き回る機会がなくて。よろしければ、最近王都で流行はやっている菓か子しや小物があれば、教えていただけませんか？　あの、できればそれほど高価なものでなければ助かります」

「まぁ……」

　彼には警戒心というものは存在しないのか。先ほどから動くたび発言するたび、ポロポロと個人情報を漏らしていた。

　まず、王城勤務の騎士が学園内にいるということは、王族の護衛をしているのだろうと簡単に想像できる。確か王弟殿でん下かが今年十六歳になると聞いていた。

　そして王弟殿下の護衛を任されるのは、騎士団の中でも屈指の強つわ者もののみ。

　使用人に捕つかまらなかった時点でかなりの強さだろうと理解していたが、実力だけでなく王族からの信頼も厚いということだ。

　これだけ利用価値をサラリと暴ばく露ろしてしまう警戒心のなさで、彼の日常生活に支障はないのだろうか。他人ひと事ごととはいえ心配になった。

「ありがとうございます。ですが、お気持ちだけで結構ですわ。お恥はずかしながらわたくしも、街のことはよく知りませんので」

　さりげなく自身の事情も付け加えてみると、彼は思った通り首を傾かしげた。

「えぇと。やはり貴族のご令れい嬢じようともなれば、お家の方が厳しいんですかね？　心配性しようで遊びに行かせてもらえないとか」

「そうですわね、貴族の令嬢がそういった教えを受けるのは当然と言えます。ですが、抜ぬけ道はいくらでもあるのですよ？　どなたでも息いき抜ぬきは必要ですから、街に下りたことがないというご令嬢は珍めずらしいでしょう。わたくしの場合、事情が少々特とく殊しゆなのです」

　言える範はん囲いで説明すると、カディオはますます怪け訝げんそうな顔になって首を傾かたむける。

「事情……自由に行動できない事情、ですか？」

「フフ。わたくしは、『薔薇ばら姫ひめ』ですから」

　さらなる蔑べつ称しようとして『極ごく悪あく令嬢』というものもあるが、自主的に名乗る必要はないだろう。『薔薇姫』であることさえ明かせば、悪気なくローザリアを傷付けていることに気付くはずだ。

『薔薇姫』。現在、ローザリアのみに使われる呼こ称しよう。

　けれどそれが輝かがやかしいものでないことは、貴族ならば当然知っているはずだった。
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　彼は果たして、どんな反応をするだろう。

　はっきり嫌けん悪おに顔を歪ゆがめるだろうか。愛あい想そ笑いを張り付けたまま、にじり去って行くだろうか。

　カディオの反応は、思い描えがいていたどれとも違ちがった。彼は合が点てんがいったと言わんばかりに、屈くつ託たくのない笑みを浮かべたのだ。

「薔薇姫……。なるほど。確かにあなたは、薔薇のように綺き麗れいですね」

　思いがけない切り返しに面めん食くらったローザリアは、目を丸くさせた。

　裏表のない表情を見れば心からの言葉だと、考えなくても分かる。王城仕えの騎士ならば、知識として聞いているだろうと思ったのだが。

　カディオはさらに、子どものように無邪気に首を傾げた。

「ん？　だとすると、何で我が慢まんする必要があるんでしょう？　自分の人生なんだから、好きに生きればいいと思いますけど」

「────」

　何のてらいもなく投げかけられた問い。

　彼はおそらく、何の事情も知らないから無責任なことが言えるのだろう。

　けれど、ローザリアの自由を認めてくれたのも、今まで彼しかいなかったのは事実で。

　いつの間にか立ち止まっていた。

　心臓が初めて、音を立てて動き出した気がした。うるさいくらい跳はねて、まるで体を飛び出そうとしているよう。

　身体からだ中をうねるように駆かけ巡めぐる血潮。高こう揚ようした気分に指先までじんと痺れ、目の前の景色が鮮やかに塗ぬり替かえられていく。

　胸がひどく熱い。




　……それは、人形のように心を殺して生きてきた少女の、劇的な変化だった。
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　セルトフェル侯こう爵しやく家が所有する邸てい宅たくは、王都でも五指に入る立派な屋や敷しきだ。

　整然とした庭と白い外がい壁へきの瀟しよう洒しやな建物は住まう者の性格を反映しており、飾かざり気は少ないながらも品のある佇たたずまいだった。

　その邸宅の一室。日当たりのよい談話室に、セルトフェル侯爵家当主とその孫まご娘むすめが、向かい合って座っていた。

　体が深く沈しずみ込む葡ぶ萄どう色いろのソファと光こう沢たくのあるローテーブル。その上には白磁のティカップが二客と、繊せん細さいなレース模様が美しい銀のケーキスタンド。

　ケーキスタンドには、一口サイズのマドレーヌやカップケーキが盛り付けられていた。

　フィナンシェを口に運ぶ祖父を眺ながめ、ローザリア・セルトフェルは息を吐ついた。

「お祖父じい様、いくら甘いものがお好きだからといって、ものには限度がありますのよ」

　三段ある内の、二段が既すでに空っぽだ。

　祖父は甘いものに目がない。体てい裁さいを気にして外で食べない分、家での摂せつ取しゆ量は凄すさまじかった。

　本人は日々頭を使っているから仕方がないと言っているが、やはり体に悪い。どうせ聞かないと分かっていても、つい諫いさめてしまう。

「召めし上がっても体形に影えい響きようはないようですが、目に見えて太らない方が危ないと聞きますわ。突とつ然ぜん倒たおれられでもしたら、国政にも障さわりが出ます」

「安心しろ。太らないのは頭脳労働をしているからだ」

「またそれですか。──西方の国には、フォアグラという珍ちん味みがあるそうですわね。何でも、肥え太らせた鳥の肝かん臓ぞうだとか。もしやお祖父様は、どんなお味なのか身をもって教えてくださるつもりなのかしら？」

　リジク・セルトフェルは、途と端たんに顔色を悪くした。

「……ローズ、お前は本当に底意地が悪いな」

「あら。こんなにもお祖父様を心配する、可愛かわいい孫を捕まえて。たった一人の肉親ですもの。お祖父様には長生きしてほしいわ」

「そうは言ってもな、俺がお前より先に死ぬことは変えられない」

　リジクはどっかりソファにもたれると、自棄やけになったように紅茶をあおった。

　聞く耳を持たない祖父にため息をつきながら、ローザリアもブルーベリーのジャムを挟はさんだクッキーに手を伸のばした。

「寂さびしいことをおっしゃらないでください。お祖父様以外にわたくしの家族と言えるのは、とうとうこの家の使用人だけになってしまいましたのよ」

「アレイシスは義弟おとうとだろうが。それにいずれ、お前はフォルセに嫁とつぐ」

「あの子は最近めっきり態度が悪くなりましたし、婚こん約やく者様にも愛などないようですわよ。最近は別の女性に夢中になっているようですし」

　ローザリアのカップが空くと、専属侍じ女じよのミリアがすかさずポットを手に取った。

「というわけで親愛なるお祖父様。わたくし、恋こいをしてしまいました」

　突とつ発ぱつ的な重大発表に、若くして有能なミリアが珍しく紅茶をこぼした。

「も、申し訳ございません旦だん那な様さま、お嬢じよう様さま！　お召し物にかかっていらっしゃいませんか!?」

「大だい丈じよう夫ぶよミリア。あなたのせいじゃないわ」

　壁かべ際ぎわに控ひかえていた従者のグレディオールが素す早ばやく手伝ったことで、すぐに収しゆう拾しゆうがつく。けれどその間も、リジクは微び妙みような体勢で硬こう直ちよくしたままだった。

「お祖父様、体力を消しよう耗もうする一発芸は、あまり推すい奨しよういたしませんわ」

「芸のつもりはないし、これで稼かせげるとも思えない。それよりローザリア、今何と？」

　ようやく金かな縛しばりの解けたリジクが問い返すと、ローザリアは花のような笑えみを浮うかべた。

「ですからわたくし恋をいたしましたので、すぐにもフォルセ様との婚約を破は棄きしたく思います。説得のため、学園に通うご許可をと」

「冗じよう談だんも休み休み言いなさい。というか先ほどの発言に加えて、要求が随ずい分ぶん増えていないか？」

　打ち返された答えは取りつく島もない。それでもローザリアの鉄てつ壁ぺきの笑みには響ひびかなかった。

「いちいち静止されても不安ですので、一息に全すべてを言わせていただきました」

「俺の体が心配で、ではなく話が進まなくて、という本音が透すけて見えるのだが」

「気のせいでございましょう。未いまだ政治の最前線で活かつ躍やくするお祖父様におかれましては、とうとう耄もう碌ろくしてしまったのでしょうか」

「年寄り扱あつかいするな。俺はまだまだ現げん役えきだ」

　祖父とはいえリジクはまだ五十代前半で、見た目もかなり若々しい。

　白髪しらがのないシルバーブロンド、灰色を帯びた青の瞳ひとみは孤こ高こうの狼おおかみのようで、ローザリアと並べば親子にしか見えなかった。

「俺とて、お前を自由にしてやりたいのは山々だがな。とりあえず、言い分を聞こうではないか。フォルセが意中の女性を追い回していることは以前から知っていたはずなのに、なぜ今さらそのようなことを言い出した？」

「お祖父様こそ、それを知っていらしたくせに孫娘を嫁がせようなどと。随分人が悪いですこと」

　皮肉を言いつつ、リジクにもどうすることもできないことは分かっていた。

　幼少期に結ばれた婚約には王家が介かい入にゆうしているため、両者の合意だけでは破棄できない。王族の面めん子つを考えると、政治の中ちゆう枢すうを担になう祖父とて安易に口は出せないだろう。

　ローザリアはカディオ・グラントとの出会いを、脚きやく色しよくを織り交ぜつつ話した。彼の肯こう定ていによって勇気を得たことは特に強調して。

「わたくしとカディオ様の恋、お祖父様も応おう援えんしてくださいますわよね？」

　祖父に視線を向けると、苦々しげな顔で嘆たん息そくされる。

「やめておけ。カディオ・グラントと言えば、社交界でも有名な遊び人だぞ」

「彼の身元については、わたくしの方でも調べております。カディオ・グラント、二十五歳。新興貴族であるグラント男だん爵しやく家のご長男。ご実家は弟君が継つぐことになっており、本人は十五歳で騎き士し団に入団。花形である近衛騎士団に勤め、現在は学園にて王弟殿でん下かの護衛の任に就ついております。実力は確かで眉び目もく秀しゆう麗れいですが、女性との噂うわさには事欠かないとか」

「うむ、惚ほれる要素が全くないな」

「けれど数ヶ月前から、なぜか女遊びが絶えているそうですわ。まるで人が変わったように真ま面じ目めになったと専もつぱらの噂で」

　記き憶おく喪そう失しつとか悟さとりを開いたとか、下半身に呪のろいをかけられたとか様々な憶おく測そくが飛び交かっているようだが、夜遊びについて身に覚えがないという嘆なげきは本心であるような気がした。

　カディオに対する違い和わ感かんはともかく、彼は間ま違ちがいなくローザリアにとって恩人だ。あの出会いがなければ自由に生きたいと願うことすら、この先も諦あきらめ続けていただろう。

　外に出たらやりたいことはたくさんある。

　書物の中でしか見たことのないもの、聞いたことのないものに直接触ふれることができるのだ。胸には希望が満ちていた。

「出血への対策ならば、グレディオールがいれば十分でしょう。──お祖父様。わたくし、籠の鳥は卒業いたします。どうか学園に入学するご許可を」

　ローザリアは、大輪の薔薇ばらのごとく微笑ほほえむ。

　リジクは小さく嘆息した。こうなったローザリアは決して自分を曲げないと分かっているし、何より祖父として願いを叶かなえてやりたかった。

『外に出たい』。この小さな我が儘ままを、十六年間我が慢まんし続けた、賢かしこくも不器用な孫まご娘むすめのために。

　瞑めい目もくしたのは一いつ瞬しゆんだった。

「問題を起こした時は、分かっているのだろうな？」

「あらお祖父様、わたくしを脅おどすおつもりですか？　そんなことをおっしゃったら悲しみのあまり、ついうっかり国を滅ほろぼしてしまうかもしれませんわ」

「……お前こそ、身内を脅し返すんじゃない」

　ついうっかりなんて、冗談にしても質たちが悪い。

　あくまで笑顔の孫娘に、リジクは早々に白旗を上げた。







　私室に戻もどるなり、ミリアは性急に口を開いた。

「あの、ローズ様。恋とは一体何ごとなのでしょうか？　正直全く理解が追い付いておりません。そのようなお考えであったなら、なぜ事前に相談してくださらなかったのですか？」

　栗くり色いろの髪かみをまとめたしっかり者の侍女は、少し拗すねたような面おも持もちだった。

「何って、運命の出会いをしてしまったからよ？」

「もうっ、はぐらかさずに説明してください！」

　ミリアは使用人のみになると、こうしてくだけた口調で話す。幼少の頃ころから家族のように育った彼女は、ローザリアにとって姉のような存在だった。

「なぜカディオ・グラントを調べるよう命じられた時、教えてくださらなかったのですか！　てっきり政敵や排はい除じよすべき相手と思っておりましたのに」

「ミリアったら、人聞きが悪い。わたくしが他人を蹴け落おとしてばかりのように聞こえるわ」

「実際今まであれこれお命じになってきたのは、ローズ様ではありませんか」

　他家の侍女へも通じているミリアの情じよう報ほう網もうは、かなり広かった。

　どんなに箝かん口こう令れいを敷しいたとしても、人の口に戸は立てられない。厳重に守りたい秘密であるほど隠かくし事は不可能なものだ。

　セルトフェルの使用人らしくある程度の体術は身に付けているものの、彼女の手しゆ腕わんが最も生きるのは情報戦だった。あらゆる情報を掌しよう握あくして利用する彼女の右に出る者はいない。

　とはいえ、ただの小こ娘むすめだったミリアが人脈を駆く使しして情報を操あやつれるようになったのは、ひとえに主人の無む茶ちやぶりに応こたえるためなのだが。

「カディオ様に恩義を感じているのは本当よ。あの方の言葉に、不思議と背中を押されたの。けれど本当に恋をしていたなら、こんな利用するような真ま似ねはできないでしょうね。ただの理由付けであることは、お祖父じい様だって気付いておられるでしょうけれど」

「理由付け、ですか？」

『薔薇姫ひめ』は、侯こう爵しやく邸ていの敷しき地ちを出ることが許されない。

　自由になるには、その古くから続く慣習を破る理由が必要だった。

　目的のためならば、ローザリアはどんなものでも手段として利用できる。幼おさな馴な染じみのような相手との婚こん約やく破は棄きも、自らの恋こい心ごころを偽いつわることさえも。

「わたくしを編入させざるを得ない、という体てい裁さいが必要だったのよ。形式だけのことだけれど、社会的地位があるお祖父様には大切な過程だわ。恋して暴走する孫娘に、脅されて仕方なく許可を出した、というね」

　そこまでして自由を望むのは、悪いことだと思っていた。自分の都合しか考えないのは、傲ごう慢まんで利己的だと。

　──今までは、全てを諦めていたけれど……。

　心を殺して生きるのはもうやめた。

「どうしたって、新たな婚約者は必要になるわ。カディオ様ならば、二十五歳という若さで王弟殿下の護衛をなさっているという点だけでも十分有望でしょう？　噓うそを実まことにしてしまうのも、一つの策だと思うの」

　侯爵家と男爵家では釣つり合いが取れていないが、どうせ『薔薇姫』の夫になりたい者などいないのだから問題はないだろう。

　それでもミリアは納なつ得とくがいかないようで、表情を少しも緩ゆるめない。眉み間けんに寄った峡きよう谷こくのようなシワが、不満をはっきりと訴うつたえている。

「……まさか、他ほかに男性を知らないから手近なところで、なんて理由じゃありませんよね？」

「何より、『薔薇姫』を知らない点にも興味があるわ」

「手近で選んだことは否定しないのですね……」

『薔薇姫』が意味するところは貴族ならば暗あん黙もくの了りよう解かいだし、平民だとしても騎士になった時点で上司から聞かされるはずなのだ。男爵家出身の彼が知らなかったことに、どうしても違和感がある。

　けれど不ふ遇ぐうな主人を見守り続けてきた侍じ女じよにとって、そんなことはどうでもいいらしい。

「ローズ様はまず、カディオ・グラントの女遊びが激しい点を気にしてください！　相手はどうしようもない放ほう蕩とう息むす子こですよ。むしろ条件で言えば、カディオ・グラントの方が悪いのではないでしょうか？　フォルセ様との愛のない結けつ婚こんもどうかと思いますが、みすみすそれ以上の不幸を背負う道を選ばれるなんてどうかしてます。あぁ、嘆かわしい。ローズ様が『薔薇姫』でさえなければ、もっと広い世界を知り、真っ当な男性を選ぶ目も養われたでしょうに……」

「それは、カディオ様にもフォルセ様にも失礼な発言ではなくて？」

　口くち惜おしいとばかり頭かぶりを振ふる侍女に、ローザリアはおっとりと首を傾かしげた。拍ひよう子しに、祖父譲ゆずりのシルバーブロンドが肩かたから滑すべり落ちていく。

　亡なき父から受け継いだアイスブルーの瞳ひとみでグレディオールを窺うかがうが、彼は我関せずと沈ちん黙もくを守っていた。同じ男として、口を出さないのは賢けん明めいな選せん択たくなのだろう。

　それにミリアの嘆きは、ローザリアを心から案じるゆえのもの。

　こうして時々愛情が暴走してしまうこともあるけれど、彼女の優やさしさにはこれまで何度救われてきたか知れない。

　──とはいえ、今回ばかりはお祖父様同様、納得してもらわないと話が進まないわね。

　納得というよりリジクは諦めただけなのだが、細かいことは気にしない。

「あぁ。なぜローズ様が、下半身で生きているような野や蛮ばんな男を……！　いっそ出会ったこと自体が間違いなのですわ！　巻き戻せるものなら時間を巻き戻したい！」

「ならばわたくしは、その間ま違ちがいにすら感謝いたしましょう」

　ローザリアは、衝しよう動どう的に不満をぶちまけるミリアの手を取った。

「カディオ様は、誰だれよりもわたくしを解き放つ言葉をくださったの。遊び人という一面があの方の全すべてではないと、わたくしは確信しているわ」

「ですが、」

「もう決めたことよ、ミリア。恩ある方を利用する形になってしまうことは不本意だけれど、自由を手に入れるためなら手段は選ばない。恥はじも外聞もなく、全てをなげうってでも──カディオ・グラントを必ず手に入れる」

「ローズ様……」

　凜りんと微笑むと、彼女はくしゃくしゃに顔を歪ゆがめた。

「～もうっ！　あなたは昔から、一人で何でも背負い込んでしまうのですから！　私達は決してお側そばを離はなれませんので、どうか頼たよってくださいね！」

　結局ミリアは、妹のように大切にしている主人の気持ちを優先することにしたらしい。

「もちろん信しん頼らいしているわ、ミリア。グレディオール、あなたも」

　視線を遣やると、寡か黙もくなグレディオールはただ恭うやうやしく頭を下げる。変わらぬ慇いん懃ぎんな態度に、ローザリアとミリアは苦く笑しようした。

　なおこの時点では、カディオ本人の意向が全く考こう慮りよされていないことに、グレディオール以外誰も気付いていない。
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　半ば強ごう引いんに追い立てたため、祖父の動きは迅じん速そくだった。

　もしかしたら、自由にしてやりたい云うん々ぬんという彼の言は、案外本音だったのかもしれない。

　リジクは僅わずか三日で入学手続きを済ませると、すぐさま学園へと送り出してくれた。

　レスティリア学園の所在地は王都内で、自宅から一刻もかからない距きよ離りにある。全ぜん寮りよう制せいのため、しばらくリジクとは手紙のやり取りのみになるだろう。

　そしてついに、ローザリアは侯爵邸の門から踏ふみ出す。

　初めての外の世界だが、恐きよう怖ふは微み塵じんもなかった。信頼するミリアとグレディオールも一いつ緒しよだし、研けん鑽さんを積んできた自分自身を信じている。

　今日は記念すべき、学園編入初日。

　制服は、品のいい濃のう紺こんのワンピースだった。

　ワンポイントのネクタイは胸むな元もとまでの短いもので、色はカスタードクリームのように優しい。刺し繡しゆう入りの丸まる襟えりはやや大きめで、足元のショートブーツも合わせると、全体的には清せい楚そながら愛らしさもある。

「ローズ様、よくお似合いです」

「そうかしら？　わたくしはこの通り目元がきついから、こういった可愛かわいらしいデザインとは相あい性しようが悪いと思うけれど」

　大きな姿見の前でスカートを押さえながらクルリと回ってみせると、ミリアが断固とした口調で否定した。

「何をおっしゃいますか！　ローズ様は清楚さと高貴さの中にも匂におい立つような艶つややかさがございますが、だからこそ少女らしさを強調した格好をなさいますと、どこか危あやうげな雰ふん囲い気きに変化して得も言われぬ魅み力りよくが……」

「よく分からないけれど、結局似合っていないという結論でいいのかしら？」

　部屋の隅すみに控ひかえたグレディオールを確かく認にんするも、彼は目を合わせようとしない。

「グレディオール？」

「命令ならば、ローザリア様を傷付けると承知の上で本心をさらす覚かく悟ごもいたしましょう」

「よく分かったわ、もう結構よ」

　黒くろ髪かみに金緑の瞳、端たん整せいな顔立ちなのに言い寄る女性が皆かい無むなのは、この歯に衣きぬ着せぬ発言に耐たえられる強つわ者ものがいないせいだろう。

　ローザリアに与あたえられた寮の一室は、主に王族が使用するためのものだった。

　本来ならば手て狭ぜまな二人部屋に入にゆう寮りようする予定だったのだが、特とく殊しゆな事情を鑑かんがみて急きゆう遽きよ一人部屋ということになったらしい。

　おかげであまりの絢けん爛らんさに、寮という雰囲気からは遠い。自宅にいるのとほとんど変わらなかった。

　普ふ通つうの若者らしい日々が送れると期待していたローザリアは、少しだけガッカリした。一いつ般ぱん的な令れい嬢じようの暮らしというものを、じっくり観察してみたかった気もする。

　貴族の子どもばかりが集まるこのレスティリア学園でも、『薔薇ばら姫ひめ』は王族並みの厳重警けい戒かい態勢を取られるらしい。

「ともかく、早くカディオ様にお会いしたいわ。落とすためにも」

「不ふ穏おんな本音を隠かくす努力くらいはしてくださいませ。カディオ・グラントは王弟殿でん下かの護衛をしていらっしゃいますから、気軽に会うのは難しいでしょうね」

「そうね。まずは王弟殿下にご挨あい拶さつをしなくてはね。婚こん約やく破は棄きの件もあるし、そこそこいい関係を築いておきたいところだわ」

　王族の護衛はほとんど付きっきりだ。

　学生のように放課後もないし、食事休きゆう憩けいは他の騎き士しとの交代制だろう。それだって王弟殿下の授業中にひっそり終わらせるはずだ。

　同じく学生であるローザリアにできるのは、王弟殿下とお近付きになるくらい。カディオの主あるじからの覚えがよければ、何かと融ゆう通ずうも利きくだろう。

「殿下と同じクラスなら、機会もすぐに巡めぐってきたでしょうにね」

「問題はそこではない気もいたします。最近折り合いが悪いアレイシス様と、例の特待生の少女と同じクラスなんて、本当に大だい丈じよう夫ぶでしょうか？」

「心配することなんてあるかしら？　わたくしは、フォルセ様もアレイシスも骨ほね抜ぬきにしたという女性に、純じゆん粋すいに興味があるけれど」

　婚こん約やく者である公こう爵しやく家の三男、フォルセ・メレッツェンとの関係は、何も昔から冷えきっていたわけではない。彼も当初は誠実だった。

『薔薇姫』という問題を抱かかえるローザリアを常に尊重し、婚約者として扱あつかってくれた。セルトフェル家への訪問も以前は頻ひん繁ぱんだった。

　ほとんど顔を見せなくなったのは、去年の春頃ごろからだろうか。手紙のやり取りもなくなり、どんどん疎そ遠えんになって。

　恋こいではなかったけれど家族のような絆きずなを感じていたので、当時はとても寂さびしさを感じた。

　アレイシスにしてもそうだ。

　一族の直系がローザリアしかいなかったために、当主となるため傍ぼう系けいから引き取られた義弟。

　優ゆう秀しゆうさを買われたとはいえ実の両親と引き離され、幼い頃ころは陰かげでよく泣いていた。少しずつ年月を重ね、彼はセルトフェル家に馴な染じんでいったのだ。

　昔の彼はよく、外出のできない義姉あねのために外での思い出話を色々してくれた。それこそ、本当の姉弟きようだいのように。

　アレイシスは入学当初、週に一度の休日のたびに帰省していた。ローザリアとリジクの顔を見るためなら苦にならないと言って。なのに今では、長期休きゆう暇かになっても顔すら見せない。

　その原因が彼らの口の端はによく上っていた特待生にあることは、ミリアの調べで分かっていた。

　彼女は憤ふん懣まんやる方ないといった様子で項うな垂だれる。

「……その特待生の少女に、本当に遺い恨こんはないのですか？」

　弱々しい呟つぶやきに、ローザリアは僅かに微笑ほほえんだ。調査をしている間も、彼女はずっと同じような表情をしていた。

「あったら既すでに、それ相応の報復をしているわ。フォルセ様の心変わりは、わたくしに魅力が足りなかったからこそ起こったことだもの。誰だれかを恨うらむのは筋すじ違ちがいよ」

「ローズ様は物分かりがよすぎます！」

「そうかしら？　繫つなぎ止めようとすらしなかったのだもの。わたくしも悪いと思うわ」

　特待生の少女には、他ほかにも宰さい相しようの後こう継けい者しやと目されている者まで夢中だというのだから驚おどろきだ。

　一人の女性に三人の男。彼らの関係はまともに成立しているのだろうかと、むしろそちらの方が気になってしまう。

　その程度の感想しか抱いだけないから、やはりローザリアにも非があるのだ。

　窓の外、朝日に輝かがやく校舎を見つめる。

　赤レンガでできた歴史ある外がい壁へきは古く、ところどころヘデラが生おい茂しげっている。

　ずっと仕方がないと諦あきらめていたレスティリア学園に、本当に通えるのだ。

　これも全すべて、カディオの一言があったからこそだ。情けない顔を思い出し、ローザリアは薄うすく笑えんだ。彼はあの出会いを覚えているだろうか。

「ミリア。人生を捨てていたのは、昨日までのわたくしです。今はやりたいことが、いくらでもあるのですから」

　東向きの窓から差し込む日ひ射ざしに、ローザリアのシルバーブロンドが輝く。

　自信に満ち溢あふれたアイスブルーの瞳ひとみはきらめき、今までにない生気を放っていた。

　ミリアは感動と共に自らの主を見つめたが、宣言の意味を咀そ嚼しやくすると再びガックリ項垂れた。

「やりたいことって、どうせ庶しよ民みんのご飯が食べてみたいとかじゃないですか……」

「街で話題になっている食べ物や定番の甘味を分かりやすくまとめた資料作り、頼たのむわね」

　そこそこ深刻な嘆なげきに軽口で応じていると、グレディオールが口を挟はさんだ。

「ローザリア様、そろそろ登校なさいませんと授業に遅おくれます」

「あら、もうそんな時間なのね」

　グレディオールから通学鞄かばんを渡わたされ、エントランスに立つ。

「では、行ってくるわ」

「くれぐれも、お気を付けて」

　信しん頼らいの置ける使用人らに見送られながら、ローザリアは優ゆう雅がに歩き出した。







　整然とした石いし畳だたみの道の両りよう端たんには、手入れの行き届いた花々が生徒の目を楽しませるように咲さき誇ほこっている。

　うららかな季節を彩いろどるのは、爽さわやかに香かおり立つラベンダーにアマリリス、紫むらさきや白の花か穂すいが可か憐れんなデルフィニウム。

　ダイアンサスの小さな花に根元を飾かざられているのは、雪のような白が美しいマグノリアの花木。

　けれどローザリアは、咲き乱れる花よりも注目を集めていた。

　五月の半ばという中ちゆう途と半はん端ぱな時期の編入生に、興味を抱くのも無理はない。視線を向けるわりに近付いて来ないのは、既に『薔薇姫』であると噂うわさが立っているからかもしれない。

　好こう奇きの目をものともせずに進んでいくと、前方に目的の人物を発見した。

「ごきげんよう、王弟殿下」

　声をかけて礼をとると、すらりと背の高い青年が振ふり返った。

　太陽のように目ま映ばゆい金きん髪ぱつ、王家にのみ受け継つがれる澄すんだ緑眼。華はなやかさには欠けるけれど、見る者の心を穏おだやかにする落ち着いた美び貌ぼう。

　レンヴィルド・ヴァールへルム・レスティリア王弟殿下。背後にはカディオも控ひかえている。

　レンヴィルドはローザリアを認めると、温かみのある笑みを浮うかべた。

「おはようございます。あなたが今日から編入されるという、ローザリア・セルトフェル侯こう爵しやく令れい嬢じようですね。話は兄上から伺うかがっています」

　ということは、リジクに無理を言って編入を実現させたことも聞いているのだろう。ローザリアはさらに深く頭を下げた。

「『薔薇ばら姫ひめ』として静かに生しよう涯がいを終える覚かく悟ごをしておりましたが、この度たびその道を外れることを選んでしまいました。皆みなさまにおかれましてはご迷めい惑わくをおかけすること、恥はじをしのんでお許し願いたいと思っております」

　長い歴史上、数名ほどの『薔薇姫』が確かく認にんされているが、その全ての行動を制限してきたのは、紛まぎれもなく王家だ。

　幼少時にフォルセと婚約を結んだのも、王家の後押しがあったからこそ。

　ローザリアは彼らの機き嫌げんを損そこねないよう、慎しん重ちように振る舞まう必要があった。

　けれどレンヴィルドは、あくまで笑顔のまま首を振る。

「私はどんな理由であれ、たった一人の人間に全てを背負わせるような解決法は間ま違ちがいだと思っています。あなたの勇ゆう敢かんな選せん択たくに、敬意を表します」

　ローザリアが『薔薇姫』であると承知しているにもかかわらず、王弟殿でん下かは公平に接した。どころか、彼は古い慣習をよく思っていないらしい。とても柔じゆう軟なんな考えの持ち主だった。

「ありがたきお言葉にございます、王弟殿下」

「今日から私達は学友となります。どうぞ気軽に、レンヴィルドと」

「では、わたくしのことはぜひローザリアと」

　微笑みを交かわし、次に視線をカディオへと向ける。

　目が合うと、彼もすぐに笑顔を返してくれた。

「わたくしのことを覚えていらっしゃいますか、カディオ様？」

「はい。その節は大変お世話になりました」

　ローザリア達の親しげな会話に、レンヴィルドは目を瞬またたかせた。

　カディオが詳くわしく出会いを説明する。

　自らの護衛の失敗に苦く笑しようするレンヴィルドと、頭を搔かいて恥はずかしそうにしているカディオ。

　彼らの信頼関係を見ていると、数ヶ月前から記き憶おく喪そう失しつだという噂がまるきりのデマに思えてくる。

　カディオは照れくさそうな笑顔を、今度はローザリアに向けた。

「でも、よかったです。お礼をしようにも、自宅に何か送り付けたら迷惑になるだけですし、どうしようと思っていました。編入なさったならいつでも会えるので、何とかなりますね」

「まぁ、本当にお気持ちだけで十分ですのに。カディオ様はとても真ま面じ目めな方なのですね」

「いえ、そういうわけでは。そうだ、よければ今度、俺の買い物に付き合ってくれませんか。もしローザリア様の気に入るものがあれば、俺の方から贈おくらせていただきます」

　思いがけない、まるで罠わなのようにうまい話を提案されたローザリアは、レンヴィルドもいるというのに表情を取り繕つくろうことも忘れてしまった。

　それでもお近付きになる絶好の機会を逃のがすまいと、即そく座ざに頷うなずこうとする。その時、親しげな声が会話に割って入った。

「レンヴィルド様、カディオさん！　おはようございます！」

　振り返ると、潑はつ剌らつとした雰ふん囲い気きの少女が笑顔で駆かけ寄って来るところだった。

「おや。おはよう、ルーティエ嬢じよう」

「おはようございます。今日もお元気ですね、ルーティエさん」

「はい！　元気が取り柄えですから！」

　昇降口前で交わされる和なごやかな朝の挨あい拶さつを、若じやつ干かんかやの外に感じながら見守る。ルーティエという名前には、とても聞き覚えがあった。

　──彼女が、例の特待生なのね。

　名前を聞かずともそうだろうと思っていた。

　貴族令れい嬢じようではあり得ない振る舞いや、なぜかそれを不快に感じさせない天てん真しん爛らん漫まんさ。慎つつましい女性としか接したことのない貴族令息達は、軒のき並なみこれにやられているのだろう。

　女性側の意見として言わせてもらえるならば、馴なれ馴れしい態度に不快感を覚える者も多かろうといったところか。

　縁えん戚せき関係でもないかぎり、男性とは適度な距きよ離り感かんで接しなければ余計な誤解を招く。特に貴族の令嬢はそういった教育を厳しく受けているのだ。

　だからこそ、さりげなくレンヴィルドの腕うでに触ふれるルーティエは、学園に集つどう少女達の非難の的になる。現に今だって複数の刺とげ々とげしい視線が送られていた。

　本人はこれに気付いていないのか、はたまた気付いた上でこの態度なのか。だとしたら、かなりの食わせ者かもしれない。

　冷静に周囲を観察しつつ、ローザリアは笑え顔がおで会話に割り込み返した。

「カディオ様、そちらの方は？」

「あぁ。彼女はルーティエさんと言いまして、この学園唯ゆい一いつの特待生です。勉学の環かん境きようが整っていない城下街育ちで、結構苦労をしているみたいで」

　カディオは説明中も、少女へ親しげな笑みを向けたままだ。今朝までは何とも思っていなかったルーティエに対し、急速に危機感が芽生える。

　華やかな過去の女性遍へん歴れきを考えればライバルはさぞ多かろうと踏ふんでいたが、そこそこ自家の爵しやく位いが高いためどうとでもなると思っていた。

　けれど相手が平民では、高位貴族からの揺ゆさぶりなどあまり意味をなさない。

　特に、天真爛漫に見える全すべてが演技なら、下手に手を出すと逆に利用されそうだ。

　ルーティエの魔ま性しようぶりに歯は嚙がみする思いだが、ローザリアはおくびにも出さず頷いてみせた。

「そうなのですか。ルーティエ様、わたくしはローザリア・セルトフェルと申します。仲良くしていただけると嬉うれしいわ」

　ようやくルーティエの視線がこちらに向けられた。

　金色に赤の交じったストロベリーブロンドに、パッチリと大きい瞳ひとみは明るい翡ひ翠すい色。

　顔立ちは可憐で、一見すると深窓の令嬢にしか見えない。けれどひと度動き出せば、教育の行き届いた令嬢との差は歴然だ。所作の一つ一つに気配りが足りない。

　なのに潑剌とした表情や仕草から目を離はなさずにいられない、光のように魅み力りよく的な少女だった。美の追求に余念がない令嬢達と比べると、圧あつ倒とう的な天然の美しさがある。

　彼女は、なぜか硬かたい表情でローザリアを凝ぎよう視ししていた。

「おかしいな。あのゲーム、こんなに早く『薔薇姫』が出てくる設定だった……？」

　口中での呟つぶやきは、辛かろうじて聞き取れる声量だった。

　ローザリアが怪け訝げんに首を傾かしげると、ルーティエは表情を取り繕うように頰ほおを上気させ、胸の前で両手を合わせた。

「ごめんなさい、あんまり綺き麗れいだから見み惚とれちゃってました！　私、こんなに綺麗な女の子を見るのは初めてです！　今日編入したんですか？」

「ええ。分からないことばかりで、ご迷惑をおかけするかもしれないけれど」

「こちらこそ！　平民なので、不快にさせることもあるかもしれません」

　当たり障さわりのない会話をしながら、やはり油断ならない女性だと断定した。
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　彼女の発言は、周囲で聞き耳を立てている令嬢達に対して失礼極きわまりないものだし、ローザリアがここにいる理由にもちゃっかり探さぐりを入れている。鈍にぶい男性は気付かないかもしれないが、『仲良くしてほしい』という申し出に対する返事も巧こう妙みように避さけていた。

　しかし、最も警けい戒かいすべきは直前の呟きだ。

　ローザリアの名前を聞いただけで『薔薇姫』と理解するなんて、到とう底てい平民らしくない。

　──いいえ。名前を聞いてというより、わたくしの顔を見て判断したような……。

　とはいえ、カディオと違ちがって貴族間の情報に詳しいのは確かなようだ。

　彼らのこのちぐはぐさは、一体何なのだろう。

　没ぼつ落らく気味とは言っても男だん爵しやく家であるのに、貴族としての知識がないカディオと。

　全くの平民であるはずなのに特待生として入学できるほどの学力を保有し、また貴族の常識にも詳しいルーティエと。

　何より、彼らの印象は全く逆であるはずなのに、同一の空気を感じるのはなぜなのだろう。違い和わ感かんは深まるばかりだった。

「──せっかくですし、教室までご案内しますよ」

　空気を変えるようなレンヴィルドの一声に従い、ローザリア達はようやく校舎に入った。

　印象をよくするため、すかさず礼を言う。

「レンヴィルド殿下のお心こころ遣づかいに感謝いたします」

「殿下は必要ないですよ、ローザリア嬢。けれど、少々意外でした。アレイシス殿どのの義姉あねということですが、立ち振ふる舞まいが全く似ていませんね」

　義弟おとうとの目に余る素行不良を思い、ローザリアは憂ゆう鬱うつなため息を押し殺した。

「義弟は、殿下にご迷めい惑わくをおかけしていないでしょうか？　根はいい子ですが思春期のためか、年々粗そ暴ぼうになってしまって」

　頰に手を添そえて緩ゆるく首を振ふってみせると、レンヴィルドは思わずといったふうに苦笑した。

　王族らしい気品に満ちた雰囲気が、途と端たんに年相応の青年らしくなる。

「失礼しました。ローザリア嬢は、ちゃんとお義姉ねえさんをしているのですね。今の表情、私の兄上にそっくりでしたよ」

　お義姉さん、という言い方が微笑ほほえましくて、ローザリアもつい笑ってしまった。

　王族であることとは別に、きっといい兄弟関係を築いているのだろう。

「レンヴィルド様も、いい弟さんなのでしょうね。あの子にも見習ってほしいくらいです」

　侯こう爵しやく位を継つぐための勉強は怠おこたっていないようだが、最近の彼は繁はん華か街がいにも出しゆつ没ぼつしているらしいとはミリアの言だ。悪い仲間とつるむあまり、染まってしまわなければいいのだが。

　品行方正であれとは言わないが、不ふ祥しよう事じだけは気を付けてほしいものだ。

「アレイシス殿は、おそらく大だい丈じよう夫ぶですよ。今は少々視野が狭せまくなっているようですが、自らの義務をよく理解しています」

　レンヴィルドの視線が、一いつ瞬しゆんだけ背後に向いた。

　やや距きよ離りを置いた後方に、笑い合うカディオとルーティエの姿がある。

　ローザリアは意外に思って目を瞬またたかせた。あらゆる男性が虜とりこにされているのだと思っていたが、冷静に彼女を見み極きわめる者も中にはいるらしい。

「こうして、心から心配してくれる義姉もいることですしね」

　いたずらっぽく付け加える彼には、慰なぐさめる意図もあるのだろう。もしかしたら最近疎そ遠えんであることを、把は握あくされているのかもしれない。

　それでも、温かな心遣いが嬉しい。穏おだやかな美び貌ぼうそのままの人ひと柄がらに、婚こん約やく破は棄きのことがなくても親しくなりたいと思った。

「……ありがとうございます。わたくしもアレイシスとの絆きずなは、普ふ通つうの姉弟のものと変わらないと思っております」

「はい、私もそう思いますよ」

　レンヴィルドの笑顔に、ローザリアは何の含ふくみもない笑顔を返した。

　開け放たれた廊ろう下かの窓から、花の香かおりを乗せた風が吹ふき込んだ。絹糸のように滑なめらかなシルバーブロンドが、光こう輝きを振り撒まきながら柔やわらかく舞まい上がる。

　葉先が陽光を弾はじいてきらめき、虹にじ色いろに輝かがやいていた。

　青い空も緑の色も箱庭にいる時と少しも変わらないはずなのに、何もかもが違って見える。

　──やっぱりわたくし、勇気を出してよかった。

　窓の向こうの景色を眺ながめ、改めて感かん慨がいに耽ふける。

　外の世界は何もかもが眩まぶしくて、鮮あざやかで。

　胸を清せい涼りような風が撫なでているような、ひどく軽かろやかな心ここ地ちだった。

　知らず足を止めていたローザリアを、レンヴィルドが見つめていた。微笑み、再び歩き出す。

　それからしばらく進むと、ようやく教室が見えてきた。一学年に二クラスしかないため間ま違ちがえるほど部屋数も多くない。

　装そう飾しよくの少ない教室には三列の長机があり、列ごとに段差が設けられている。後方からでも授業内容を分かりやすくする仕組みだろう。席順は自由なようだ。

「──義姉さん」

　聞き慣れた声が耳を打つ。

　教室の奥から近付いて来たのは、義弟おとうとのアレイシス・セルトフェルだった。

　彼はレスティリア学園には珍めずらしい、粗暴な雰ふん囲い気きをまとった青年だ。

　銀というより灰色に近い髪かみは無造作に伸のばされ、琥こ珀はく色いろの瞳は鋭するどく切れ長。身長はカディオを除けば、教室内にいる誰だれよりも高いかもしれない。

　アレイシスはレンヴィルドにそつなく挨あい拶さつすると、すぐにローザリアを見た。その際未練がましくルーティエに視線を滑すべらせたのが、何とも分かりやすい。

「……久しぶり、義姉さん」

「久しぶりね、アレイシス。あなた、また背が伸びたのではない？　それに制服をあまり着き崩くずすのは感心しないわね」

　笑いかけると、アレイシスの近寄りがたい雰囲気がほんの少し和やわらぐ。けれど彼はすぐに表情を引き締しめ、乱暴に頭を搔かいた。

「別に、そんなのどうだっていいだろ。それより手紙で聞いてはいたけど……義姉さん、学園に編入するなんてどういうつもりだよ」

　非難するような口くち振ぶりは、ほぼ全生徒の総意と言っていいだろう。おおらかに許容してくれたレンヴィルドが少数派であることは、ローザリアも承知している。

「心配しなくても、迷惑はかけないわ」

「そういうことじゃねぇ。何が目的か聞いてんだ」

「アレイシス、言こと葉ば遣づかいがまた悪くなったわね」

「繁華街にちょこちょこ顔出してるからな。って、そうじゃなくて」

　話が脱だつ線せんしてしまうことに苛いら立だったアレイシスは、怒いかりを鎮しずめるように大きく息を吐ついた。

「……少し、場所を変えよう」

　確かに衆目があれば、本音でのやり取りは難しいだろう。特に意中の女性の前であっては。

　幸い始業時刻まで、まだ時間がある。心配そうに見守るレンヴィルドに小さく会え釈しやくをすると、ローザリアは義弟の誘ゆう導どうに従った。

　連れられてきたのは歴史学の資料室だった。

　教室と同じ校舎だというのに人の気配はなく、突つき当たりのため誰かが近付けばすぐ分かる。学園生は穴場として頻ひん繁ぱんに利用しているのかもしれない。

　資料室の扉とびらを閉めて振り返ったアレイシスは、先ほどまでの粗そ野やな雰囲気を一変させていた。

「義姉さん、一体何考えてんだよ。危険だから外には出ないって、リジクお祖父じい様とあんなに約束してたじゃないか」

　情けなく下がった眉まゆ尻じりに、悲ひ愴そうな表情。

　琥こ珀はくの鋭い瞳ひとみは今にも泣き出しそうなほど潤うるんでいた。

「アレイシスったら、大きくなっても泣き虫は相変わらずなのね」

「当たり前だろ！　何年経たとうが俺は義姉さんが心配なんだから！」

　揺ゆれる眼まな差ざしで、義弟はやるせないとばかりに叫さけぶ。

　涙なみだもろくて家族思い。これが、普ふ段だんは不良ぶっているアレイシスの本ほん性しようなのだった。

「ありがとう。でも、体を動かす授業があるわけではないし、危険は少ないわ」

「『薔薇ばら姫ひめ』としてのことを言ってるんじゃない！　純じゆん粋すいに義姉さん自身を案じてるんだ！」

　どうやら彼だけは、『薔薇姫』が周囲に及およぼす被ひ害がいを危き惧ぐしているわけではないらしい。

　ローザリアは目を瞬かせて小首を傾かしげた。

「わたくし？」

「義姉ねえさんは本当に、自覚がなさすぎる！　じっとしてると精せい巧こうな人形と見み紛まがうほど義姉さんは綺き麗れいなんだよ！　大輪の薔薇だって霞かすむほどだ！　いくら貴族ばかりとはいえ、学園内は安全なんて保証はどこにもないんだからな！」

「あら、そちらの心配だったの？」

　ローザリアは察しのいい方だが、アレイシスの飛ひ躍やくした思考を理解するのは長年の経験上諦あきらめている。彼の想像力が斜ななめ上すぎるのだ。

「あなたって昔から過保護よね。そもそも義姉あねに対してそこまで綺き羅ら綺き羅らしい比ひ喩ゆ表現を使うなんて、どうかと思うわよ」

「比喩じゃない。義姉さんは、俺が今まで出会ってきた誰よりも綺麗で、素す敵てきだ。少し底意地が悪いところもまた堪たまらない」

「おかしな性せい癖へきの暴ばく露ろはいいから。それにわたくし、少しなどという言葉で収まりきるような小悪党ではないわよ」

　それなりに優すぐれた容姿であることは自覚しているので、確かに性格は悪いのだろう。

　長年不自由な境きよう遇ぐうに耐たえ続けてきたため、多少性根がねじ曲がってしまったのは仕方のないことだと思っている。

　ローザリアは口角を上げると、意地悪げに目を細めた。

「けれど、美しさよりも心を揺さぶるものに出会えたのでしょう？」

　人は、美しさだけに心を奪うばわれるものではない。

　指し摘てきすれば、彼は目に見えて怯ひるんだ。

　家族だけの場になると、アレイシスは素す直なおで不器用な本性をさらす。ローザリアは言こと葉ば遣づかいがくだけたものになり、皮肉屋の一面を見せる。そのため、上下関係がより明確になるのだった。

「ルーティエ様が好きなのね」

「……うん」

　長身で凶きよう暴ぼうそうなアレイシスが真っ赤になる姿は、そこはかとなくいじめ甲が斐いがある。

「好きすぎて、わたくしやお祖父様のことなんて頭から抜ぬけ落ちてしまったのね」

「屋や敷しきに帰らなくなったことを言ってるなら、ごめん。でも、そんな頻繁に帰らなくてもいいって言ったのはそっちだろ」

「ものには限度があるでしょう。あなたときたら、長期休みにまで顔を出さないのだもの」

「う、ごめん」

　義弟は大きな体を縮めて頭を搔いた。

「あまりに顔を出さないから何かあったのではと心配になって、ついミリアにあなたの身辺関係を探さぐらせてしまったわ」

「それは、一いつ般ぱん的な心配の範はん囲いを逸いつ脱だつしてるだろ」

「ひどいわ。わたくしがやりすぎだと言いたいの？」

「あー、すみませんでした」

　十分に八つ当たりは済んだので、義弟のこれまでの不義理は水に流すことにした。

「厄やつ介かいな方を好きになったわね、アレイシス。ルーティエ様と話してみたけれど、あれはおそらく相当なくせ者よ」

「分かってる。そんなところも義姉さんみたいで、いいと思ってる」

「あら。わたくしには遠く及ばないわよ」

　想おもい人の性格の悪さを明かしても、彼が引き下がらないことは分かっていた。血は繫つながっていなくても、十年以上一いつ緒しよに暮らしてきたのだ。

　ローザリアは、不敵な笑えみを唇くちびるに刷はいた。

「ライバルは多いわ。わたくしに構う暇ひまがあるのなら、とにかく頑がん張ばらないと。油断している内に出し抜かれてしまうわよ」

　激げき励れいのつもりで放った一言だったのに、彼はなぜかひどく不満げだった。傷付いたような顔をされると、義姉としては弱い。

「ライバルにフォルセ様がいらっしゃるから、不安なの？　確かに強敵だけれど、わたくしにできることがあるなら協力するわ」

　昔は、フォルセの優やさしさに救われた時期もあった。彼のことも家族同然に感じている。

　けれど、毎日側そばにいて支えてくれたのは間ま違ちがいなくアレイシスだったし、何より他人には別わかちがたい絆きずながある。応おう援えんするなら断然義弟だった。

「フォルセ兄上は、義姉ねえさんが学園にいることを知ってるの？」

「手紙でお伝えしたけれど、さほど興味もないのではないかしら？　あなたも知っての通り、あの方はルーティエ様にご執しゆう心しんでしょうから。近い内、婚こん約やくを破は棄きする方向で話し合うつもりよ」

　サラリと今後の予定について打ち明けると、アレイシスは目を丸くした。

「え？　婚約破棄？　フォルセ兄上と？　え、ちょっと待って。本気で意味が分からない」

「そうよね。あなたも子どもの頃ころから、兄上と呼んで慕したっていたものね」

「いやそれは将来義兄あにになるという打算があったからで……ってそうじゃなく。義姉さん、都合が悪くなると煙けむに巻こうとする癖くせ、いい加減直してよ。話が進まないだろ」

　フォルセが訪問している間だけ素直な義弟を演じていたことには気付いていたが、呼び方にまで気を遣つかっていたとは初耳だ。

「えぇと……婚約破棄？　そういえば、何が目的で学園に来たのか、まだ聞いてなかった」

　アレイシスは顔を覆おおっていた手を下ろし、恐おそる恐るといった様子でローザリアを見る。

　頭のいい彼のことだ。点と点が繫がって、今猛もう烈れつに嫌いやな予感に苛さいなまれていることだろう。

　ローザリアは義弟の不安を吹ふき飛ばすように、ことさら華はなやかに微笑ほほえんでみせた。

「もちろん、好きな殿との方がたにお会いするためよ。わたくし、恋こいした方を射止めるために来たの」

　呆ぼう然ぜんと口を開けたままの義弟おとうとをよそに、時計を確かく認にんする。もうすぐ授業が始まる時間だ。

「それでは、同級生としてこれからもよろしくね」

　ローザリアは笑みを深めると、優ゆう雅がな足取りで資料室をあとにする。

　ずっと硬こう直ちよくしていたアレイシスが絶ぜつ叫きようするのは、この数秒後のことだった。
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　レスティリア学園に編入して二週間。

　春の花々の最盛期は過ぎたけれど、萌もえる若葉の鮮あざやかな緑が胸を打つ季節となった。

　ローザリアの学生生活は、今のところ順調な滑すべり出しと言える。

　たとえ義弟があれ以来、意中の相手が誰だれであるのか、しきりに気にしてきても。無む謀ぼうなことはやめるよう、事あるごとに説得されていても。

　ローザリアが順調と言い張れば順調なのだ。

　──そもそも一いつ匹ぴき狼おおかみを気取っているあの子には、表立ってわたくしに話しかけたり、ましてや泣き付くことなどできませんものね。

　アレイシス的には、義姉が心配でもルーティエへのアプローチを疎おろそかにするわけにはいかない。来年度の執しつ行こう部ぶ入りも決まっているようで、彼はなかなか忙いそがしい身のようだ。

　全力を出しきれない義弟の追つい及きゆうを、のらりくらりとかわすことなど容易たやすかった。

　教室内では依い然ぜんとして遠巻きだが、アレイシスとルーティエが話しかけてくるので周囲に溶とけ込めていないこともない。

　誰とも話さずにいてもローザリアは気にしないのだが、円えん滑かつな人間関係のためには周囲を大切にしなければならないだろう。

　なのでルーティエとの据すわりの悪い上辺だけの会話も、探りを入れられているような違い和わ感かんも、時折向けられる棘とげのような視線も、全すべて気にしないことにしていた。

　寮りようでの暮らしは慣れないことばかりだが、ミリアとグレディオールが全面的に支えてくれるので何とかやっていける。

　特に食堂という制度は、引きこもりだったローザリアには新しん鮮せんに映った。

　広い空間に大勢の人間が集つどい、思い思いのものを注文して食べる。

　さすがに貴族ばかりが集まる場なので騒さわがしいとまではいかないが、大きな窓から燦さん々さんと日が差し込む食堂内はいつも賑にぎわっていた。

　書物で読んだ通りの景色が目の前に広がっていて、利用初日は興奮を隠かくすのに苦労したものだ。

　けれど内部構造は書物の通りとはいかず、選ばれし特権階級のみが食事時に使用できる区画、特別席というものが存在した。王族であるレンヴィルドや、執行部の役員達がそれに該がい当とうする。人気のある者を巡めぐるトラブルを回かい避ひするための措そ置ちらしい。

　確かに学業優ゆう秀しゆうでカリスマ性も兼かね備えた執行部員達は、卒業前に親しくなっておきたい家いえ柄がらの者ばかりだ。王族もまた然しかり。

　ここになぜか、『薔薇ばら姫ひめ』という理由だけでローザリアも組み込まれてしまっていた。

　普ふ通つうならば反感を買いそうなものだが、だからと大衆に交じることも許されない。不満に思う者も言い出せないのが現状だろう。

　執行部の先せん輩ぱい方は現在多た忙ぼうのようで、食事の時間はほとんど重ならない。

　朝早かったり、逆に消灯時間の間ま際ぎわだったりと、彼らは利用時間にかなり融ゆう通ずうが利きくようだ。しかしそれはつまるところ、実質王弟殿でん下かとほぼ二人きりということで。

　今も、隣となりに座るレンヴィルドが赤ワインで煮に込こんだ牛のほほ肉を、実に優ゆう雅がな所作で口に運んでいるところだった。

「食堂の味には慣れましたか？」

「はい。自宅の料理もおいしいですけれど、こちらの料理人も一流ですわね。さすが、王族にも料理を振ふる舞まっているだけあります」

　学食とは名ばかりで、見た目も味も非常に繊せん細さいだ。ローザリアが食べている鹿しか肉のシチューも絶品で、赤身の多い肉質にもかかわらず柔やわらかく、臭くさみが全くなかった。

「これだけ素す晴ばらしいお食事ですと、真ま面じ目めに授業を受けるより食後のお茶をゆっくり楽しみたいと、つい思ってしまいます」

　貴族にとって、食後に二時間程度のお茶の時間は当たり前だ。けれど授業日程に合わせなければならないので、学園にいればそうもいかない。

「失礼な言い方になるけれど、あなたは真面目に授業を受けているようには見えませんよ？」

「あら、気付かれておりましたか」

「それはもうあからさまに、別のことを考えていると分かるから。まぁ、おそらく教師陣じんは完かん璧ぺきに騙だませているだろうね」

　退たい屈くつな内容を聞く気になれず、授業を真しん剣けんに受けているふりで乗り切っていたのだが、レンヴィルドは誤ご魔ま化かされなかったようだ。

　食事を共にすることもあって、彼とはくだけた口調で話せるほど親しくなっていた。惜おしむらくは、カディオと同じテーブルを囲む機会に恵めぐまれないことだろう。

　護衛だから当然なのだが、仲良く食事でもすれば親密になれるかもしれないのに。

　レンヴィルドといるおかげでそれなりにお近付きになれているが、なかなかゆっくり話すことができなかった。

　だが、頭を悩なやませているのはそれだけではない。

　シチューを食べる手を休めると、ローザリアは物もの憂うげにため息をついた。

「レンヴィルド様とのお食事は楽しいのですが、嫉しつ妬との視線が少々煩わずらわしいですわね……。手っ取り早く解決するには、わたくしがあなたの隣に立っても遜そん色しよくないほど優秀であると、一目で分かるよう示すべきなのでしょうが」

　手っ取り早い、という品の欠片かけらもない言い草に、レンヴィルドが忍しのび笑いを漏もらした。

「そうだね。一番手っ取り早いのは、やはり前期テストかな。来月の頭に行われるし、成績順が掲けい示じ板ばんに貼はり出される」

「前期テスト、ですか？」

「そうか、あなたは編入生だから知らないか。まだ教師から説明を受けていないのだね」

　彼によると、ここでは年に三度の学力考査があるらしい。一番重要なのは年末に行われる後期テストで、結果によっては進級にも響ひびくのだそうだ。

　前期テストは教科の数も少なく、比ひ較かく的てき難易度が低い。それまできちんと学んでさえいれば、確実に点数を稼かせげるものだとか。

　一通りの説明を終えると、レンヴィルドはクスリと笑った。

「でも、私の隣に立って遜色がない女性というのは、別の誤解が生じかねないのではない？」

　瞳ひとみをいたずらっぽくきらめかせるレンヴィルドは、彼の妃きさき候補と誤解され、ますます妬ねたまれるかもしれないと暗に告げている。

　レンヴィルドの婚こん約やく者は、十年ほど前に亡なくなっていた。それ以降彼の隣は空席のままだ。

　確かに、侯こう爵しやく家の令れい嬢じようならば身分的にも釣つり合いがとれる。けれどローザリアには、唯ゆい一いつにして最大の難点があった。

「──『薔薇姫』が王弟妃になるなんて、彼女達は考えすらしないでしょう」

　歴代の『薔薇姫』の中で、王家に嫁とついだ者はいない。というより、セルトフェル家の血筋自体を忌き避ひされているのだ。万が一にも王族から『薔薇姫』を生み出さないために。

　ローザリアは、王弟妃の座を狙ねらう令嬢達からすれば完全なる問題外だった。

　レンヴィルドが、まるで顔を近付けるように首を傾かたむける。

「あなたは分かっていないね、自分自身の価値を」

「え？」

「『薔薇姫』を王弟妃とする過程には、確かに多くの困難があるだろう。けれどあなたには、それら全てをねじ伏ふせてでも欲しいと思わせる価値がある」

　真剣な声こわ音ねは囁ささやくように小さく、秘ひめ事めいた雰ふん囲い気きを匂におわせている。王族固有の緑瞳に間近で見つめられれば、吸い込まれてしまいそうだ。

「レンヴィルド様、それは結構本気の勧かん誘ゆうだったりいたします？」

「勧誘、と言い切るあなたの豪ごう胆たんさが、妃として何より魅み力りよく的に思うよ」

「……」

　どうやらこの王弟殿下は、質たちの悪い冗じよう談だんを平気で言えるらしい。底の知れない笑えみは何とも思わせぶりだが、おそらく深い意味はないのだろう。

　──けれど『豪胆さが魅力』というのは、この方の本心なのでしょうね……。

　レンヴィルドの幼い婚約者の死因は、自殺。

　彼の優やさしさや慣習に囚とらわれない考え方は、きっと当時の悲しみが作り上げたものなのだろう。冗談の奥に隠された、寂さびしさと孤こ独どくを垣かい間ま見みる。

　──誰だれにでも、背負うものはあるのね。『薔薇姫』じゃなくても。

　ローザリアは果実水を一口飲むと、ことさらいたずらっぽい笑みを返した。

「殿下のお申し出、大変嬉うれしく思います。ではもしわたくしが嫁いき遅おくれたなら、その時にはぜひ引き取ってくださいませ」

「それは、その間私にも結けつ婚こんするなということ？」

「滅めつ相そうもございません。わたくしなど、末まつ端たんの側室で十分ですわ」

「側室を迎むかえる予定はないし、そもそもあなたの中で、私はどれほどたくさんの妃を召めし抱かかえているのだろうね？」

　冗談を言い合う内に、レンヴィルドがいつもの調子を取り戻もどしていくのが分かった。

　できることがあるとすれば、こうして気分を変える手伝いをするくらいだ。友として。

　ローザリアもまた、彼と交かわす軽快なやり取りを心ここ地ちいいと感じていた。

　レンヴィルドの瞳が、急に真面目な色になる。今度は冗談を言い出す雰囲気じゃなかった。

「ともかく、あなたに価値があるのは本当だ。それは『薔薇姫』だからと、容易たやすく消えてしまうようなものじゃない」

「はい。……ありがとうございます」

　だから、卑ひ屈くつになる必要はないと。

　逆に励はげまそうとしてくれる優しいレンヴィルドに、ローザリアは柔らかく頷うなずいた。

　レスティリア学園に編入して初めて言葉を交わした王弟殿下は、身分や性別、生まれ持った事情にかかわらず接してくれる、得がたい友人となった。







　放課後。寮りようの自室へ戻ると、待ち構えていたミリアが一通の封ふう書しよを恭うやうやしく差し出した。

「旦だん那な様からお手紙がございました」

　聞いた途と端たん、ローザリアは盛大に顔をしかめた。セルトフェル家の家か紋もんを封ふう蠟ろうにした、正しよう真しん正しよう銘めい当主からの手紙だ。

「嫌いやだわ。そろそろカディオ様を諦あきらめた頃ころ合あいとでも思っているのかしら」

　できることなら受け取り拒きよ否ひして送り返したい。

　盛大なため息をつくと、ローザリアは覚かく悟ごを決めて封を切った。

　内容は簡潔だった。すぐに読み終えて畳たたみ直すと、グレディオールがすかさず受け取る。

　ミリアは気き忙ぜわしげに身を乗り出した。

「ローズ様、旦那様は何と？」

「フォルセ様とは会ったのか、話し合いはできたのか。要約するとそんなところね」

　もちろんローザリアも早急に片付けたいと思っているが、こういった繊細な問題は段階を踏ふんでいかねばならないものだ。まだ二週間しか経たっていないのに成果を求めるとは、気が早すぎるというもの。

　──わざわざわたくしから出向いて差し上げるというのも業ごう腹はらですし。

　嘆たん息そくしながら、紅茶の準備が調ととのえられたテーブルに座る。

　お茶ちや請うけにスコーンやクッキーの軽食もあったので、ローザリアは糖分を求めてフィナンシェに手を伸のばした。アーモンドの香こうばしさとバターの風味が口一いつ杯ぱいに広がると、ささくれ立ちそうだった心も次し第だいに落ち着いていく。

「わたくしとしては、フォルセ様との話し合いはすぐにでも決着すると思っているの。なのでまずは、もう少しカディオ様と親しくなることを優先させたいわ」

　護衛の任務に就ついている者に話しかけるわけにもいかず、なかなか恋こいには発展しない。

　むしろ今のところ、状じよう況きようもわきまえず気軽に話しかけに行くルーティエの方が、彼との絆きずなを深めているのではないだろうか。

　──アレイシスにフォルセ様、そして次期宰さい相しよう候補と言われているジラルド・アルバ。これだけの面めん子つを虜とりこにしておきながらカディオ様まで狙っているとしたら、わたくしも本気で迎え撃うたねばなりませんわね……。

　ストロベリージャムをたっぷりと入れた紅茶に口を付けながら、ローザリアはこめかみを丹たん念ねんに揉もみほぐした。

「カディオ様と今以上お近付きになるには、どのような方法が有効的なのかしら。やはりここは、意外な一面でも見せるべき？」

　勉強ならば人一倍してきたが、恋れん愛あいは初心者だ。

　想おもいを伝え、尚なお且かつ相手にも同じ想いを返してもらうためには、何をするべきなのだろう。幼い頃ころ気まぐれに読んだ恋愛小説でも参考にすればいいのか。

　恋愛経験のなさで言えば似たり寄ったりなミリアに相談をもちかけると、彼女は真しん剣けんな顔で提案した。

「冷れい酷こくで高こう慢まんな侯こう爵しやく令れい嬢じようと見せかけて、雨に濡ぬれた捨て猫ねこを拾う優しさを持っている、というのはどうでしょうか？」

「……ミリアがわたくしをどう思っているのかよく分かったけれど、まずその条件を整えることが至難でしょうね」

　面と向かって悪口を言われたのはまだいい。問題は、彼女が提案した途と方ほうもない作戦だ。

　まず雨天であること、学園の敷しき地ち内に捨て猫がいること。何よりその場面を、都合よくカディオに見せ付けること。

　全すべてを合がつ致ちさせるのはおそらく不可能なので自作自演しか方法はなくなるが、その場合失敗した時の居たたまれなさの責任はとってくれるのか。

　次に、恋愛経験の有う無むすら読めないグレディオールが珍めずらしく沈ちん黙もくを破った。

「冷れい徹てつで傲ごう慢まんな侯爵令嬢と見せかけて、親しみやすいうっかり屋というのはいかがでしょう。例えば財さい布ふを忘れて買い物に行く、魚をくわえた猫を裸足はだしで追いかける、などです」

「……財布などわたくしは持ち歩かないし、なぜ猫が魚をくわえているだけで追いかけねばならないの？　状況が全く分からないわ。侯爵令嬢として、理解のできない行動はたとえ演技であってもできません」

　裸足で街かい道どうを走れば足を痛めそうだし、全力疾しつ走そうの難しい状態ですばしこい猫を相手にするなんて、無む謀ぼうとしか思えない。猫だって生存競争を勝ち抜ぬくために必死なのだろうし。

　ローザリアに対するひどい印象にも驚おどろくが、何よりグレディオールの久々の発言がこれとは残念すぎる。

　素す晴ばらしい提案が得られないまま頭を抱えていると、突とつ然ぜん扉とびらがノックされた。

　邸てい宅たくと違ちがって控ひかえの間がないので、直接対応しなければならない。ミリアは急ぎ足でエントランスに向かった。

　廊ろう下かの外から、彼女の驚く気配が伝わってくる。

　そのため訪問者が誰なのか、何となく察しがついた。グレディオールと素す早ばやく視線を交わす。

　対外用に取り繕つくろったミリアが傍かたわらまでやって来た。

「お嬢じよう様さま、フォルセ・メレッツェン様がいらっしゃいました」

　想像通りの名前に、ローザリアもまた令嬢の仮面を素早く装着した。きっと今この侍じ女じよが仮面を外したら、手が付けられないほど怒いかり狂くるうに違いないと考えながら。

　ミリアの案内で現れたのは、緩ゆるく弧こを描えがいたダークブロンドとオリーブグリーンの瞳ひとみの青年。神経質そうにも見える繊せん細さいな容よう貌ぼうの、フォルセ・メレッツェンだった。

「お久しぶりですわね、フォルセ様」

　笑え顔がおで出で迎むかえた不実な婚こん約やく者は、以前より少しやつれているように見えた。

　二週間悩なやみ抜き、ようやくローザリアの許もとを訪ねる決断をしたのだろう。他ほかの女にうつつを抜かし、婚約者をぞんざいに扱あつかったのだ。気まずいのも当然だった。

　ローザリアは微笑ほほえんだまま立ち上がる。

「わたくしの私室で二人きりというのは体面が悪いので、学習室の一室でもお借りいたしましょうか。もちろん、ミリア達も共に」

　申し出た途端、フォルセの眉まゆがぐっと下がった。今までセルトフェル邸ていで二人きりになることも多々あったのに、同じ状況をはっきりと拒きよ絶ぜつしたのだ。

「分かった。……分かりました」

　首しゆ肯こうを返す婚約者の表情は、苦いものでも飲み込んだようだった。







　寮は相部屋なので、学習室は静かな環かん境きようで勉強したいという者のために存在する。

　貸し出し制の個室になっているため、密談するにも最適だった。

　対面に座すると、ミリアとグレディオールが背後に控える。まずはローザリアから口を開いた。

「わたくしから申し上げたいことは一つ。婚こん約やく破は棄きに賛成していただきたい、ということです」

　なぜか悲ひ愴そうな顔をするフォルセへの同情を断たち、まずは言いたいことを言い切る。

「セルトフェル侯こう爵しやく家当主であるお祖父じい様からは、既すでに許可をいただいております。残るはメレッツェン公こう爵しやく家ご当主からのご許可と、寛かん容ようなる王家のお許しのみ。婚約を問題なく破棄させていただけるよう、わたくしからレンヴィルド様に願い出ておきましょう」

　通常婚約とは、家同士の繫つながりを強固にするために行うもの。けれどメレッツェン公爵家は、諸もろ手てを挙げて『薔薇ばら姫ひめ』を歓かん迎げいなどしていなかったはずだ。侯爵家であるセルトフェルの方が下位だが、互たがいの意見が一いつ致ちしたという形を取ればどちらの体面も保たれる。

　しかしここで問題になるのは、婚約時の王家の介かい入にゆう。この婚約を命じたのは、誰だれあろう当時の国王陛下だったのだ。

　となると、成人前の子どもの婚約と言えど、両家のみの問題ではなくなってくる。

　ここで生きてくるのが、学園に編入したことでできた王弟レンヴィルドとの繫がりだ。

　彼は『薔薇姫』の扱いに同情的だったし、ローザリアと婚約者との冷えきった関係にも気付いている。うまく相談すればこの婚約を破棄する方向で、国王陛下に進言してくれるかもしれない。そうなれば、より円えん滑かつに婚約破棄の手続きが済むはずだ。

　今後の流れを理路整然と説明すると、彼は言葉の波に溺おぼれるように口を動かした。

「君は……それでいいのか？」

　苦しげな声を発するフォルセのオリーブグリーンの瞳が、ローザリアをひたと見み据すえる。

　彼は、優やさしすぎる。

　ルーティエに心を奪うばわれたことへの罪悪感なのだろうが、それでも幼おさな馴な染じみのように育った婚約者を断ち切れないのだから。

　そこに例えば打算が隠かくされていたとしたって、これまで積み重ねた年月は変わらない。妹のように大切にされた記き憶おくは、胸の奥に。

「……離はなれることが互いのためになるのなら、わたくしに不満はございません。けれど、あなたを家族のように思う気持ちがなくなることはないでしょう。どうか、これからもお幸せに」

　フォルセの顔が泣きそうに歪ゆがんだ。

　特大の皮肉と受け取ったなら、それこそ自じ業ごう自じ得とくだと思ってほしい。彼の不誠実な振ふる舞まいに、確かに傷付いたこともあったのだから。

　新たな婚約者に目星を付けていることを明かさなかったのは、ささやかな復ふく讐しゆう。

　ローザリアは席を立つと、優ゆう雅がに礼をとった。

「──フォルセ様。あなたの婚約者でいられた穏おだやかな日々、わたくしは幸せでした。今まで本当に、ありがとうございました」

　ついに、引導を渡わたした。

　彼はしばらく微び動どうだにしなかったが、やがて俯うつむいたまま立ち上がると学習室をあとにする。交かわす言葉は最も早はや一つとして残されていなかった。

　ローザリアは肩かたの力を抜くと、椅い子すに座り直した。

　気き遣づかわしげな従者達の気配に、うっすらと口角を上げる。

「……ありがとう。あなた達がついていてくれたから、心を強く保てたわ」

　在りし日、共にセルトフェル家の庭を駆かけ回った時の、フォルセの無む邪じや気きな笑顔が甦よみがえる。未来など疑いもせずにいたあの頃。

　ローザリアは一度だけ強く瞑めい目もくすると、しっかり顔を上げた。

　まだほんの少し胸は痛むけれど、これでようやく前を向ける。
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　前期テストの対策という口実で、レンヴィルドを自習に誘さそった。

　二人きりだと問題があるため、今回は学習室の中までカディオがついてくることになっている。

　王立騎き士し団の中でも近この衛え騎士団に所属している彼ならば信しん頼らいは厚い。全すべて計算通りだ。

　フォルセと初めて学習室を利用した時、この作戦を思い付いたのだった。そこそこ手て狭ぜまな空間は距きよ離りを縮めるには打ってつけだ。

　前期テストの教科は全部で五項こう目もく。

　数学と古代レスティリア語、政治経済学、社会学、世界史のみ。中期や後期になるとさらに八教科増えるらしいので、確かにレンヴィルドが言うように前期テストはまだ易しいようだ。

　放課後のまだ賑にぎやかな廊下を、ローザリアは彼と並んで歩いていた。

「わたくしは社会学から始めようかしら。レンヴィルド様はいかがなさいます？」

　首を傾かしげながら問うと、彼は鞄かばんの中に詰つめ込まれた分厚い書類の束を示した。

「私は政治経済学を。すぐに変化していくものだから、常に動向を把は握あくしておかなければね」

「レンヴィルド様。おそれながら政治経済学のテストには、教科書に書いてあることのみが出題されるかと。現在の政治経済を把握することは、ただのご政務と申します」

「それを言うならあなたこそ、本当に勉強をする気があるのかな？」

　王弟としての公務を始めようとしているレンヴィルドに冷ややかな視線を送るも、彼は涼すずしい顔だ。それどころか下心があることまで見み透すかされているようだった。

　フォルセと話し合いの場を設けたのはつい先日だというのに、婚約を破棄したいと考えていることがもう知られているのだろうか。めぼしい相手としてカディオに目を付けていることも。

　普ふ段だんならば決してないことだが、この時のローザリアは鋭するどい指し摘てきに少なからず動どう揺ようし、足元が疎おろそかになっていた。

　そのため間ま抜ぬけにも、渡り廊下との段差を踏ふみ外はずしてしまった。

　体の重心がグラリと傾ぐ。床ゆかが足元から消えてしまったような感覚に血の気が引いた。

　咄とつ嗟さに手て提さげ鞄を抱だき締しめながら、衝しよう撃げきを予感して目をつむる。

　だが、浮ふ遊ゆう感かんを味わったのは一いつ瞬しゆん。すぐに確かな力で背中を支えられた。

「お怪け我がはありませんか、ローザリア様？」

「カ、カディオ様……」

　従者として適度な距離を保っていたのに、いつの間に距離を詰めていたのだろう。カディオが心配そうに、背後から覗のぞき込んでいた。

　金色の眼まな差ざしが至近距離にある。体を支える片かた腕うでは小こ揺ゆるぎもしていない。

　背中に触ふれる大きな手を意識して、ローザリアは慌あわてて姿勢を正した。

「カディオ様、ありがとうございました。おかげで転ばずに済みました」

「当然のことをしたまでですから。あなたにお怪我がなくて、本当によかった」

　動揺を隠して微笑むと、それ以上の笑顔が返ってきた。心からローザリアの無事を喜んでいると分かる、無む垢くな笑み。

「……」

　彼が女性の人気を集めている理由が分かった。何というか、女性のツボを心得ている。

　しかも天然でやってのけるので、警けい戒かい心しんを抱いだかせないのが恐おそろしい。陰かげながら彼を慕したう女性が至るところに隠れていそうだ。

　珍めずらしく言葉を失うローザリアに、レンヴィルドが笑いを堪こらえている。

　照れ隠しに一睨にらみすると、一行は再び歩き出した。

　学習室にたどり着くと、筆記具や問題集を用意し、ひとまずは真ま面じ目めに勉強を始める。

　三十分ほど続けたところで、レンヴィルドがふと席を立った。

「参考にできる文ぶん献けんがあるか、図書館で探してくるよ。あぁ、護衛はイーライに任せるから、カディオはここにいていい。すぐに戻もどってくるから」

　付き従おうとするカディオを制し、彼は廊ろう下かに立つ護衛に声をかけた。

　見送りを終えるとローザリアはニッコリと微笑ほほえんだ。

「カディオ様、よろしければ休きゆう憩けいにいたしません？　わたくし、お菓か子しを用意してきましたの」

　少々淑しゆく女じよらしくないが、すかさず隣となりの椅子を引いて誘ゆう導どうする。

　彼は、鮮あざやかな赤毛を困ったように搔かいた。

「いえ、俺は勤務中ですので」

「少しの間休んでいても構わないという、殿でん下かからのご配はい慮りよだと思いますよ」

「ですがローザリア様もまだ、勉強を始めて間もないのでは……」

「全く問題ありませんわ」

　有う無むを言わさず取り出したのは、街で流行はやっているという焼き菓子だ。手作りも得意だが、積極的に行きすぎて引かれても困る。

　戸と惑まどうカディオだったが、ついにローザリアの微笑みに屈くつした。恐きよう縮しゆくしつつ隣に腰こしを下ろす。

　生菓子だと勉強の合間に食べづらいので、クッキーやマカロン、バウムクーヘンなどを用意していた。残念ながら紅茶はないが、もう少し親しくなれば振る舞う機会もあるだろうか。

　ローザリアが早さつ速そく手を付けると、彼もおずおずと指を伸のばす。カディオはストロベリージャムをたっぷり挟はさんだクッキーが気に入ったようで、何枚も連続で食べていた。

　あのクッキーは甘党のローザリアが糖分補給に食べるもので、痺しびれるような甘さが特とく徴ちようだ。男性どころか女性にも苦手とする者が多い。リジク以外で理解者を得られて嬉うれしかった。

「カディオ様は、学生の頃ころどの教科がお好きでした？」

　会話のきっかけ程度に話を振ると、彼の表情が急に硬かたくなった。

「あ、俺は……どうでしたかね。勉強は嫌きらいじゃありませんでしたが、どちらかというと体を動かす方が好きでした」

　騎士となるために研けん鑽さんを積んだという意味なのだろう。けれど、カディオの瞳ひとみがうろうろと泳いでいるのはなぜなのか。

　彼は何かを誤ご魔ま化かすよう、急に饒じよう舌ぜつになった。

「えぇと、体の効率的な鍛きたえ方や、人体の急所、最小限の力でいかに最大限の効果を得るかとか。そういったことは、図書館に通ってでも学んでいましたけどね。強くなれば、その分守れるものも増えますから」

　カディオの態度を不ふ審しんに思ったけれど、ひとまず話に付き合ってあげることにした。

「学生の頃から騎士になるための努力をなさっていたのですね」

「体を鍛えるのは、趣しゆ味みみたいなものです。あ、だからといって、殿下をお守りすることを軽視しているわけではありませんから！」

「分かっております。カディオ様とレンヴィルド様の固い絆きずなは、側そばで見ているだけで十分伝わっておりますもの」

　あえて同調しているとはいえ、それは紛まぎれもない本音だ。

　彼らは主従の関係であるが、時折軽口を交わすことがあった。視線の動き一つとっても強い信頼が窺うかがえ、それはローザリアにとってのミリアやグレディオールとの関係に似ていた。

　焦あせっていたカディオだが、主人を思ってかおもむろに遠くを見み遣やる。

「殿下のことは尊敬しておりますし、感謝もしてるんです。殿下に必要とされなかったら、今いま頃ごろ俺はどうなっていたことか……」

　彼の横顔が、突とつ然ぜん強こわ張ばった。ローザリアを振ふり返ると、動揺もあらわに首を振る。

「すみません！　私語がすぎました！」

　今の会話のどこに失言があったのか分からない。続きが気になるところだが、ローザリアはこれもまた追つい及きゆうしないことにした。

　カディオの瞳の奥に、恐れに近い不安を見た気がしたからだ。

　まだ、心の内をあけすけに語れるような距きよ離り感かんではないということなのだろう。それに、今までは挨あい拶さつ程度しか会話がなかったのだから、少しは関係が前進していると思っていいはず。

　ローザリアは魅み力りよく的な笑えみを浮うかべた。

「いいえ。カディオ様のお話は興味深いものばかりで、つい聞き入ってしまいました。お話ししていてこんなに楽しい殿との方がたは、初めてですわ」

　男性が喜びそうな言葉を、意図的に選んだ。

　計算高いと誰だれに罵ののしられようが関係ない。カディオを手に入れると決めているのだから。

　彼は思おも惑わく通り、呆ぼう然ぜんと目を見開いた。

　そしてゆっくりと、顔中に笑みを広げていく。少年のように、青空のように鮮やかに。

「はいっ。殿下はとても素す晴ばらしい方です！」

　こんな、心から自然とわき上がるような笑みを見るのは初めてだった。直ちよく撃げきを受けたローザリアは、身体からだ中がカッと熱くなっていく。

　彼の燃えるような髪かみ色のせいか、まるで炎ほのおの側にでもいるみたいだった。なのに湧わき上がる喜びの、何と甘いことか。

　計算していた方向には全く意識してもらえなかったが、カディオの笑顔を見ているだけで何もかもどうでもよくなってくる。

　じわじわと胸を満たしていく温かな感情に、いつの間にかローザリアも笑みを浮かべていた。無む邪じや気きな笑顔をずっと眺ながめていたい。

　穏おだやかな空気を味わっていると、レンヴィルドが帰ってきた。

　カディオはすぐに立ち上がり、任務へと戻っていく。

「……何を話していたのかな？」

　レンヴィルドが、クッキーに手を伸ばすついでのように小声で問いかける。

　彼にわざわざ報告するような会話はしていない。けれど、どこか胸が満たされているように感じるのは確かだった。

　ローザリアは視線だけで笑みを返す。

「わたくしとカディオ様だけの秘密にしておきましょう。レンヴィルド様が胸やけするような事態になっては、申し訳ございませんから」

　ジャムサンドクッキーをかじったレンヴィルドが珍しく顔をしかめたのは、口に広がる甘さのせいか、糖度の高いのろけのせいか。

「これは、クラクラするね……」

　頭痛を堪えるようにしながら呟つぶやく友人に、ローザリアは忍しのび笑いを漏もらした。
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　自宅の敷しき地ち内から出たことのないローザリアは、学ぶ以外に退たい屈くつを紛らせる術すべを知らなかった。

　外界に興味を抱いだいて、現実に打ちのめされるのは自分だ。だから脇わき目めも振らず勉強を続けた。

　そんなローザリアからしてみれば、名門と言われるレスティリア学園のテストだってさほど難しいものではなかった。手て応ごたえなど何もなく、ただ解けて当然という感覚。

　前期テストが終わり、翌日の朝には結果が貼はり出された。掲けい示じ板ばんの前、ローザリアは異様なざわめきの中心にいる。




『一位　ローザリア・セルトフェル　五〇〇点』




　全教科満点というあり得ない点数に、驚きよう愕がくの声が止やまない。そのくせ、ローザリアに声をかける者などいないのだ。

　そこに、護衛を伴ともないレンヴィルドがやって来た。

「ローザリア嬢じよう、おはようございます」

「おはようございます、レンヴィルド殿でん下か」

　異様な雰ふん囲い気きを察しているだろうに、いつも通りの笑顔で登場する豪ごう胆たんさはさすがだ。

　目ま映ばゆい金きん髪ぱつに、ピシッと着こなした制服。朝から一分の隙すきもない。

「カディオ様も、おはようございます」

「おはようございます、ローザリア様」

　カディオの精せい悍かんな容よう貌ぼうには、爽さわやかな笑顔がよく似合う。先日の勉強会から、彼との間にあった壁かべが幾いく分ぶん低くなったように感じていた。

「──なるほど。こういうことだったのだね」

　順位表を眺めていたレンヴィルドが、顎あごに手を当てて嘆たん息そくした。事情を説明せずとも騒さわぎの原因が読めたのだろう。

「おめでとう。さすがだね、ローザリア嬢」

「そうおっしゃるレンヴィルド殿下も、素晴らしい成績ではありませんか」

「私は幾いくつか間ま違ちがいがあったからね」

　レンヴィルドの名前は、しっかり三学年の一位を陣じん取どっている。四九七点ということは、間ま違ちがえたのは一、二問程度だろう。

　二人の会話を聞いて、カディオはようやく掲示板に視線を移した。一位に連なる名前を見つけて目を輝かがやかせる。

「殿下もローザリア様も、首席なんて本当にすごいですね。お二人とも、一いつ生しよう懸けん命めいテスト勉強をした甲か斐いがありましたね」

　何のてらいもない賞賛に、ローザリアはほんの少し気まずい思いを抱く。あの勉強会の真の目的は、テスト対策では決してなかった。

　──わたくしが真ま面じ目めに勉強をしていなかったこと、気付かれていると思っていたけれど。

　観察をしている内に気付いたことがある。

　おそらくカディオは、誰もが知っていて当然の建国史を知らない。

　だからこそ、ローザリアがおざなりな勉強をしていても気付かないのだろう。彼は歴史の教科書の内容を、まるで初めて見るような顔付きで眺めていたのだ。

　騎き士しの任務には支障がないのに、学んできたことだけが綺き麗れいに抜ぬけ落ちるなんてあり得るのだろうか。やはりどこか違い和わ感かんがある。

　考え込んでいると、明るい声が思考を遮さえぎった。

「おはようございます、レンヴィルド様、カディオさん！　それにローザリア様も！」

　ストロベリーブロンドをなびかせ駆かけ寄ってきたのは、ルーティエだった。レンヴィルドとカディオがにこやかに挨拶を返す。

「おはよう、ルーティエ嬢」

「おはようございます、ルーティエさん。今日も元気ですね」

　なぜ彼女はさりげなく、異性の体に触ふれようとするのか。気軽にカディオの腕うでを叩たたく姿に若じやつ干かん苛いら立だちながら、ローザリアも笑顔を作る。

「おはようございます、ルーティエ様。昨日のテストの結果が貼り出されておりまして、今はその話題で持ちきりですのよ」

「あっ、本当ですね。今回は少し難しかったなぁ」

　特待生であるルーティエも、順位表の上位者だ。それでも今回は順位を下げたのか、ほんの少し顔を曇くもらせていた。

　彼女の目が、一位のところで止まった。驚愕に染まった表情はピクリとも動かない。

　ルーティエは呆然と、うわ言のように呟いた。

「──あり得ない。こんなの、初めから答えを知ってたとしか……」

　囁ささやくような声こわ音ねだったはずなのに、彼女の言葉は周囲に静けさをもたらした。

「……そうだよな、やっぱりおかしいよな」

「普ふ通つうに考えて、満点なんて不自然だわ……」

　ルーティエの投じた波は紋もんが、隅すみ々ずみまで広がっていく。漫まん然ぜんとしていた悪意が、大きなうねりに変わりつつあるのを感じた。

　いつの間にかルーティエを始め、多くの生徒達が距きよ離りを取っている状態だ。ローザリアはぽっかりと孤こ立りつしている。

　助けは期待できないだろう。

　レンヴィルドは王族として中立の立場を保たねばならないし、アレイシスはまだ登校すらしていない。視界の片かた隅すみにフォルセの姿も認めたが、気まずげに目を逸そらされるだけだった。

　きっと負の感情には鈍にぶいのだろう。カディオは何が起きているのか分からないようだが、反射的にかローザリアを庇かばった。

　その背中を頼たのもしく思う気持ちもあったが、ローザリアはあえて前へと進み出る。

　疑いがあるのなら、自分で払ふつ拭しよくするしかない。

「『薔薇ばら姫ひめ』が……」

「ずっと閉じ籠こもっていればよかったのに」

「さすが、『極ごく悪あく令れい嬢じよう』だよな……」

　途と端たん、誰だれかの尖とがった呟きが突つき刺ささる。それでも下を向いたら負けだ。

　ローザリアは毅き然ぜんと微笑ほほえんでみせた。

「先ほどおかしいとおっしゃったあなた。では、わたくしが何をしたとお思いですか？」

　発言者に顔を向けると、相手は目に見えて怯ひるんだ。

　校則では学園内での身分の上下はないとされているが、それでも格上の侯こう爵しやく家に目を付けられたい輩やからはいないだろう。好き勝手に言っていた他ほかの生徒達もピタリと口を閉じた。

「では、先ほど不自然だとおっしゃったあなたは、どうお考えに？」

「わ、わたくしはそんなこと、一言も……」

「『普通に考えて、満点なんて不自然だわ』。いただいたお言葉は全すべて、一言一句違たがわずに覚えておりますわよ。これから先も、ずうっとね」

　名指しされた令嬢は、一気に青ざめた。

　ローザリアは、糾きゆう弾だんするように取り囲んでいた生徒達をグルリと見回す。

「皆みな様さまはカンニングを疑っていらっしゃるのでしょうが、わたくしはこの程度のテストでわざわざそのような悪事に手を染める必要性を感じません。そう思いませんこと？」

　氷の微笑を浮うかべながら、視線を向けた相手はレンヴィルド。彼はあまりの迫はく力りよくに、少しばかり身をすくめた。

「レンヴィルド殿下、前期テストで行われた五教科の内、いずれかの教科書はお持ちですか？」

「あ、あぁ。今は政治経済学のものしかないが」

「では、何ページでもいいのでご指定ください」

　彼はローザリアの意図が分からない様子だったが、素す直なおに従った。

「それならば、一七八ページにしよう」

「かしこまりました。殿下は、指定したページをお開きくださいませ」

　ローザリアは体の前で両手を組み、すう、と深く息を吸う。

　ゆっくり目ま蓋ぶたを持ち上げる。銀色の睫まつ毛げに彩いろどられたアイスブルーの瞳ひとみが、鮮あざやかに輝いた。

「……『五六二年にこの法が制定されたのは、マラナス地方での爆ばく発はつ的な産業の発展に起因している。温暖なマラナス地方では、当時農牧が盛んに行われていたが、それは農民の日々の糧かてでしかなかった。まだまだ成長の余地があると目を付けたのは、第三七代マラナス領主ロルフ・マラナスであった。彼は農機具の発明、改良に従事し、また蓄たくわえの大切さを農民達に説いて回ることで、地域の発展に努めた。数年後、マラナス地方はレスティリア王国有数の豊かさになったのだが、それにより起こったのは納税の問題だった。一地方領主では括くくりきれない豊かさと莫ばく大だいな資産を得ることとなったロルフ・マラナスは──……』」

「待ってくれローザリア嬢じよう、頼むから」

　レンヴィルドからの制止がかかり、ローザリアはようやくそらんじるのをやめた。周りを見回せば、最も早はや誰もが信じられないものでも見る目付きだ。

　レンヴィルドは疲つかれた顔でこめかみを押さえながら、恐おそる恐るといったふうに口を開いた。

「えぇと。あなたはまさか……教科書の内容を、一言一句違えずに覚えているのかい？　しかも、三学年のものまでも」

　ローザリアは胸に手を当て、ニコリと微笑んだ。

「全学年の分ですわ、殿下。わたくし、記憶力はいいのです」

「そういう次元の話ではない気もするが……」

「ウフフ。ですから、今この場にいらっしゃる皆様のお顔とお名前は、全て完かん璧ぺきに把は握あくしておりますのよ」

　にこやかに有う象ぞう無む象ぞうを一いち瞥べつすれば、全員がサッと顔を逸らした。

　ページ指定をした者との共犯を疑おうにも、レンヴィルドの身分が高すぎる。これでこの騒そう動どうは一気に片がつくだろう。

　ローザリアは息の根を止めるように、とどめの一いち撃げきを発した。

「その程度の牙きばしか持っていないのなら、いちいち攻こう撃げきしないでくださらないかしら。鬱うつ陶とうしくて敵かないませんの」

　二度目はない。言外に圧すると、嵐あらしを耐たえ忍しのぶ動物のように誰もがひたすら身を縮める。非難する者も、まして目を合わせようとする者さえいない。

　ローザリアの独どく壇だん場じようを終わらせたのは、第三者の声だった。

「ローザリア・セルトフェル君」

　やって来たのは、数学の担当教官。手には一枚の用紙を持っている。

「君の答案について話をしたいのだが……」

　教官が口を開いた途端、勝機とばかりに目を輝かがやかせたのは、真っ先にルーティエに追従した男子生徒だった。

「あの、先生。もしやカンニングの疑いでもあったのですか？」

　勢い込んで聞くも、教官は怪け訝げんそうに彼の問いをはね除のけるだけだった。

「一体何の話だ？　私は彼女と、ぜひ数学について語り合いたいだけだが」

　彼が掲かかげてみせたのは、担当教科の答案用紙。細かく書き込まれている全ての解答の内、たった一つにだけ赤字が入れられている。

「これは、私が作成した模も範はん解答だ。しかしこの一点だけ、少々間ま違ちがっていた。解答に至るまでの工程を複雑化しすぎていたのだ。これを試験時間のたった数十分で大おお幅はばに短縮してみせたのが、セルトフェル君だ。数学者である私がご教示を願いたいほど、彼女の頭脳は優すぐれている。間違いなく百年に一人の得え難がたい才能と言えるだろう」

　どうやらただの駄だ目め押おしにしかならないと悟さとり、男子生徒はガックリと項うな垂だれた。

　ルーティエが瞳を潤うるませながら駆かけ寄ってくる。

「ごめんなさい、ローザリア様。私、あんまりにもすごいから驚おどろいてしまって……」

「いいのよ。誰にだって間違うことはあるわ」

　疑いのきっかけを口にしたルーティエが率そつ先せんして謝ったことで、他の生徒達にも気まずい雰ふん囲い気きが広がっていく。誤解は完全に解けたようだ。

　不ふ愉ゆ快かいにはさせられたが、これはいい機会だった。この先ずっと陰かげで疑われ続けるより、公衆の面前ではっきり実力を見せ付けた方がいい。

　けれどやはり、ルーティエの言動は気にかかる。

　まるで、悪意を先導するようだった。場を支配する猜さい疑ぎ心しんと不満を操あやつり、見事に導火線の役割を果たしていた。決定的な言葉を口にしていない点も実に巧こう妙みようだ。

　数学談義へのしつこい勧かん誘ゆうに素っ気なく返しながら、ローザリアは疑ぎ念ねんな眼まな差ざしでルーティエを見つめるのだった。
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　カンニング騒さわぎが落ち着き、平和が戻もどってきた。

　レンヴィルドと軽口を叩たたき合い、絡からんでくるアレイシスをヒラリとかわす。

　ルーティエは相変わらず一いつ切さい悪びれることなく話しかけてくるし、フォルセはローザリアの存在自体をないもののように振ふる舞まう。

　何もかもが今まで通りだが一人だけ、あれ以来態度が変わった者がいた。カディオだ。

　打ち解けるどころか、以前にも増してぎこちない挨あい拶さつ。笑え顔がおも少なく、あまり目も合わない。かと思えば何か言いたげにじっとこちらを見つめている。

　ローザリアはレンヴィルドに相談し、再び二人きりになれる状じよう況きようを作り出してもらった。

　カディオも話し合いの場を求めていたのか、ひどく恐きよう縮しゆくしたり困こん惑わくしたりすることはなかった。

　前回同様学習室にて、二人きりで向かい合う。

　レンヴィルドが工作を請うけ負ってくれたので、体面上の問題もない。ミリアが調ととのえてくれた紅茶とお茶ちや請うけも準備万ばん端たんだ。

　長い沈ちん黙もくをやり過ごすのに、紅茶はちょうどよかった。ミルクを入れると渦うずを巻きながら赤茶と白が混ざり合い、不思議な模様に変わっていく。

　ぼんやりそれを見つめていると、ようやくカディオが口を開いた。

「……『薔薇ばら姫ひめ』という意味について、ずっと考えていました」

　呟つぶやきには、やりきれない苦しさがにじんでいた。彼は膝ひざの上でこぶしを握にぎり締しめる。

「あなたは、初めて出会った時も『薔薇姫』だと名乗っていました。ですが俺は、それを素す晴ばらしい意味なのだろうと疑いもしなかった。今、それを後こう悔かいしています。先日の騒ぎの時、あんなふうに棘とげのある言い方をされていたのに、反論すらできなかった……」

　思いがけない吐と露ろに、ローザリアは目を瞬またたかせた。

「えぇと……カンニング騒ぎでのわたくしの凶きよう悪あくさに恐れをなした、とかではなく？」

「？　貴族なら、誇ほこりを守ろうとするのは自然なことですよね？」

　冷れい酷こくな一面を恐れられているのかと思っていたが、どうやらそうではないらしい。

　彼は騒動の時、蔑さげすみを込めてぶつけられた『薔薇姫』という言葉に悔くやしさを覚えたのだという。誰だれより、無知ゆえに反論できない自分自身に。

　それは、とても新しん鮮せんな反応だった。

　忌き避ひされることに慣れているつもりだったが、こうして当たり前に守ろうとしてくれる存在に出会うと、その優やさしさがひどく身に沁しみる。

　ローザリアは慣れない感情に戸と惑まどいながらも、頭を全力で回転させていた。

　──もしかしたらこれは、以前に考えた『意外な一面作戦』に使えるのではないかしら？

　一見どこにでもいる普ふ通つうの令れい嬢じようが、深い事情を抱かかえて苦しんでいる。

　なかなかいい設定かもしれない。苦く悩のうしている姿を見せれば、なおいいだろう。

　ローザリアは儚はかなさを演出するように、斜ななめの角度で俯うつむいた。

「……カディオ様は、ドラゴンという生き物をご存知ですか？」

　急な質問に首を傾かしげながらも、カディオは生き真ま面じ目めに答えた。

「えぇと、はい。話だけなら。確かレスティリア王国は、横たわるドラゴンの上に築かれたという伝説があるとか」

「そうですわね。今では物語の中にしか登場しない、遥はるか古代の生き物です。トカゲに似た顔付きで、身体からだ中を鱗うろこが覆おおい、背中には蝙こう蝠もりのような翼つばさが生えていたとか」

　獰どう猛もうな空の支配者であったとも、知性を持つ穏おだやかな生き物であったとも言われている。

「その昔、セルトフェル侯こう爵しやく家の祖先は、ドラゴンと契けい約やくしていたとされています」

　契約、と言っても内容は伝わっていない。

　けれどその契約のためだろうか、セルトフェル一族の女児には、時折特とく殊しゆな子どもが生まれる。それが──『薔薇姫』。

「……わたくしの血には、生まれつき薔薇のような芳ほう香こうがあります。それが『薔薇姫』と呼ばれる所以ゆえんなのです」

　カディオはしきりに目を瞬かせたが、案外冷静だった。

「薔薇の香かおり、というのは正直驚きましたけど。でもそれが、あのような視線を向けられる理由になりますか？　あんな、憎にくいものでも見るみたいに」

　ローザリアは眉まゆ尻じりを下げて首を振った。

「香るからこそ、なのです。王国の礎いしずえとなっているドラゴンが『薔薇姫』の血を欲ほつし、目覚めてしまうと言われているために。ドラゴンが目覚めてしまえば、王国は滅ほろんでしまいます」

　血液が香りを放つ理由も、なぜ女児のみに限られるのかも、詳くわしいことは何も明らかになっていない。血の一いつ滴てきで国が滅びるのか、本当に確かめた者は当然いないのだから。

　恐おそれている者達には、災さい厄やくを招くという伝説だけで十分なのだ。

「ドラゴンが国を滅ぼす危険性があるので、万が一にも出血しないよう外界から隔かく離りされて育ちました。貴族の皆みな様さま方がわたくしを忌避するのもそのため」

『薔薇姫』の血筋は他家に好まれない。

　けれど絶やしてはならないとも伝えられているので、早い段階でフォルセという婚こん約やく者ができたのだ。彼は三男なので、入り婿むことして何ら問題なかった。

　ローザリアの人生とは、そうして与あずかり知らぬところで何もかもが決定しているものだった。それに疑問を感じることすらなく。

「結けつ婚こんに、愛は必要ないと思っておりました。わたくしを引き受けてくださるだけで十分だと」

　けれど今は違ちがう。

　何ものにも縛しばられることなく、ローザリアはどこまでも自由だ。欲しいものを欲しいと言える。好きな人に手を伸のばすことだってできる。

　正面に座るカディオは、こちらの意図になど気付きもせずに考え込んでいた。

「つまり……出血すると危険なんですね」

「全すべての出血が危険、というわけではありませんけれどね」

　補足すると、カディオは首を傾げた。

「うーん？　えぇと、危険じゃない出血なんてあるんですか？」

　ローザリアはあくまでにこやかに微笑ほほえんだ。

「はい、自然な出血には全く問題ありません。そうでなくては、王国は毎月滅びの危機にさらされてしまいますもの」

「上品に包くるんだとしても若い娘むすめがそういう発言をしてはいけませーん！」

　サラリと言い添そえると、カディオは脊せき髄ずい反射の速度で立ち上がった。

　彼は全力で吠ほえたあとようやく我に返ったようで、くずおれるように突つっ伏ぷしてしまう。生真面目に落ち込む姿が実に微笑ましい。

　カディオはテーブルに懐なついたまま、恨うらみがましげにローザリアを見上げた。恥はずかしそうに潤うるんだ金色の瞳ひとみとぶつかる。

　可愛かわいらしい、と思うより先に顔が熱くなった。彼の瞳から目が離はなせない。

　空気の密度がやけに高い気がした。ただ見つめ合っているだけなのに、肌はだがざわざわと粟あわ立だつ感覚。言葉を発した瞬しゆん間かん、何かが壊こわれてしまいそうだ。

　しばらくすると、カディオの方が意識的に視線を引き剝はがした。

「少し、落ち着きましょう」

「……そうですわね。ゆっくり紅茶でも飲んで」

　鼓こ動どうが速いせいで、なぜか息まで上がっている。

　ティカップを持つ指先の震ふるえを、ローザリアは必死に隠かくした。自分のものではないみたいに、体が思い通りに動かない。

　からかうつもりで自ら持ち出した話題なのに、一いつ緒しよになって照れてしまうとは。彼との会話は、いつも一ひと筋すじ縄なわではいかない。

　比ひ較かく的てき早めに落ち着きを取り戻したカディオが、ジャムサンドクッキーに手を伸ばす。本当に彼は、かなりの甘党らしい。

「甘いものがお好きなんですね。それは、屋や敷しきの料理人が作ったものなのですよ」

　微笑みかけると、彼は五枚目に伸ばしかけていた手を下ろした。

「申し訳ありません。いかつい男がこんな、気味が悪いですよね」

　苦い笑えみを唇くちびるにのせるカディオに、ローザリアは首を傾げた。

「なぜですか？　人の好みに、正しいも間ま違ちがいもありませんわ」

　ほとんどの人が食べたがらないジャムサンドクッキーを、おいしいと言ってくれた。それだけで親近感が湧わくほど嬉うれしいのに。

　なぜか引け目を感じている様子の彼に体を近付け、ローザリアはそっと耳打ちをした。

「──それを言いましたらわたくしなど、実は蛇へびが好きなのですよ」

「蛇、ですか？」

「はい。秘密ですよ？」

　意表を衝つかれたからか、目を瞬かせるカディオは距きよ離りの近さが気にならないようだ。これも作戦の内と、ローザリアはうっすらほくそ笑む。

「わたくしの侍じ女じよが苦手ですし、毒のあるものもおりますから、なかなか触ふれ合う機会はないのですけれど。庭で見つけた時は、せめてとひたすら見つめることにしています」

「見つめて、楽しいのですか？」

「えぇ、この上なく。鱗の模様やしっとりとした艶つや、黒々としたつぶらな瞳。蛇だ行こうする動きすら、わたくしには愛らしく思えます」

　蛙かえるも可愛いけれど、どちらかと言うと爬は虫ちゆう類るいが好きだ。

　蛇愛をこんこんと語り、呆ぼう然ぜんとしているカディオにいたずらっぽく小首を傾げた。

「カディオ様は、こんなわたくしを軽けい蔑べつなさる？」

「そんな、とんでもないです。……あ、」

「ね？　人の嗜し好こうなんてそれぞれでしょう？」

　ローザリアからすれば些さ細さいな秘密の一つに過ぎないけれど、彼の緊きん張ちようを解くには十分だった。

　鋭するどく引き締しまった表情が、ほうと緩ゆるむ。

　気を張っていない彼は、実じつ年ねん齢れいより少し幼く見えた。金色の美しい瞳が、ようやく真っ直すぐにローザリアを映す。

「あなたが大切な秘密を打ち明けてくれた代わりに、俺も一つ打ち明けましょう。なぜルーティエさんがカンニングを疑われるよう仕向けたか、不思議に思っているのでは？」

　確かに疑問はあったが、むしろ純じゆん朴ぼくそうな彼がルーティエの意図に気付いていたことに驚おどろく。一応相手は年上の男性なので、口には出さないが。

　しばらく言い淀よどんでいたカディオの喉のど仏ぼとけが、こくりと上下した。

「──彼女は、もしかしたら転生者かもしれません。そしてそれが分かる俺も……ルーティエさんと同じく転生者なんです。俺はほんの少し前まで、『カディオ・グラント』じゃなかった。今の俺は、全くの別人なんです」

　表情を変えないローザリアに束つかの間気まずそうな視線を向けたけれど、彼は自らの身の上を一つ一つ丁てい寧ねいに説明していった。

　数ヶ月前まで別の世界で生きていたこと。仕事中事故に遭あい、おそらく即そく死ししたこと。そのまま目が覚めたら、なぜかカディオ・グラントになっていたこと。

　主人であるレンヴィルドに事情を話したところ、戦せん闘とう能力に問題がない点も加味され、今まで通りの生活環かん境きようを守ってもらえたこと。彼の協力で少しずつこちらの文明の勉強をしていること。

「そう、だったんですの……」

　驚いて見せつつも、内心抱いだいていた疑問が氷解していくようだった。

　元々カディオは将来有望な近この衛え騎き士しだが、女性との華はなやかな噂うわさを社交界でばら蒔まいてきた遊び人だ。それが数ヶ月前からピタリと止やんだと聞いた時には、さすがに少々不思議だった。

　もしやどこぞに本命の女ができたのかと疑っていたが、蓋ふたを開けてみれば全くの別人格だったとは。問題なく仕事をこなす彼を知っているからこそ意外だった。

　カディオはまるで苦く悩のうを抱かかえ込むように、金色の瞳をぐっと細めた。

「……突とつ然ぜんこんなことを言われても、わけが分からないですよね。分かってほしい、とは言いません。ただ、ルーティエさんに未来を見通すような力があると、そう理解してくれれば結構です。そのためにあなたを利用するかもしれないと。なので、彼女には決して気を許さないでください」

　そう締めくくる彼の表情は、すっかり諦あきらめきっているようだった。荒こう唐とう無む稽けいすぎて、どうせ信じてもらえないだろうと。

　ローザリアは、テーブルに置かれた男らしい手に視線を移す。痛いくらい握にぎり締められたこぶしに、自らの手をそっと重ねた。

「どうか、そのように諦めないでくださいませ」

　カディオは目を見開いて息を吞のんだ。

「確かに驚きましたが、おかげで納なつ得とくできることも幾いくつかございます。何よりそのような噓うそをついて、カディオ様に利益などないでしょう。わたくしは、あなたを信じておりますわ」

　建国史を知らないようだったのも、彼の主張を裏付ける根こん拠きよの一つだ。それ以外にも、行動や言こと葉ば遣づかいの端はし々ばしに違い和わ感かんを抱くことはあった。

　例えば、初めて学習室で二人きりになった時。

　あの時も、真ま面じ目めな彼が勧すすめられたからといって、隣となりに座るなんておかしいと感じていた。

　日常の場面なら全く問題のない行動だが、二人きりの状じよう況きようで隣に座るのは、親密な関係にある者のみに許されること。たとえ婚こん約やくをしていない間あいだ柄がらであっても、そういった関係になる気持ちがあるという無言の意思表示になってしまうのだ。

　そうやって様々なことで彼との距きよ離り感かんを測っていたのだが、貴族として当たり前の知識がないというのなら、逆に納得できるというものだった。

「わたくしは知りたいです、どんな些細なことでも。あなたを理解したいのです」

　微み塵じんも躊躇ためらうことなく庇かばおうとした強さを。『薔薇ばら姫ひめ』に投げつけられた蔑さげすみに対し、我が事のように憤いきどおってくれる優やさしさを。……守りたいと思うのはローザリアにとって当然の帰結だった。

「ずっと、お辛つらかったでしょうね」

　優しい言葉と共に、控ひかえめに覗のぞき込む。

　カディオの瞳が、泣きそうに揺ゆれた。辛さを押し隠した表情が崩くずれていく。

「俺は、怖こわいんです。他人から見て以前の俺との違和感はないか。変じゃないか。常に考えている内に……自分がどんな人間なのか、本当にここにいるのか、どんどん分からなくなってしまって」

『カディオ・グラント』の言動や思考、好きなものや嫌きらいなものさえ分からない。なのに周りは自分のことを知っていて、親しげに接してくる。

　一つでも何かを間ま違ちがえれば、怪あやしまれるのではないか。元の『カディオ』を返せと、責められるのではないか。

　自分でもどうすることもできないのに。なぜこんなことになっているのか分からないのに。

　手て探さぐりで、何とか周囲の反応に合わせる毎日。それは薄はく氷ひようの上を歩くような日々だった。

「怖いんです。『カディオ・グラント』が甘いものを好きだというのは間違っていないか。人を傷付けることを、恐おそろしいと感じるのはおかしいのか。本当に、どうすれば……」

　今まで誰だれかに相談することもできなかったのか、彼は堰せきを切ったように胸の内を吐と露ろする。

　たった一枚のジャムサンドクッキーに引け目を感じるほど、カディオは追い詰つめられていた。たかがクッキーでも、彼にとっては自我に関かかわることだ。

　ローザリアは、ありきたりな慰なぐさめしか思い付かない自分を恥はじた。

「……それでも。どう変わろうと、あなたはあなたではありませんか」

　せめて冷えた手に、少しでも温ぬくもりが伝わりますように。ほんの僅わずか指先に力を込める。

「少なくともわたくしは、あなたに出会えてよかった。誰にでも当然のように手を差し伸のべることができるあなたに、何度救われたか知れません」

　生真面目で、少し抜ぬけているところがあって、主人思いで。

　裏表のない言葉だからこそ、ローザリアの胸にも響ひびいた。一歩を踏ふみ出す勇気になった。

　それはきっと、今の『彼』だけにできたことだ。

　カディオは呆然とローザリアを見つめていたが、やがてゆるゆると表情を綻ほころばせていく。

「──いいえ。俺の方こそ、ローザリア様がいてくれてよかった。ありがとうございます。あなたのおかげで、目の前を覆おおっていたもやが晴れていくみたいだ」

　白い歯をこぼしながら、カディオが久しぶりに笑う。

　情けない眉まゆ尻じりの下がった笑え顔がおは、なぜかひどくローザリアの胸を打った。







[image: 第３話　自由と『極悪令嬢』]




　ローザリアは図書館にいた。

　目的の本は自分のためではなく、カディオのためのものだ。

　──レスティリア王国の簡単で分かりやすい歴史書に、風土や地理の本も必要かしら。貴族としての基き礎そ的な知識も身に付けておくべきでしょうし……。

　先日カディオから打ち明けられた話は、実に興味深かった。

　いつか彼がいた世界の話を詳くわしく聞きたいものだが、まずは基本的なことを学んでもらうのが先決。言語には問題がないようなので、書物を参考にできるだろう。

　基本的な身分制度や法律、国のあり方などはレンヴィルドから教わっているようなので、ローザリアは細かい知識の補完を手伝うことにした。

　けれど同時に、ローザリア自身にも対策の必要な問題が浮ふ上じようしてきた。

　彼いわく、あちらの世界ではレスティリア王国を舞ぶ台たいにした物語が広まっていて、そこに登場するローザリアは悪役なのだとか。

　──悪役令嬢に、ヒロインに、攻こう略りやく対象。乙おと女めゲーム、ね……。

　全く荒唐無稽だが、確かに『極悪令嬢』と呼ばれている自身の状況にも一いつ致ちしている。

　カディオは真しん剣けんにローザリアを案じていた。悪役令嬢とは、最終的に破は滅めつするものなのだと。

　前世での彼には妹がいたという。その妹が好んでいたのがこの物語で、そのためうっすらとだけ知識がある。けれど元々興味がないこともあって、内容についてはほとんど覚えていないらしい。

　だがルーティエは違ちがうと、カディオは警告した。

　彼女にはおそらく、しっかりとした物語の知識がある。その知識を利用して、まだ起こっていない未来まで予測できる可能性があると。

『その物語では主人公のルーティエが、悪役令嬢のローザリア・セルトフェルに色んな嫌いやがらせをされます。様々な困難を好きな相手と乗り越こえていくことで親密度が上がると聞いた覚えがありますから、カンニング騒さわぎにも何か意味があったのかもしれません』

　表情を曇くもらせるカディオを思い出し、自然と唇くちびるが綻ぶ。

　優しくて生真面目で、思いやりがあって。自分もまだまだ不安ばかりの状況だろうに、他人のローザリアまで気き遣づかってくれて。

　前世での名前や家族構成、交友関係はうっすらとしか覚えていないらしいが、貴族という概がい念ねんのない環かん境きようで育ったということで、二人きりの時は気軽に話してもらうことになった。

　あどけない喋しやべり方。それに伴ともない、硬かたかった表情がさらに穏おだやかになって。

　以前は女遊びが絶えない人間だったそうだが、今のカディオはすっかり別人だ。何かの拍ひよう子しに記き憶おくが戻もどり、浮うわ気き心ごころがぶり返す心配もない。

　物件としては悪くないし、順調に距きよ離りを縮めることもできている。ローザリアに都合がよすぎて怖いくらいだ。

　本ほん棚だなと本棚の間でついニヤニヤしていると、背後に人の気配がした。

「ローザリア・セルトフェル、何て気味の悪い顔をしているんだ」

　素す早ばやく表情を取り繕つくろって振ふり向くと、小こ柄がらな少年がきつい目付きで佇たたずんでいた。

　背はちょうどローザリアの目元くらいで、肩かた幅はばもなく華きや奢しやだ。さらさらの鳶とび色いろの髪かみは肩に触ふれない長さで切り揃そろえられ、ややつり目がちな同色の瞳ひとみはパッチリと大きい。

　おそらく年下のせいもあるのだろうが、どうにも男らしさの足りない容姿だった。

「あら、わたくしのことをご存知なのですね。ジラルド・アルバ次期宰さい相しよう候補様」

　特とく徴ちように一致する者を、ローザリアは把は握あくしていた。

　ジラルド・アルバ。優ゆう秀しゆうな頭脳が認められ、十四歳にして宰相候補と言われている少年だ。

　アルバ伯はく爵しやく家は多くの文官を輩はい出しゆつしてきた名門だが、血筋のためか教育のためか揃そろって実直な人ひと柄がらで、歴代当主に名を残すほど大成した者はいない。

　突とつ出しゆつした才能を持ったジラルドは、アルバ伯爵家の期待を一身に背負っていた。

「フン。この辺りの蔵書に用があるのか？　内容は基礎的なものばかりだぞ」

「こういった基礎的な内容の書物は読んだことがありませんでしたので、むしろ興味深いと思いましたの。ジラルド・アルバ次期宰相候補様」

　誰のためのものなのか、初対面の相手にわざわざ教える必要はない。ローザリアはあっさり嫌みを聞き流した。

　ジラルドは苛いら立だたしげに眼め鏡がねを押し上げたが、会話は続行するようだ。

「……今回の前期テストでは全教科満点を叩たたき出したそうだが、この様子では貴様の実力も大したことはなさそうだな」

「おっしゃる通り、運がよかっただけですわ。ジラルド・アルバ次期宰相候補様」

「運だけで満点をとれるほど、この学園のテストは甘くない。難易度が低いと言われている前期テストであっても、だ」

「では、偶ぐう然ぜんもあったのでしょう。ジラルド・アルバ次期宰相候補様」

　いくらか言葉を交かわしたのち、ジラルドはプルプルと全身を震ふるわせた。

「い、いちいち語ご尾びに宰相候補と付け加えるのをやめろ！　喧けん嘩かを売っているのか！」

「そちらが最初に、気味の悪い顔などと喧嘩をお売りになったのではなくて？」

　あくまで楚そ々そとした笑顔で返すと、彼は真っ赤な顔で口を噤つぐむ。まだまだ腹芸ができるようになるには先が長そうだ。

「今日は珍めずらしく、ルーティエ様とご一いつ緒しよではありませんのね」

　ローザリアの言葉に、少年は明らかに狼ろう狽ばいした。

　そう。彼の名を知っていたのは、ルーティエの取り巻きの一員という認にん識しきゆえのことだ。

　アレイシスとフォルセ、そしてジラルド。これで奇くしくも、彼女の虜とりこにされた男性全すべてと接点を持ってしまったようだ。

　──つまり彼も、カディオ様のおっしゃる『攻略対象』の内のお一人なのね……。

　今年入学を果たしたばかりの真ま面じ目めな少年に、ルーティエの可愛かわいらしさと天てん真しん爛らん漫まんぶりは毒よりも効いただろう。次期宰相候補という重責を負っているジラルドにとっては、自由に飛び回る可か憐れんで不思議な妖よう精せいに似た存在として。

　──妖精が意外に残ざん酷こくな一面を持っているとしても、騙だまされている間は幸せですものね。

　せめて純じゆん粋すいそうな彼が、ひどく傷付かないことを祈いのろう。

「くっ……。何て嫌みたらしい女なんだ。優やさしく明るく、他人の痛みに寄り添そえるルーティエ先せん輩ぱいとは大おお違ちがいだな。彼女は、次期宰相候補はすごいことだけれど、頑がん張ばりすぎなくていいと励はげましてくださったんだ。初対面だというのに、あっさり僕の重荷を見破ってみせたんだぞ」

「そうですわね。ところでジラルド様、一体こちらへは何をしにいらっしゃいましたの？　わたくしの借りたかった書物は無事に見つかりましたわ」

　のろけ話に興味はない。

　用がないなら帰りたい旨むねを暗に告げると、彼はますます紅潮した。

「参考になる資料を探しに来たんだ！　そうしたら偶然変な顔を見つけたから、思わず声をかけてしまった。それだけだ！」

「そうでしたか。では、あまり長くお引き留めするわけにもまいりませんわね」

　これ以上不毛な言い争いを続けても仕方がないと、ローザリアはさっさと身を引いた。まだ文句を言い足りない様子のジラルドを置いて出入り口に向かって歩き出す。

　その途と中ちゆう、思わず足を止める光景に出くわした。

　閲えつ覧らん席の一角にそびえているのは、膨ぼう大だいな書物の山、山、山。

　啞あ然ぜんとするほど高く積まれた本の前に、ローザリアを追い抜ぬいたジラルドが着席する。元々、あそこが彼の席だったようだ。

「……ジラルド様は、前期テストで一学年の首席であったと聞きましたわ。それなのに、まだこれだけの勉強を？」

　思わず問いかけると、彼は書面からちらりと視線を上げて答えた。

「首席だったが満点は取れなかった。僕は数問、間ま違ちがえてしまったからな。敗因は、何を問われているのか明確に理解できなかったことにある。それを克こく服ふくするには、さらなる研けん鑽さんが必要だ」

　かなり深読みが必要になる問いもあったので、満点でなくても問題はなかったはずだ。

　相手の真意を探さぐるのは貴族として当然の嗜たしなみだが、入学したての子どもに完かん璧ぺきな解答を求めるのはさすがに無理がある。

　ジラルドの年代でもそういった出題があったのなら、酷こくなことに思えた。

　──でも彼は、それさえ乗り越えることを期待されているのね……。

　本の森に溺おぼれ、活字の海に没ぼつ頭とうする。

　窮きゆう屈くつな生き方が、まるで昔の自分を見ているようで息苦しくなった。可か哀わい想そうというより、苛いら立だたしさが沸わき起こってくる。

　狭せまい視野、手の届く範はん囲いの常識。不自由な思想。

　森を飛び出す勇気があれば、外には自由が広がっているのに。

「……そのようにいつもテストのことばかり考えているから、凝こり固まり応用が利きかなくなっているのではないかしら？」

　ローザリアはジラルドに近付くと、書物を遮さえぎるようにして手を置いていた。

「学園は、確かに学びの場です。ですが勉学という意味でなら、たかが知れている」

「何だと!?　貴様、僕を虚こ仮けにするだけでは飽あき足らず、平民にも広く門戸を開いたこの素す晴ばらしい学び舎やを馬ば鹿かにするなんて……！」

　気色ばんで立ち上がるジラルドに、冷たい睥へい睨げいを返す。

　勉強だけなら屋や敷しきにいたってできるのだ。彼に今必要なのはそんなものじゃない。

「一学年に一人しか特待生がいないというのに『平民にも広く門戸を開いた』と表現していいものか甚はなはだ疑問ですが、今はどうでもいいとして。──広い世界を知らなければ、得られない答えだってあるでしょう。こんなところにいる暇ひまがあるのなら、付き合いを広げ、一人でも多くの友人を作ってはいかがです？」

　好かれる必要がないので思う存分挑ちよう発はつができる。それこそ、悪役令れい嬢じようよろしく。

　ローザリアは、カディオには決して見せられないような底意地の悪い笑えみを浮うかべた。

「どうせあなた、ルーティエ様にまとわりつくばかりで他ほかのご友人などいないのでしょう？」

「お前にだけは言われたくない！」

　嘲あざけってみせれば、ジラルドは子犬のように嚙かみ付いてきた。確かにカンニング騒さわぎもあり、未いまだにクラスメイトには遠巻きにされているが。

「あら、わたくしにも学友の一人や二人……」

　よく考えてみればアレイシスは義弟おとうとだし、ルーティエは友人とは言いがたい。カディオにいたっては学生ですらない。

　今のところ、レンヴィルドが唯ゆい一いつ無二の友ということになる。何と低次元な争いか。

「ハンッ！　寂さびしいのはどっちの方だか！」

　ジラルドが勝ち誇ほこったように鼻を鳴らす。

　確かに彼の言う通りだ。だが。

　ローザリアは胸に手を当てて、微笑ほほえんでみせた。アイスブルーの瞳が鮮あざやかにきらめく。

　未熟さは、おそらく彼とも大差ない。けれどローザリアは、既すでに一歩踏ふみ出している。

「──えぇ。確かにわたくしは寂しい人間でした。ですが少なくとも、今はあなたより余よ程ほど自由ですわ」

　溢あふれる自信に裏打ちされた笑み。ジラルドは一気に顔色を失った。

　彼ならば分かるだろう。『薔薇ばら姫ひめ』のローザリアだからこそ重みのある、自由の意味を。

　そして気付いたなら、きっとあとは思いのまま。







　目的の本の貸し出し手続きを終え、図書館を出る。

　今日は従者を連れていないので、ローザリアには少々重い。それでもカディオの喜ぶ顔を思い浮かべれば、ずっしりした書物も苦ではないのだから不思議だ。

　寮りように向かって歩いていると、廊ろう下かの向こうに今まさに考えていた相手の姿が見えた。

　カディオと、彼を従えているレンヴィルドだ。

「あっ！　ローザリア様！」

　彼らの隣となりを歩いていたルーティエが、いち早くこちらに気付いた。

　ローザリアは笑顔を作りながらも、書物のタイトルを悟さとられないようさりげなく腕うでで隠かくした。

　先日の口くち振ぶりから、おそらく彼は転生者であることをルーティエに教えていない。カディオが隠しているなら、ローザリアが不用意に明かすわけにはいかないだろう。

　書物のタイトルは、ジラルドにも指し摘てきされたように基本的な王国史などだ。これがきっかけで彼女に悟られてしまうことだけは避さけたかった。

「こんにちは、レンヴィルド様、ルーティエ様。カディオ様もごきげんよう」

「珍しいところで会うね、ローザリア嬢じよう」

「わたくしとて、図書館くらい利用いたしますわ。レンヴィルド様は例のごとく、また執しつ務むに必要な資料をお探しに？」

　この通路の先には、突つき当たりに図書館があるのみだ。どうせ彼のことだから参考文ぶん献けんを探しに来たのだろう。

　胡う散さん臭くさく微笑み合っていると、ルーティエが会話を遮るように手を叩たたいた。

「そうだ、ローザリア様！　私達このあと、王都に遊びに行くんです！　よかったらローザリア様も一いつ緒しよに行きませんか？」

　純粋な好意のみでの提案のように見えるが、どうなのだろう。彼女はローザリアが『薔薇姫』であることを知っていたはずだ。

　セルトフェル邸ていに籠こもりきりで育った理由くらい理解しているだろうし、『薔薇姫』が人で賑にぎわう王都に行くなんてもっての外だった。

「ありがとうございます。お誘さそいいただけたことは嬉うれしいのですが、わたくしまずは寮に帰らねばなりませんし、今日のところはご遠えん慮りよさせていただきますね」

　それでも無難に辞退を表明すると、ルーティエははっきり傷付いた顔を見せた。

「やっぱり、私のこと嫌きらいなんですね……？」

「はい？」

　言われた意味が理解できなくて、首を傾かしげるしかない。

　ルーティエの澄すんだ翡ひ翠すい色の瞳ひとみが潤うるみ、今にも涙なみだがこぼれそうだ。気き丈じように悲しみを堪こらえる姿に、ローザリアまでうっかり胸が痛みそうになる。

　何か誤解があるのだろうが、彼女は何もかも分かっていると力なく首を振ふるばかりだ。

「恨うらまれて、当然ですよね。だってあの時、ローザリア様がカンニングを疑われたのは、私のせいなんですから……」

　俯うつむいて儚はかなげに微笑むルーティエに、思わず失しつ笑しようした。

　なるほど。どうあっても彼女は、ローザリアの好感度を下げたいらしい。

　こういった場合、必死になって言い繕つくろうほど噓うそをついているように見える。反論しなければ肯こう定ていしたことになってしまう。意外と厄やつ介かいな状じよう況きようだった。

　一いつ瞬しゆんでどう切り抜けるべきか算段したローザリアだったが、それより先に口を開いたのはカディオだった。

「ローザリア様は、そんな方ではありませんよ。あの時のことも気にしていないと、以前俺に言っていました。そうですよね？」

「えぇ、カディオ様のおっしゃる通りです」

　同意を求められたローザリアはとりあえず頷うなずいてみせたが、もちろんそんな会話を交かわした覚えはない。なぜ庇かばってくれたのか、思いがけない行動に内心戸と惑まどう。

　レンヴィルドが、ようやく仲ちゆう裁さいに乗り出した。

「彼もこう言っていることだし、嫌われているというのはあなたの思い違ちがいではないかな。今は重い荷物があるようだし、寮に帰りたいというのも単純にそれが理由なのでは？」

「その通りにございます。ルーティエ様、機会がございましたら、またぜひ誘ってくださいませ」

「う、うん……」

　笑顔を向けると、ルーティエは何か言いたげにしながらも頷いた。何とかこの場は収まったようで、ローザリアはこっそり安あん堵どの息をつく。

「よかったら、カディオに付き合わせようか？」

「お気き遣づかいありがとうございます。ですが、そう遠くはございませんから」

　荷物を気にした王弟殿でん下かの申し出は丁てい重ちように断り、ローザリアは今度こそ寮へと歩き出した。
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　歓かん迎げいパーティ、という催もよおしがあるらしい。

　季節が巡めぐって実りの秋になる頃ころ、生徒達のさらなる交流を目的として、学園主しゆ催さいで大々的に行われるものだという。

「まだ随ずい分ぶん先の話ですのに……」

　憂ゆう鬱うつなため息をつくローザリアの体に巻き付けられている、無数のスケール。

　本日、ミリアに身体からだ中を計測され尽つくしている最中であった。

「今から準備しなければ、パーティで着るドレスの縫ほう製せいが間に合わないのですよ。当日は、特に気合いを入れて飾かざらせていただきますからね」

「それまでに、体形が変わっている可能性もあると思うのだけれど」

「気合いで何とかしてください」

「華はなやかと見せかけてそこは根こん性じよう論なのね」

　ドレスの準備やパートナー探しに時間がかかるので、既に学園中が気き忙ぜわしい雰ふん囲い気きに包まれている。周囲のどこかそわそわした空気を、ローザリアはいくらか冷めた心ここ地ちで眺ながめていた。

　正直パーティに、夢も希望も抱いだいていない。

　欠席してもいいくらいだが、参加することでもらえる単位があるためどうしても外せない。こんな浮うわついた行事で積み重ねてきた成績に瑕きずが付くのは、何だか釈しやく然ぜんとしないものがあった。

　けれどどうしたって、パーティ自体に意義は見み出いだせないわけで。

「どんなデザインでも、わたくしは構わないわ。あなたのいいようにしてちょうだい」

「では背中には天使の羽根、手には星の飾りが可愛かわいらしいステッキ、純白の素す晴ばらしい衣装を用意してご覧に入れましょう」

「ミリア、わたくし心を入れ替かえますわ」

　ローザリアは侍じ女じよの脅きよう迫はくにあっさり屈くつし、しゃきりと背筋を伸のばす。

　扉とびらの向こうで繰くり広げられる姉妹のようなやり取りを漏もれ聞き、紅茶の準備をしていたグレディオールがクスリと笑った。
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　放課後の教室に、ローザリアとカディオは二人きりだった。

　レンヴィルドと自習の約束をしているのだが、彼は現在教授の許もとへ足を運んでいるらしい。

「そう。レンヴィルド様は、来年度の執しつ行こう部ぶ入りを打だ診しんされているのね」

　てっきり女生徒からの呼び出しを受けているとばかり思っていたので、実に意外だ。カディオは内心を読んだように苦く笑しようした。

「はい。来年は最高学年なので、ぜひ会長に就ついてほしいとか」

「カディオ様、口調」

「あ、そうでした。いや、そうだった」

　ローザリアの指摘を受け、彼は恥はずかしそうに褐かつ色しよくの頰ほおを搔かいた。

「少しくらいは大目に見てほしいな。ローザリア様の言こと葉ば遣づかいが丁てい寧ねいだから、俺までついつられちゃうんですよ」

「ですが、ありのままのあなたの方が素す敵てきですわ」

　ニコリと微笑ほほえみを添そえると、カディオは顔を隠すように口元を押さえた。

　褐色の肌はだは紅潮具合が見分けづらいが、金色の瞳が潤むために照れているのだと手に取るように分かる。可愛らしくてこっそり笑えみをこぼした。

　秘密を打ち明けあってから、カディオとはかなり親しくなったように思う。

　二人きりでいて騒さわがれないと分かったため、安心して距きよ離りを詰つめられるようにもなっていた。

　それは彼が所属している近この衛え騎き士し団の絶大なる信しん頼らいのおかげか、ローザリア自身が恐おそれられているためか。どちらにせよ、おかしな噂うわさを立てられないなら都合がいい。

　大たい抵ていはレンヴィルドも一緒で、図書館の本を教材に勉強会を開くのもしばしばだった。

　最近では手作りのお菓か子しを差し入れるようにもなっていて、カディオのお気に入りはサッパリと食べられるレモンカードサンドクッキーだ。

　バターと卵と砂糖、そしてレモンしか使用していないレモンカードは、細かくすりおろした果皮の苦みと酸さん味み、何より爽さわやかな香かおりが堪たまらない一品だ。滑なめらかな食感にするにはコツがいるが、作り方自体は難しいものではない。

　味見をしたレンヴィルドは甘さに悶もん絶ぜつしていたが、ローザリアの得意料理だ。今日も持ち帰り用にと個別で包んでおいた分を、既すでにカディオに渡わたしてあった。

「執行部ですか……。どれほど熱心に勧かん誘ゆうされたとしても、あの方としては受け入れがたいでしょうね。学園に籍せきを置いているにもかかわらず、王城から嘆たん願がん書や決算書が間断なく舞まい込んでくるような状態ですから」

　学業優ゆう秀しゆう、カリスマ性も兼かね備えた王弟殿下が現在執行部に入っていないのは、そういった事情があるからだろう。

　最高学年になったからといって、彼が会長職を引き受けるとは到とう底てい思えなかった。

「今現在執行部を回している人達がそのまま繰り上がった方が仕事を回す上でもいいだろうと、殿下も何度も辞退しているんですけどね」

「けれど、この呼び出しの間だけでもご令れい嬢じよう方から逃にげることができるのですから、レンヴィルド様としてはむしろ助かっているのでは？」

「どっちもどっちの執しゆう念ねん深さだって愚ぐ痴ちってました」

　レンヴィルドとパーティでのパートナーになりたがる令嬢は多い。

　毎日山のように届く手紙を抱かかえ、呼び出しにも律りち儀ぎに応じる王弟殿下は、最近疲ひ労ろうからか心なしげっそりしてきた。執しつ務むだけでも忙いそがしいのだからどこかで手を抜ぬけばいいと思うのだが、なかなか要領が悪い性質のようだ。

「歓迎パーティなど煩わずらわしいだけだと思っておりましたが、パートナーの申し込みがない分レンヴィルド様よりましかもしれませんわね」

　ついこの前の休日まで、採寸で潰つぶれてしまったばかりだ。

　ローザリアの愚痴に、カディオは不思議そうに目を瞬またたかせた。

「なぜ、それほど憂鬱なんですか？　ローザリア様ほど綺き麗れいな方なら、どんなドレスだって似合うと思いますけど」

　何だか物もの凄すごいことをサラリと言われた気がするが、とりあえず流しておく。

「……わたくしは、『薔薇ばら姫ひめ』ですもの。当日は遠巻きにされるでしょうし、そもそもパーティというもの自体に参加したことがないものですから」

　どんなに華やかに装ったって、『薔薇姫』に寄り付く者などいない。

　出血を怖おそれダンスの誘さそいなど皆かい無むだろうし、それ以前にパートナーを見つけられるかも怪あやしい。どうせただ暇ひまを持て余あますだけだ。

　昔からそんな調子のため、セルトフェル邸ていで行われるパーティにすら出席したことがない。

　楽しそうな雰囲気だけは伝わるけれど、決して手の届かない世界。

　それがローザリアにとってのパーティだった。学園内の催しといえど、突とつ然ぜん参加できるようになってもいまいち実感が湧わかない。

　けれどカディオは、ローザリアに比べてずっと素す直なおな結論に至った。

「初めてならなおさら、せっかくの機会を楽しまなきゃ損です。きっと楽しいですよ。ダンスをしたり、おいしいものを食べたりするんでしょう？　友達だって今よりたくさんできるかも」

「あら。友人が少ないと馬ば鹿かにしておりません？」

「ローザリア様の優やさしさを、もっとみんなに分かってほしいだけですよ」

　本心からの発言だと分かるから、これ以上皮肉も出てこない。

　屈くつ託たくなく笑う彼と一いつ緒しよに参加できれば、退たい屈くつなパーティも楽しかったかもしれないとふと思う。

　カディオの心を手に入れるはずが、最近ではローザリアの方がそんなふうに考えるようになっていた。これも、憂ゆう鬱うつの種の一つだ。

　彼が関かかわると、自分の感情さえままならない。

　かつては何でも冷静に、思い通りに操あやつることができていたはずなのに。これは、彼があまりに裏表なく接するためだろうか。

「それにしてもカディオ様、詳くわしいのですね」

「いや、俺は全然。でもきっと、以前のカディオ・グラントはよく通ってたんでしょうね」

「あぁ、確かに……」

　華やかな噂をばら蒔まいていたのだから、パーティの常連だったと言えるだろう。受けた招待を一いつ切さい断らない、社交的な人間だったに違ちがいない。

　その時、彼は優しかったのだろうか。華か麗れいにダンスを踊り、甘い眼まな差ざしと魅み力りよく的な声こわ音ねで愛を囁ささやいたのか。一夜限りと知りつつ惹ひかれる女性もあとを絶たなかったかもしれない。

　想像すると胸にもやもやした対たい抗こう心が沸き起こり、ローザリアはことさら輝かがやかしい笑顔を見せ付けながら立ち上がった。

「そうですわ。試ためしに踊ってみませんか？」

「え？　俺がダンス、ですか？」

　カディオが子どもっぽい仕草で首を傾かしげた。目を瞬かせる表情まであどけない。

　戸と惑まどっているようだが逃のがすつもりはなかった。学生じゃない彼は、当然ながらパーティ不参加となる。つまりカディオと踊る機会は今しかないのだ。

「剣けん技ぎと同じように、体が覚えているかもしれません。試してみる価値はあります」

　もっともらしい言葉で後押しすると、彼は素直に引っかかった。

「なるほど、そういうことなら。ただ本当に創作ダンスくらいしか習ったことはないから、誰だれかと一対一で踊るなんて初めてですよ」

「創作ダンス？　一体何を創作するのですか？」

「ごめん、こっちの話。それより、この教きよう壇だんの設置されたスペースだけで大だい丈じよう夫ぶですか？　長机が並べられているところは段差があるから、さすがに無理だろうし」

　確かに教室内には平らな面積が少なかった。

　だが本格的に踊ろうにも、まずはカディオが上達しないことにはどうにもならない。おそらく練習する分には問題ないだろう。

　頷うなずくと、彼は頑がん丈じような飴あめ色いろの教壇に腕うでを回した。

「じゃあ、これだけ端はしに除よけておきますね」

　かなり重量がありそうだったので心配したが、杞き憂ゆうだった。空き箱のようにあっさり担かつがれ、ローザリアは束つかの間言葉を失う。やはり彼の筋肉は見かけ倒だおしじゃない。

　改めて、二人は正面から向かい合う。

　ローザリアはワンピースタイプの制服、カディオは騎士団の制服姿だ。

「まず、お辞じ儀ぎから始まります。男性はこのように、胸に手を当てる形で」

　ローザリアはスカートの裾すそを指先で摘つまみ、右足を引いて頭を下げた。カディオの礼は洗練されたものではなかったが、伸のびた背筋はとても美しい。

　互たがいに歩み寄ると、彼の動きが急にぎこちなくなる。

「どうかなさいました？」

「その……ダンスがこんなに、密着するものとは思わなくて。でも、大丈夫です」

「では、左手を合わせ、右手でわたくしの背中を支えてください」

「せ、背中を？」

　指示をしたのに、彼の両手は所在なさそうに空中をうろうろするばかりだ。

「カディオ様？」

「大丈夫です」

「わたくし、まだ何も聞いていないのですけれど」

　ローザリアとて緊きん張ちようしていないわけではない。長く閉じ籠こもっていた人生で、異性と触ふれ合った経験はほとんどないのだ。

　けれど、ようやく背中に手を回した彼は、可か哀わい想そうになるくらいガチガチに固まっていた。金の瞳ひとみは涙なみだに溺おぼれそうで、切せつ羽ぱ詰つまった様子を見ていれば心配の方が先に立ってしまう。

「カディオ様。難しいようでしたら今日のところは、この辺にしておきましょうか？」

　気を遣つかって申し出たつもりが、カディオは頑がんとして首を縦に振ふらなかった。

「いや、本当に大丈夫。むしろ体を動かして別のことに集中しないと、大変なことになりそう」

「別のこと？」

「気にしないで、こっちの話だから」

　彼は鬼き気き迫せまる勢いでステップを吸収していく。

　前世では人並みの運動神経だったというから、やはり『カディオ・グラント』としての素地があるからこそなのだろうか。

　一いつ生しよう懸けん命めいな様子を眺ながめていたら、以前から気になっていた疑問が唇くちびるからこぼれていた。

「……あの時、なぜわたくしを庇かばってくださったのですか？」

　図書館からの帰り道。

　ルーティエの言いがかりに反論してくれたのは、カディオだった。親しいはずの彼女の主張を信じることなく、わざわざ噓うそをついてまで。ずっと気になっていたのだ。

　彼は足元に集中したまま、ちらりと視線を上げた。

「ルーティエさんを恨うらんでるんですか？」

「いいえ、微み塵じんも。そこまであの方に興味はございませんもの」

　反射的に即そく答とうすると、強こわ張ばっていたカディオがくしゃりと破顔した。

「ですよね。あなたは、そう言うと思った」

　楽しそうな、どこか面おも白しろそうな表情からは確かな信しん頼らいが伝わってくる。つられてローザリアまで笑ってしまった。

「あなた方は主従揃そろって、わたくしがか弱い令れい嬢じようであることを忘れがちですわね」

「心外です。十分令嬢として扱あつかってるつもりなのに」

「まぁ。なおさら失礼ですこと」
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　そうしている間にも、彼のステップはどんどん形になっていく。

　口実にしてカディオと踊れるなら、パーティも案外悪くないかもしれない。いつもより間近にある顔を眺めながら、ローザリアはぼんやり思った。

　足元ばかり見ている必死な様子に、自然と笑いがこぼれる。

　細い吐と息いきに反応し、カディオが顔を上げた。

　怖こわいくらい綺き麗れいな瞳に射い貫ぬかれ、一いつ瞬しゆん息が止まる。

　宝石より何より魅み惑わく的な金色。無む垢くな瞳にどう映っているのか、急に不安になった。

　理り屈くつのない優しさに返せるものを、ローザリアは持っていない。それどころか何とか手に入れようと、浅ましいことばかり。

　後ろめたさから顔を逸そらした瞬しゆん間かん、けたたましい音を立てて扉とびらが開いた。

　ズカズカと教室に入り込む青年には見覚えがある。

　カンニング騒さわぎの時、難なん癖くせをつけてきた男子生徒だ。

　青年は体格のいい強こわ面もてを何人か従えているけれど、どう見ても学園の許可を得て引き入れたようには見えなかった。

「──人をさんざん貶おとしめておいてのんびりワルツとは、いいご身分じゃないか」

「おっしゃる通り、少なくともあなたよりはいい身分でございますね。ダント子し爵しやく家嫡ちやく男なん、ランウェル・ダント様」

　状じよう況きようを察したローザリアは素す早ばやくカディオから離はなれ、氷の微び笑しようを浮うかべる。

　くだらない嫌いやがらせだ。ごろつきに恐おそれをなして謝罪するとでも思ったのだろうか。

　怯おびえも見せず皮肉を返すと、ランウェルはすぐに激げつ昂こうした。

「女の分際でよくも……っ。どうやら無知な『薔薇ばら姫ひめ』には、こいつらがどういう人間か理解できないらしいな！　この僕を馬ば鹿かにすると、痛い目を見るぞ！」

「まぁ。馬鹿にするなんて、とんでもないですわ。声こわ高だかに自らの無能ぶりを主張するような真ま似ね、わたくしには到とう底ていできませんもの」

　さらに煽あおってやれば、彼は怒いかりのあまり絶句した。

　暴力のみで他者を圧しようとする慮りよ外がい者ものにかける情けはない。キャンキャン吠ほえながらも必死で食くらい付こうと努力する子犬の方が、よっぽど可愛かわいらしかった。

「一体わたくしを、どのような痛い目に遭あわせるおつもりなのかしら？　もしほんの一筋でも傷付けようものなら、倍以上の災さい厄やくとなってあなたに降りかかることをどうぞお忘れなく」

　ドラゴンの存在を匂におわせるも、ランウェルはひどくいやらしい目付きで笑うばかりだ。

「だから貴様は無知だというんだ。無力な女を傷付ける方法などいくらでもある！」

　確かに、血を流さずとも打だ撃げきを与あたえる方法はある。

　暴漢に襲おそわれ疵きず物ものにされたと、たとえ偽いつわりであっても噂うわさを流されたら。不ふ名めい誉よな評判が立つだけでも、貴族界においては致ち命めい的てきだ。

　ただの単たん細さい胞ぼうだと見くびっていたが、それなりの小こ賢ざかしさは備わっているらしい。

　それでも余よ裕ゆうな姿勢は崩くずさず、ローザリアはこれみよがしにため息をついた。

「わたくし、以前に忠告いたしましたのに。その程度の牙きばしかお持ちでないのなら、あなたは大人しくしているべきでした」

「……っうぅるさぁぁぁいっっ!!」

　ランウェルの合図で、男達が前に出る。下品な笑えみを浮かべるごろつきに、ローザリアは凍こごえるアイスブルーの瞳を細めた。

　ここで少しばかり外傷を受けておくべきか算段していると、カディオが体を張って不ぶ躾しつけな視線を遮さえぎった。厳しい表情の彼は、徹てつ底ていしてごろつき達を相手取る構えだ。

　今にも剣けんを抜こうとする手を押さえたのは、大人しく守られるべきローザリア自身だった。

「カディオ様、いけません」

「なぜ……！」

「お気持ちは嬉うれしく思いますが、あなたは近この衛え騎き士し。王族の剣です。レンヴィルド様の許可なく武器を振るうことはできません」

　学園内においての私し闘とうは、原則禁止となっている。たとえ騎士であっても剣を抜くには、危急時であることに加え主人の許可が必要だった。

　悔くやしそうに歯は嚙がみするカディオに笑みを向ける。

　添そえた手の下では、逞たくましい腕が震ふるえていた。本当に、その気持ちだけで十分。

　ごろつき達と真っ向から対たい峙じしようとするローザリアの背後で、カタリと不ふ穏おんな音が立つ。

「──では、武器でなければいいんですね」

　振り向くと、カディオは大おお真ま面じ目めにほうきを構えていた。

　束つかの間、平和すぎる光景に絶句する。

　鍛きたえ抜かれた鋼はがねの肉体と、ごく一いつ般ぱん的なほうき。何と言うか絵え面づらがすごい。

　そのために、曲解ではないかと申し立てるのが僅わずかに遅おくれた。

　その、僅かな間の出来事だった。

　カディオは油断しきっていたごろつきの一人と一気に距きよ離りを詰つめ、相手が持つ短たん剣けんを打ち払はらう。短剣はカラカラと音を立てながら教室の隅すみに転がっていく。

　それを視線で追う男に反はん撃げきする間を与えず腹に一発決めると、間かん髪はつ容いれず隣となりの男の鳩尾みぞおちにほうきの柄つかを沈しずめた。

　的確に急所を衝ついたほうきを器用に回し、慌あわてて向かってきた男の顔に床ゆかを清める部分を叩たたき込む。あまり痛くはないだろうが、何というか屈くつ辱じよく的だろう。

　そのまま足あし払ばらいをかけ、倒たおれた男の顔すれすれにほうきの柄を振り落とす。木の床に、時間差で放射状の亀き裂れつが走った。

　二人は気絶し、一人はおそらく腰こしが抜けて戦せん闘とう不能。形勢はあっという間に逆転した。

　その上超ちよう絶ぜつ的な体術と格の違ちがいを見せ付けられては逃にげ出すしかない。男達は我先にと散り散りになっていく。

　逃げるごろつき達を、カディオは追わなかった。証人の確保として転がっている男達に手て際ぎわよく拘こう束そく具を嵌はめていく。

　無邪気さや純じゆん粋すいさから庇ひ護ご欲よくすら感じていたローザリアだったが、そういえば近衛騎士団の中でも実力者だったのだと思い出す。

　勇ましく頼たよりがいのある姿にこっそり見み惚とれる。

　逆に哀あわれを誘さそうほど青ざめていたのがランウェルだった。目にも留まらぬ早さで不利な立場になってしまい、コソコソと離り脱だつを試みている。

　カディオに釘くぎ付づけだったとしても、それを見み逃のがすほどローザリアは甘くなかった。

「公衆の面前でやり込められ矜きよう持じが傷付いたのでしょうが──その程度で悪事に走ったこと、すぐに後こう悔かいすることとなりましょう。ランウェル・ダント様」

　凄せい絶ぜつな微笑と共に、きっちり釘くぎを刺さしておく。

　予言めいた物言いに、ランウェルは這ほう這うの体ていで逃げ出していった。

　再び静かになった教室で、ローザリアとカディオは向き合う。

「えぇと、すみませんローザリア様。床に傷を付けてしまいました。これって弁べん償しようになるんですかね？　それだけならまだしも、殿でん下かに請せい求きゆうがいくなんてことは……」

　弱りきって頭を搔かくいつもの彼らしい姿に、肩かたの力が抜ける。何だかんだ言いつつ、ローザリアも緊きん張ちようしていたらしい。

「気にされるのはそこなのですか？　というか、なぜ同じ木材同士にもかかわらず床を傷付けることができるのか、わたくしの理解が及およばないのですけれど」

「これは、『気』です。前世では剣けん道どうの他ほかに中国武術を嗜たしなんでおりまして、『気』という独特の考え方がありました。その中でも太たい極きよく拳けんは健康法として広く普ふ及きゆうしているために日本人としては平和な印象が強いですが実際は立派な武術の一つで、『気』を養うことで体内に内ない丹たんを練り体や物質を変容させることができるんです。つまり今俺は、自らの『気』をほうきに込めることにより……」

「説明を聞いてもカディオ様がなかなかの武術馬鹿であることしか分かりませんでしたが、武器と何ら変わらない威い力りよくがあるという解かい釈しやくでよろしいですね」

「わわわっ、このことは、学園側にはどうか内密にっ」

「心配せずとも、きっと咎とがめられたりいたしませんよ」

　か弱い淑しゆく女じよを守るための行動だ。学園側も不問に付すだろう。そうでないなら今度はローザリアが守るまでだ。

　敢かん然ぜんと立ち向かう姿はどこへやら、情けなく眉まゆ尻じりを下げるカディオ。

　やっぱり可愛らしくて、ローザリアはクスクスと笑しよう声せいをこぼした。
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　そもそも『極ごく悪あく令れい嬢じよう』という呼こ称しようは、歴代の『薔薇ばら姫ひめ』とは全く関係がない。

　これはローザリアに対する畏い怖ふが込められたもので、過去に『薔薇姫』であるローザリアを嫌けん悪おし、あからさまに排はい斥せきしようとする貴族がもれなく失しつ脚きやくしていったことから始まる。その後の消息が分からない者もいるが、少女が関かん与よしたという確たる証しよう拠こはない。

　一番古い事件当時、ローザリアの年ねん齢れいは僅か十歳。

『薔薇姫』など、まだ生なま温ぬるい。もっと残ざん酷こくで無む慈じ悲ひな──極悪な令嬢だ、と囁ささやかれるようになるまで、そう時間はかからなかった。




　ランウェルの実家、ダント子し爵しやく家が没ぼつ落らくしたという噂が聞こえ始めたのは、襲しゆう撃げき事件からたった一週間でのことだった。

　当主が行った不正がなぜか次々と白日の下もとにさらされ、言い逃のがれの余地すらなかったという。

　ランウェルは今までの素行不良もたたり、ひっそりと退学していった。

　学園側の体てい裁さいもあり、事件は内々に処理されたはずだった。けれど噂とは水みず漏もれのように、せき止めるのが難しいものだ。

　ローザリアが狙ねらわれたことは学園内では公然の秘密となっており、ダント子爵家を見み舞まった不幸と結び付けて考える生徒が大半だった。

　おかげでローザリアは以前にも増して、『極悪令嬢』と囁かれるようになっていた。全くもって不名誉なことだ。

「か弱い乙おと女めに対して、よりにもよって『極悪令嬢』だなんて」

　不満たっぷりに嘆たん息そくすると、周囲で息を潜ひそめていた生徒達の肩が震える。

　賑にぎやかなはずの食堂の空気が、なぜか張り詰めていた。

　特別席に座ることへのやっかみが根絶したのは思わぬ収しゆう穫かくだったが、食事中にまで注目されるのは煩わずらわしい。今までは王弟殿下への視線ばかりだったはずなのに、なぜローザリアまで見せ物扱あつかいされねばならないのか。

　アスパラの冷製ポタージュも白身魚のマリネも食しよく欲よくを甦よみがえらせるには至らず、再び嘆息する。

　ついには静まり返ってしまった食堂内に、ローザリアは頭痛を堪こらえた。

「本当に、失礼だと思いませんか？」

　隣で愚ぐ痴ちを聞いていたレンヴィルドは、同情もせずに肩を竦すくめた。

「そうかな？　私は以前から、『令嬢』と付いている点に過分な配はい慮りよを感じていたけれど」

「レンヴィルド様は、わたくしを何だと思っているのでしょう。それほどお望みでしたら、本気で『極悪令嬢』でも演じてみせましょうか？」

「いや、もう十分だからこそ噂うわさになっているのであってね……」

　冷たい眼まな差ざしを送ると、賢けん明めいな王弟殿下はすぐに口を噤つぐんだ。

　その日の食堂は、食器がぶつかり合う物音一つ聞こえなかったという。
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　夏も終わりに近付いてきた頃ころ、ローザリアは城下街へと遊びに行くことになった。

　誘ってくれたのはレンヴィルドだ。

　護衛にはカディオだけでなくイーライも付いていて、ローザリア側からもミリアとグレディオールが参加している。

　街を歩き回るなど初めてのことなので、数日前から楽しみで仕方なかった。ミリアに下調べをしてもらったので、流行の店などもしっかり把は握あくしている。

　細かい書き込みのされたメモ書きを片手に意気込んでいると、レンヴィルドが苦く笑しようした。

「準備に抜ぬかりがないね」

「もちろんです。遊び尽つくす気満々ですから」

「それだけ楽しみにしてくれていたなら、誘った甲か斐いもあったよ。陰かげからの護衛の視線が気になるかもしれないけれど、今日は存分に満まん喫きつしよう」

　数えきれないほどの護衛がついたのは、何も王弟殿下の存在ばかりが理由ではない。万が一にもローザリアが負傷することのないよう、レンヴィルドが騎き士し団まで手配してくれたのだ。

　随ずい分ぶんものものしい話だが、『薔薇姫』が街中に行くというのはそれだけ前例のないことだった。彼には感謝の言葉しかない。

「レンヴィルド様、本当にありがとうございます。今日のために、国王陛下からもご許可を取ってくださったと聞きました」

「私は、以前にも言ったでしょう？　あなたばかりが我が慢まんを強しいられるのは、間ま違ちがっていると。これからも色々な経験をしていこう」

「──はい」

　温かな気持ちになって頷うなずくと、レンヴィルドも穏おだやかな笑え顔がおで頷き返した。

　現在、馬車で王都の中心街に向かっているところだ。学園から街へは歩いても十分かからない位置だが、これも『薔薇姫』対策らしい。

「そうでした。レンヴィルド様、これを」

　ローザリアは用意していたバスケットを差し出した。中には旬しゆんを先取りした、ほんのり酸さん味みのある林りん檎ごのパイが入っている。片手で食べられるよう小さめに作ってあった。

「この程度では、何のお礼にもなりませんが。よろしければもらってください」

「あなたの、手作り……」

　レンヴィルドが怯ひるんだのは、数々の差し入れの甘さを十分に思い知っているからだ。

　有う無むを言わさず圧力を発し続けると、彼は諦あきらめてパイを口にした。そして咀そ嚼しやくするごとに、その目が見開かれていく。

「……おいしい。林檎に絡からんだカラメルの苦みが絶ぜつ妙みようで、とても食べやすい甘さだ」

　信じられないように呟つぶやきながらもどんどん食べ進めていくから、思わず笑ってしまった。

「誰だれもがおいしいと思う糖度に調整するくらい、簡単ですのよ？」

　少し得意になりながらそう言うと、ローザリアは手を伸のばした。

　レンヴィルドの頰ほおに付いていたパイの欠片かけらを、そっと摘つまむ。

「これほど夢中でお召めし上がりになっていただけるなんて、光栄の極きわみにございます」

　二人きりという気安さも相まって、いたずらっぽく笑う。

　いつまでも呆ぼう然ぜんとしている王弟殿でん下かを不思議に思い覗のぞき込むと、レンヴィルドは慌あわてたように顔を背そむけた。腕うでで口元を覆おおっているが、赤い頰は隠かくしきれていない。

「照れることございませんのに」

「こんなこと、母にだってされたことはない」

「王家とはそういうものなのでしょうか？　子どもの頃は『あーん』なども、当たり前にしておりましたけれど」

　レンヴィルドが、僅わずかに目を細めた。

「それは、アレイシス殿どのとフォルセ殿に？」

「彼ら以外に同じ年とし頃ごろの子どもはおりませんでしたから」

　今では好き嫌きらいなく何でも食べるローザリアだが昔は苦手な食べ物が幾いくつかあったし、食べきれない量が給きゆう仕じされることもあった。そういった時は祖父やメイドの目を盗ぬすみ、義弟おとうとらの口に素す早ばやく料理を運んだものだ。

「子どもの頃は、しめじを食べず嫌いしておりました。株の根元をじっと見つめていると、何だか謎なぞの生命体のように感じてしまって」

「そもそもしめじの株を凝ぎよう視しする必要がないと思うけれど」

「ですがプリッとした歯は応ごたえとバターのこくがおいしいソテーに目覚めてからは、すっかり好きになりました。とはいえ彼らもおいしそうに食べていたので、互たがいに損はなかったはずです」

　思えばあれこそが食への探求心の発はつ露ろだったのではないかと力説すると、レンヴィルドはなぜかガックリと項うな垂だれた。

「あの二人がやけにこじらせている理由が、何となく分かった気がするよ……」

　頭を抱かかえてしまった王弟殿下を尻しり目めに、ローザリアは外の景色に視線を向けた。

　飛ぶように流れていく風景には、ほとんど隙すき間まなく建てられた住居群。様々な風合いのあるレンガの壁へき面めんを飾かざる花。道を駆かけ回る子ども達。

　学園に向かうまでにも見たものだが、何度でも飽あきない鮮あざやかさがある。暮らしの中にみなぎる彼らの活力が輝かがやいて見えるのかもしれない。

　やがて馬車は街中に入り、速度を緩ゆるめ始める。窓を閉めるよう促うながされ、それに従う。

　飛び交かう大きな声から推察するに、競せりでも行われているのだろうか。陽気な呼び込みや行き交う少女らのはしゃぎ声を聞いていると、否いやが応でも期待が高まる。

　食欲をそそる香こうばしい匂においが馬車の中まで漂ただよい、窓を閉めていても人いきれを感じた。

　たどり着いたのは、最も人通りのある中央通りの広場だった。

　憩いこいの場になっているらしく、噴ふん水すいの周りには思い思いに寛くつろぐ人々がいる。その後方には集客を見込んで様々な屋台が軒のきを連ねていた。

「屋台というのは、想像以上に小さなお店ですのね」

「拠きよ点てんとしている場所は別にあって、あれは仮の店てん舗ぽだったりするんだ。飲食店の場合、料理の下ごしらえは済ませてあとは温めるだけ、という状態にしてあるとかね」

「なるほど」

　馬車を降り、石いし畳だたみの地面を踏ふみ締しめる。

　別の馬車で随ずい行こうしていたカディオ達と合流すると、帰りの時間まで待機してくれる御ぎよ者しやに礼を言って歩き出した。

「さて。どこか行ってみたい場所や、やってみたいことはある？」

　レンヴィルドに問われ、ローザリアは戸と惑まどった。

「わたくしが決めてしまってよろしいのですか？」

「今日はそのために来たのだから、遠えん慮りよはしなくていいよ。言うなればあなたの社会見学だね」

　小こ馬ば鹿かにしたような言い草だけれど、ローザリアに気を遣つかわせないためのものだと分かる。軽く睨にらむふりをしてから、おずおずと願望を口にした。

「……わたくし、屋台の食事を食べてみたいです」

　存在感を薄うすくしていた従者達だったが、慌てたのはミリアだ。

「ローズ様。屋台ですと、座って食べる場所がありませんよ？」

「その、ずっと以前から、食べ歩きというものをしてみたかったの。見たことも食べたこともない平民の食べ物に興味があって、露ろ店てんや屋台というものに憧あこがれていて。やはり少々、はしたないかしら……？」

　けれど、またいつ王都に来られるのか分からないのだ。ここは恥はじをしのんででも懇こん願がんしてみるべきか。

　体てい裁さいと欲よく望ぼうの狭はざ間まで苦く悩のうしていたローザリアは、周囲がやけに静かなことに気付く。

　ふと顔を上げると、なぜか孫でも見守るような生なま温ぬるい目に囲まれていた。ほとんど交流のないイーライまでもだ。

　──くっ、何だか屈くつ辱じよく的……っ。

　唇くちびるを引き結ぶローザリアを眺ながめ、レンヴィルドがおかしそうに声を上げた。

「ハハッ。知らなかったな。あなたにも、そんな意外な一面があるのだね」

「レンヴィルド様こそ、そのように大声を出されて笑うなど」

　お互い様だと睨み返すも、彼はますます笑うばかりだ。

　釈しやく然ぜんとしないが、満まん場じよう一いつ致ちで屋台巡めぐりに決定した。

　噴水をぐるりと回るようにして歩き出す。

　光を弾はじいてきらめく水みず飛沫しぶきにさえ心が惹ひかれ、自然と足取りも弾はずむ。ずっと上を向いていたら、さりげなくカディオが背中を支えてくれた。柔やわらかく笑いかけられ、自身の子どもっぽさが恥はずかしくなる。

　広場の後方は屋台小屋の専用区画になっているらしく、数えきれないほど雑多な店が軒を連ねていた。そこかしこで客と店主との値切り合戦が繰くり広げられている。見たことのない飲み物や串くし焼やき、甘いものも多くあるようだった。

　色々目移りしてしまうが、まずはずっと堪たまらない匂いを漂わせていた軽食を購こう入にゆうしてみる。

　薄い小麦粉の生き地じに味付き肉やレタスが包まれており、芳ばしいタレが甘じょっぱい。生地自体に塗ぬられたサワークリームとトマトの酸味も絶妙に絡み合っている。シャキシャキしたレタスのおかげもあって、濃こい味付けなのに後味はサッパリとしていた。

「主食と肉料理と野菜を一気に食べるなんて、斬ざん新しんだし画期的だわ」

「ローザリア様、これは平民が考案した食事です。彼らは仕事や家事の合間に、手早く食べられるものを好みますから」

「なるほど。片手で食べることができるのも、きっとそのためなのですね」

　カディオの説明に、ローザリアはしきりに相あい槌づちを打つ。二人きりじゃないので彼の口調は堅かた苦くるしく、少し残念だった。

　どこを見回しても珍めずらしいものばかりなのに、彼らはそれほど興奮していないようだ。目立つ容よう貌ぼうなのに違い和わ感かんなく雑ざつ踏とうに溶とけ込んでいるのが不思議だった。

　首を傾かしげていると、カディオが苦く笑しようした。

「貴族とはいえ俺は階級も低いですし、何より働いていますから。何かしらの用事があって街に出ることは、まれにですがあります」

「レスティリア学園の生徒は、休日ともなればよくこの辺りをうろついているしね。それくらい中央通りは治安のいいところなんだよ」

「なるほど……」

　続いてレンヴィルドにも補足され、納なつ得とくする。

　そういえば屋や敷しきにこもっていた頃ころ、人手が足りない時などにミリアとグレディオールが駆り出されることもあった。街に不慣れなのは、どうやらローザリアだけのようだ。

　その後はそれぞれが食べたいものを買って、食べ比べてみた。

　香こう辛しん料りようで真っ赤になった牛肉の串焼きにレンヴィルドが悶もん絶ぜつしたり、モチモチした食感のパンを気に入ったグレディオールがまとめ買いをしたり。

　ローザリアとカディオが気に入った甘い飲み物は、他ほかの面々には大不評だった。

「ココナッツミルクは、独特の風味ですからね。特にこれは甘いですし」

「このタピオカというものも、プチプチしていて面おも白しろい食感ですのに」

　カディオはどこか切なげに目を細め、手の中のカップを見下ろしていた。

「ここには、前世の世界でも食べられていたものが多くあって、懐なつかしい気持ちになります。ですが、さすがに米はないんですね」

　ちょうど隣となりにいたローザリアには、彼の呟つぶやきが届いていた。

「お米、ですか。レスティリア王国にはございませんが、確か東方の国では穫とれると聞いたことがありますわ」

「え！　そうなんですか？」

　カディオは目を丸くすると、グッと顔を近付けた。予想以上の食い付きぶりに少しおののく。

「我が国でも以前、輸入を試みたことがあるのですが、あまり食べるには適さなかったとか」

　食に関することならば、どんな情報も逸いつ話わも興味を持って掘ほり下げてきた。

　ローザリアが目を通した文ぶん献けんによると、東方のシャンタン国と友好条約を結んだ際に持ち込まれたものだとか。米とは硬かたい豆に似ていて、炒いっても茹ゆでてもレスティリアの王族達の口には合わなかったらしい。

　文献の内容を説明すると、カディオは肩かたを落として顔を覆おおった。

「食べるに適さないって……たぶん、炊たき方が間ま違ちがってるんだろうな。それか品種の問題でしょうか。例えばうるち米だったり、タイ米やもち米だったり、米にはたくさんの種類があるんです。品種が違えば最適な調理法も変わってきますから」

　前世の彼が生まれた国では、米が主食だったという。

　丸く握にぎった米に調味料を塗ってこうばしく焼き目を付けた、焼きおにぎりというもの。卵やハムや葱ねぎといった食材を米と一いつ緒しよに炒いため、醬しよう油ゆで味付けたチャーハンというもの。

　調味液に漬つけ込んだ魚ぎよ卵らんや、味付けされた板状の海かい藻そう。ジューシーな肉。炊き立てのご飯なら、生卵だろうが焼き魚だろうが何でもおかずになったという。

　食べ歩きの最中だというのに、聞いているだけで食しよく欲よくが込み上げてくる。

「ぜひもっと詳くわしくお聞きしたいですわ。我がセルトフェル家が力になれるかもしれませんし、気候が合えば栽さい培ばいだって可能かもしれません」

「あぁ、夢のような話ですね……」

　楽しく屋台を巡っていると、小物飾かざりが売られた屋台に目が留まった。

「あら、このような屋台もあるのですね」

「いらっしゃい。お嬢じようちゃん、レスティリア学園の学生さんだね。もし気に入るものがあったら、お安くしとくよ」

　貴族だと理解しているだろうに、店主の女性は豪ごう快かいに笑った。畏い縮しゆくすることもなければ媚こびを売ることもない接客態度は、かえって気持ちがいい。

　じっくり眺めてみると、髪かみ飾かざりや腕うで輪わ、指輪などがところ狭せましと並んでいた。どれも派手な色合いで、目がチカチカしてくる。

　そのせいだろうか。青一色のシンプルな硝子ガラスの蝶ちように、ふっと視線が吸い寄せられた。単色でもカッティングが緻ち密みつなため十分美しい。

　おそらく、髪飾りだろう。繊せん細さいなコームの部分だけが金色で、露ろ店てんの商品とは思えないほど精せい巧こうな小物だった。

「何か、欲しいものが見つかりましたか？」

　カディオに問いかけられ、髪飾りを見つめたまま頷うなずいた。

「えぇ。これほどのものが売っているなんて、驚おどろきました。とても美しいです」

「本当ですね。あなたの瞳ひとみの色によく似合います」

「……」

　女性に疎うとく純じゆん朴ぼくそうに見せかけて、彼はたまに素すでこういった発言をする。ローザリアは表情を変えないだけで精せい一いつ杯ぱいだ。

　硬こう直ちよくしている間にも、カディオはさっさと支し払はらいを済ませてしまった。さりげなくも素す早ばやい手て際ぎわは、遊び人であった頃を彷ほう彿ふつとさせる。

　目を瞬またたかせるローザリアを見下ろし、彼は柔らかく微笑ほほえんだ。

「以前に約束した、助けてもらった時のお礼です。安物で申し訳ないのですが」

　必要ないと断ったはずなのに、律りち儀ぎにも覚えていたらしい。

　あまりのスマートさに面めん食くらっていたものの、照れくさそうな表情を見ている内に喜びがじわじわ染しみ渡わたっていく。

　サファイアに似た冷たい色合いの髪飾りが、なぜかほんわり温かい気がした。

「……値段なんて関係ありません。カディオ様がわたくしのために購あがなってくださった。それだけでとても、嬉うれしい」

「ローザリア様……」

　心を込めて笑えみを返すと、カディオの金の瞳が眩まぶしげに細められた。

　二人きりの時に漂ただよう居い心ごこ地ちのいい空気も、親しみのこもった笑顔も好きだ。

　けれど、厳密には二人きりではないわけで。

「──仲がいいのは結構なことだけれどね」

　呆あきれたように嘆たん息そくするのはレンヴィルドだ。

　我に返って振ふり向くと、ミリアやグレディオールにもちゃっかり見物されている。ローザリアとカディオは慌あわてて距きよ離りを取った。

　微び妙みような空気を破る声が響ひびいたのは、そんな時だ。

「レンヴィルド様！　カディオさん！」

　ブンブンと手を振っているのはルーティエだった。いつも時機を見計らったように現れるのは、最も早はや意図的とさえ感じる。

　彼女も休日を利用して街に遊びに来ていたのだろう。それ自体は全く問題ない。

　問題なのは、嬉しそうに駆かけ寄ってくる彼女の背後に──アレイシスとフォルセとジラルドが、揃そろい踏ぶみであるということだった。

　恋こい敵がたきでもある三人の空気は非常に悪い。のどかな昼下がりに相応ふさわしくない暗雲が、彼らの周囲にのみ漂っている。

　笑顔で迎むかえつつも、ローザリア達の心の叫さけびは一いつ致ちしていた。

　──とにかくこちらに来ないでほしい……。

　あの修しゆ羅ら場ばを作っておきながら嬉しそうに近付いてくるルーティエの、何と罪深いことか。

　触ふれるな危険。頭の中をそんな緊きん急きゆう速報が飛び交かっている。

　それでも、無下にするという選せん択たく肢しがあるはずもなかった。

「こんにちはっ！　今日はレンヴィルド様達も城下に来てたんですね。私のことも誘さそってくれればよかったのに」

「こんにちは、ルーティエ嬢。いつも元気だね」

　にこやかに交わされる会話を眺ながめていたら、義弟おとうとのアレイシスと目が合った。

　ルーティエに夢中のはずが、ローザリアを見つけた途と端たんに慌て出す。

「おい、こんな街中に来て大だい丈じよう夫ぶなのかよ？」

　屋敷にこもっていた期間を一番側そばで見てきたため、余計心配になるに違いない。『薔薇ばら姫ひめ』が許可なく外出できないことも、彼はよく理解していた。

「レンヴィルド殿でん下かが全すべてを取り計らってくださったから、何も問題はないわ。国からの正式な許可も下りているの」

「許可とかの問題じゃねぇ。とりあえず、何かの実験とかで無理やり引きずり回されてるってわけじゃないんだな？」

　義弟はどうやら、レンヴィルドが無体を強しいているのではと疑っているらしい。

　相も変わらず心配性しようで、思わず頰ほおが緩ゆるんだ。

「殿下がご厚こう意いで連れてきてくださったのよ。恐おそれ多くも、国王陛下の許可もいただいているわ。アレイシス、街歩きとは楽しいものね」

　アレイシスが、目に見えて安あん堵どする。彼も長年ローザリアの将来を憂うれいていたので、我が事のように嬉しいのだろう。

　フォルセはと視線を移すと、彼はルーティエに執しゆう心しんしている姿を見られたくなかったらしく、ばつが悪そうに目を逸そらした。

　現在婚こん約やく破は棄きの協議中なので、フォルセとの距きよ離り感かんは微妙なものだ。わだかまりは一いつ朝ちよう一いつ夕せきにはなくならない。

　だからこそ今は距離を置いた方が互たがいのためであるのに、ルーティエは空気を読まなかった。
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「そうだ！　どうせなら、みんなでお店を見て回りませんか？　きっととっても楽しいですよ！　ね、ローザリア様？」

　こんな時ばかりローザリアの方を窺うかがうのだから、彼女の底意地の悪さも大たい概がいだ。

　決定権を委ゆだねられては、微笑んで頷く以外に方法がなかった。

　ルーティエがはしゃいで、カディオと腕うでを組む。年下の少女を無下に突つき放すこともできず、彼は困りきっていた。

　結構な団体になった一行に従い、ローザリアも歩き始める。

　レンヴィルドとカディオに挟はさまれたルーティエと、少しでも彼女の近くにいたい三人の男達。その後ろにゾロゾロと付き従うローザリアと護衛達。軽く目め眩まいを覚える状じよう況きようだ。

　ため息を押し殺していると、隣となりに誰だれかが並んできた。

　意外にも白熱の泥どろ仕じ合あいを離り脱だつしたらしい、鳶とび色いろの瞳で睨にらみ上げるのはジラルドだった。

「歓かん迎げいパーティが終わればすぐに中期テストだというのに、随ずい分ぶん余よ裕ゆうじゃないか」

　本当にあれ以来、彼は絡からむのを使命だとでも思っているのだろうか。しかも挑ちよう発はつのつもりなのだろうが、やはり子犬程度の威い圧あつ感かんしかない。

　ローザリアは癒いやされた気にさえなって、彼の言葉通りに余裕たっぷりの笑みでかわした。

「余裕かどうかと問われれば、余裕としかお答えのしようがございませんわね。けれどそういうあなたの方こそ、こちらへは遊びにいらしたのでしょう？」

　ジラルドとは図書館へ行くたびに遭そう遇ぐうしているが、嫌いやみを言ってしまうのは彼の態度のせいかもしれない。ローザリアとしては戯たわむれ程度の気持ちなのだが、悔くやしそうに口を噤つぐむ姿を見ればつい高笑いをしたくなる。

　カディオといる時は普ふ通つうの淑しゆく女じよになれたような錯さつ覚かくをするのに、こうも軽々と性格の悪さが露ろ呈ていしてしまって、何だか自分にガッカリだ。

「僕だってテスト対策は完かん璧ぺきにしている。それに……勉強ばかりしていても仕方がないと言ったのは、そちらだろう」

　恥はずかしそうにそっぽを向いて、ジラルドが呟つぶやく。

　透すけるほど白い頰が林りん檎ごのように熟うれ、カディオとは対照的にとても分かりやすい。

　いちいち突っかかる彼を迷めい惑わくと感じる部分もあるが、それも根が素す直なおであるゆえなのだろう。

　一時は自身の生き方に重ね合わせもしたけれど、彼ならば周囲の助力によっていずれ自由を知っていたように思う。何より、ローザリアと違ちがって性格がいい。

　敵認にん定ていしている相手の言葉を真に受けて、真しん剣けんに実じつ践せんしているくらいなのだから。

「つくづく真ま面じ目めな方ですわね……」

「馬ば鹿かにしているのか!?」

「いいえ、いっそ感心しております」

「『いっそ』という言い回しがなおさら嫌みに聞こえるんだが!?」

　キャンキャン吠ほえるジラルドは放ほうって、ローザリアはカディオが言うところの『逆ハーレム』というものを観察してみることにした。

　現在、ヒロインであるルーティエを中心とするハーレム要員が揃い踏みだ。カディオ自身は気付いていないようだが、おそらく彼も含ふくめて。

　彼女は物語に登場する主要な人物を、全て虜とりこにしようと画策している。

　そんな中で無関係な男性を落とすことはあり得ない。カディオはほぼ間ま違ちがいなく攻こう略りやく対象だ。

　──本当に、何を目的としているのかしら。自ら虜にした男性のことさえ、あまり大切にしていないようですし……。

　ルーティエとカディオが腕を組む姿に、アレイシス達のきつい眼まな差ざしが突き刺ささっている。

　自分に向けられる好意を知りながら、他ほかの男と親しげな様子を見せ付けるなど言語道断だ。そもそも三人をかち合わせている時点で、ひどくないがしろにしているように映る。

　大切な義弟と、家族のように思っていた婚こん約やく者。ぞんざいに扱あつかわれれば、当然いい気はしない。カディオにべたべたするのも気に入らなかった。

　ルーティエが、無む邪じや気きにも見える計算され尽つくした笑みを浮うかべた。

「そうだ！　もうすぐダンスパーティですよね！　うちじゃ高価なドレスを用意できないから学園に貸し出してもらえることになってるんですけど、ネックレスとかはどうしようかと思ってて。よかったら、お二人が選んでくれませんか？」

　彼女の外出の目的は、装そう飾しよく品の購こう入にゆうだったらしい。カディオとレンヴィルドに上うわ目め遣づかいをしながら、可愛かわいらしく小首を傾かしげている。

　咄とつ嗟さに嫌だ、と思ってしまったのは、先ほど買ってもらった蝶ちようの髪かみ飾かざりを、とても特別なものに感じていたから。

　けれどそれをカディオに押し付けられない。

　ぐっと文句を吞のみ込むと、胸に石でも詰つまったかのように息がしづらくなった。せめて表情には出さないようにして成り行きを見守る。

　名指しされたレンヴィルドは、当たり障さわりのない笑えみを見せる。

「申し訳ないね。私は、女性にそういった贈おくり物はしない主義なんだ。誰か一人に肩かた入いれしてしまえば、和を乱すことになりかねないからね」

　どうでもいいことだが、彼はいつの間にかルーティエをかわして、アレイシスの隣へと並んでいた。忠実なる臣下を生け贄にえにしているように感じるのは偏へん見けんだろうか。

　そんなレンヴィルドは、平然とカディオに視線を移す。

「君は、どうしたい？　私は自らの従者に、同じ選せん択たくを強制したりしないよ」

「俺は……」

　うろうろ泳いでいたカディオの瞳ひとみが、ローザリアを捉とらえた気がした。

「……すいません。俺は、あまりそういったことに詳くわしくないので。他の方達の方が、頼たよりになると思いますよ」

　困ったように微笑ほほえみながら、カディオもはっきりと意思を表明した。きっぱり断る二人の姿に安堵が込み上げてくる。

　ルーティエの引き際ぎわは案外潔いさぎよく、気にしていないと首を振ふった。

「そうですか。ちょっと残念ですけど、じゃあフォルセ様やアレイシス様に聞いてみますね」

『僕も頼ってください』とジラルドが割り込んで争いが勃ぼつ発ぱつしているようだが、ローザリアにはどうだってよかった。

　呆ぼう然ぜんとしたままでいると、カディオと目が合う。彼は目元だけでかすかに笑みを刻んだ。

　胸がきゅうっと痛くなって、喉のどを熱い何かが込み上げてくる。先ほどのずしっと重たい不快感とは、何かが決定的に違った。

　ローザリアを安心させるような優やさしい笑み。

　ただそれだけのことが、なぜこうも心を揺ゆさぶるのだろう。

　むず痒がゆく温かい胸を無意識に押さえていると、視界の隅すみのストロベリーブロンドが目に付いた。俯うつむいているため表情は判然としないが、いつも笑っているような印象だった彼女の口こう端たんがくっきりと下がっていた。

「……ここでどっちからもプレゼントを貰もらえないなんて、絶対あり得ない。やっぱりシナリオ改変が起こってるんだ」

　静かな呟きは、たまたま一番近くにいたローザリアの耳にしか届かなかっただろう。

　前まえ髪がみの隙すき間まから覗のぞく瞳と視線が交差する。澄すんだ湖水のような翡ひ翠すい色は、刺とげ々とげしいまでの敵意に満ちていた。

　けれどそれも一いつ瞬しゆんのこと。次の瞬しゆん間かんには、ルーティエは華はなやかな笑顔に戻もどっていた。

「それじゃあ、まずは屋台のご飯を楽しみましょうか、ローザリア様」

　ローザリアとて、疑問や不安を吞み込むくらいの社交術は身に付けている。天てん真しん爛らん漫まんとしか表現のしようのない笑顔に、すぐさま鉄てつ壁ぺきの笑みを返した。

「それは素す敵てきな提案ね。わたくし達もちょうど今来たばかりですの。よろしいかしらレンヴィルド殿でん下か、カディオ様？」

「あぁ、そうしようか」

「俺、食べたいものがあるなら買ってきますよ」

　アレイシスらの了りよう承しようも得て、再び飲食の屋台へと歩き出す。

　その後は、全員で食べ歩きを楽しんだ。

　手て摑づかみで食べるローザリアにアレイシスがこっそりオロオロする場面はあったものの、終始和なごやかな雰ふん囲い気きのまま時が過ぎた。……そう、男性陣じんは思っていただろう。

　穏おだやかな空気は表面上だけのこと。

　ルーティエからバシバシ飛んでくる敵てき愾がい心しんをはね除のけ続けるローザリアには、疲ひ労ろうばかりが溜たまっていく時間だった。
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　ローザリアの身を包むのは、夜と夕暮れのあわいのような瑠る璃り色いろが美しいドレス。

　基本といえるシンプルなラインでありながら、豊かに波打つシフォンのドレープの華やかさといったら。キラキラ光るビーズは裾すそに行くほど輝かがやきを増し、目ま映ばゆい星のようにドレスを彩いろどる。

　緩ゆるく巻いた髪かみをふんわりとまとめあげたミリアが、仕上がりに満足の笑みを浮かべた。

「マーメイドラインもさぞ素敵だろうと悩なやんだのですが、ローズ様はまだお若いのですから、あまり大人びたデザインにする必要はないと思いました。青系なので甘すぎませんし、とてもよくお似合いですよ」

「ありがとう、ミリア。わたくしパーティ用のドレスは初めてだから、一度こういった形のものを着てみたかったの」

　ミリアによる化け粧しようはうっすらとした、上品さを損そこなわないもの。派手な色みは控ひかえ、唇くちびるには透とう明めい感かんのある珊さん瑚ご色をのせた。ローザリアの輝くような美び貌ぼうに、余計な脚きやく色しよくは蛇だ足そくだ。

　緩く巻いた髪もサイドを少しだけ残しているので、瑠璃色の光こう沢たくある生き地じにシルバーブロンドがよく映はえる。

　最後に、カディオからもらった髪飾りを耳元にあしらう。青い硝子ガラス細工の蝶は、まるでドレスと合わせたようにピッタリだった。

「素す晴ばらしく愛らしいですよ、ローズ様」

「ありがとう。豪ごう華かな壁かべの花に仕上がったわね」

　皮肉を言いつつ、気持ちは高こう揚ようしていた。

　着き飾かざったところで無む駄だになるからと避さけ続け、初めて袖そでを通したドレス。

　髪には大切な蝶の飾かざり。それだけで気分が浮き立って仕方がなかった。

　姿見越ごしに、部屋の隅に控えたグレディオールと目が合う。主人が着飾っているというのに、彼はいつも通りの無表情だ。

「長年見守ってきた主あるじの記念すべき晴れ姿に、言葉もないのかしら？」

「変な絡からみ方をするくらい浮かれていらっしゃるなら、ドレスを着る機会などこれまでいくらでもあったでしょうに」

「誰だれにも披ひ露ろうすることのないドレスを？　わたくしだって、強がりたい時はあるわ」

　人並みな憧あこがれや願望くらい、かつてはローザリアにだってあった。

　どんなに強く求めても、鳥とり籠かごの隙間からでは届かない。そう理解してただ手放しただけ。

　グレディオールの手が、すいと頰ほおに触ふれた。

　彼の体温は低く、指先はひんやりとしている。

「……最近のあなたは、表情がとても柔やわらかくなりました。まるで、失っていた時間を少しずつ取り戻していくようです」

　珍めずらしく口数の多い彼が、あるかなきかの笑みを唇に浮かべた。グレディオールの人形のようだった美貌に、ほんの僅わずかながら温ぬくもりが宿る。

　外の世界は見たことのないものや聞いたことのないものばかりで、ローザリア自身、変化をまざまざと感じている。

　何かに触れるたび、体が息を吹ふき返していくようだった。棘とげをよろうことで守っていた心が、柔らかく丸みを帯びていくよう。

　長年仕えてきてくれた彼らも、それを顕けん著ちよに感じているのだろう。

「そろそろ会場へ向かう時間です、ローザリア様」

「結局、あなたの感想は聞けていないのだけれど？」

「完かん璧ぺきです、とだけ。それ以上の言葉が必要ですか？」

　ローザリアは会心の笑みを見せ付け、扉とびらへと向かう。

　ミリアとグレディオールが、揃そろって頭を下げた。

「行ってらっしゃいませ、ローズ様」

「自信をお持ちください。どんなふうに貶おとしめられようと、我々はあなたと共に」

「遠回しに貶けなされている気がしないでもないけれど、まぁいいわ」

　絶対的な味方だという、その言葉だけで十分。

　ローザリアはすっと背筋を伸のばし、優ゆう雅がに歩き出した。

　けれど自室を一歩踏ふみ出したところで、固まる羽目になる。

「……なぜ、レンヴィルド様がこちらに？」

　部屋の前に佇たたずむレンヴィルドを認めて、知らず質問が飛び出していた。

　彼は王弟らしく、華やかで光沢のある濃紺のジュストコール姿だった。

　合わせたベストはうっすら灰色を帯び、金糸の細やかな縁ふち取どりが目にも眩まぶしい。細身のパンツを入れ込んだブーツは艶つやを消した焦こげ茶ちや色だ。

　従者や護衛は控えの間まで同どう伴はんが許されているため、もちろん背後にはカディオが控えている。彼はきっちりと騎き士しの礼装を身にまとっていた。

　しなやかな体たい軀くを包む黒を基調とした詰つめ襟えりは、彼の野性的な色気を禁きん欲よく的に演出していた。ついでにイーライまで格好よく見えるのだから、隊服とは不思議なものだ。

　だが、居並ぶ男達の美々しさに目を奪うばわれるよりも、まずはなぜここにいるのかを問い質ただしたいところだった。

　呆然とするローザリアの前に、レンヴィルドが流れるように手を差し出した。

「突とつ然ぜんのことで戸と惑まどうかもしれないけれど、ローザリア嬢。今こ宵よい、私のパートナーになっていただけませんか？」

　笑え顔がおと共に放たれた一言に愕がく然ぜんとする。

　当然ながら、あれからもレンヴィルドの人気は凄すさまじいものだった。

　パートナー申し込みの手紙は断りを入れたにもかかわらず毎日引きも切らない状態で、しまいには業ごうを煮にやした令れい嬢じよう達が教室まで直接押しかけてくる始末。

　終しゆう盤ばんになると彼女らも結けつ託たくし、居並ぶ中から一人を選べと不敬罪も忘れて迫せまってきたという。王弟殿下の死相は日に日に濃こくなっていき、さすがに同情を禁じ得なかった。

　今日までの騒そう動どうを近くで見ていたローザリアだからこそ、よく理解している。

　彼が学園生の中で最も、今夜のパーティを憂ゆう鬱うつに思っていることを。

　最後まで命がけで誘さそいを断り続けていたレンヴィルドがなぜ今さら、しかも『薔薇ばら姫ひめ』をパートナーに選ぶのか分からなかった。

「あなたがもし本当に平等主義でしたら、誰も選ぶべきではないと思いますけれど？」

　以前彼の口から聞いた言葉を引用してみるが、王弟殿下は平然と返す。

「だからこそ、の選せん択たくでもあるのだよ。『薔薇姫』が本命であるはずないと、彼女達もよく理解しているからこその」

「なるほど……」

　歴代の『薔薇姫』の内、王家に嫁とついだ者は一人もいない。ドラゴンを惹ひき付けるような危険人物を、王族の側そばに置くわけにはいかないからだ。
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「わたくしは、体ていのいい防ぼう波は堤ていということですか」

「互たがいに利益はあるはずだろう？　あなただって誰かといる方が、いい暇ひま潰つぶしになる」

　ただでさえ近寄りがたい『薔薇姫』なのに、その上『極ごく悪あく令嬢』などという不当な呼び名が浸しん透とうしてしまったため、ローザリアには当然ながらパートナーの誘いなど一つもなかった。

　当日は、楽しそうに過ごす者達を横目に一人で過ごすしかないと覚かく悟ごしていた。望めないはずだったパーティに出席できるだけでも幸運なのだと。

　友人の優やさしい誘ゆう惑わくに、ローザリアはあっさり屈くつした。

「──お心こころ遣づかい痛み入ります、殿でん下か」

　優雅に微笑ほほえみレンヴィルドの手を取ると、並んで颯さつ爽そうと歩き出す。一路、ダンスホールへ。

　普ふ段だんは広いだけの空間に、今は色とりどりの花が競きそうように咲さき誇ほこっていた。

　カシスのような深い紫むらさきや萌もえる若葉の緑、燃える赤のドレス。どれもがそれぞれの個性を活いかした、魅み力りよくを最大限に引き出すもの。

　今日はあくまで学園の催さい事じであるため、マナーにもそれほどうるさくない。誰もが明るい顔で、思い思いの楽しみ方をしていた。

　歓かん迎げいパーティは始まったばかりで、ダンスを踊おどっている者はまだ少ない。その中に、ルーティエとアレイシスの姿を見つけた。

　彼女は学園貸し出しのドレスだと言っていたが、借り物とは思えないほどよく似合っていた。

　ストロベリーブロンドに合わせた、優しく淡あわいイエローのプリンセスライン。

　ローザリアなら野や暮ぼったくなってしまいそうなフリルとレースが、彼女を日ひ溜だまりに戯たわむれる妖よう精せいのように演出していた。

　大人びた色調や流行のデザインが多い中、いい意味で目立っている。

　一方のアレイシスも上背があるため見映えがよかった。チャコールグレイの礼装も、今日ばかりは着き崩くずしていない。

　ファーストダンスの相手に義弟おとうとが選ばれたと知って少し誇らしい気持ちになったが、よく見たらフォルセとジラルドも壁かべ際ぎわで大人しく順番待ちしている。どうやら三つ巴どもえから頭一つ抜ぬけ出せたというわけではなさそうだ。

「さて、ローザリア嬢じよう。まずは何をいたしましょうか？　軽く食事でも？」

　人が多いので、レンヴィルドの口調はよそゆきのものだ。ローザリアも合わせて答えた。

「まだお食事は結構ですし、わたくしはあちらで少々休みましょうかしら。殿下はどうか、皆みな様さまとお楽しみになってくださいませ」

　続きの間にソファスペースが見えたのでそちらへ歩き出そうとすると、レンヴィルドにやんわりと進路を塞ふさがれてしまった。

　ニコリと穏おだやかな笑みを向けられ、なぜか嫌いやな予感が背中を駆かける。

「お手をどうぞ」

　数秒、彼の意図が理解できなかった。脳が理解を拒こばんだと言うべきか。

　けれど、栄はえあるレスティリア王国の王弟殿下をいつまでも放置し、恥はじをかかせることはできない。ローザリアはすぐに取り澄すました微笑を作った。

「お気持ちはたいへん嬉うれしいのですけれど、わたくしが踊れば皆様のご迷めい惑わくとなりましょう。楽しい雰ふん囲い気きを台無しにしたくはございません。どうかそのお優しさは、他ほかのご令嬢方へ」

『薔薇姫』として立場をわきまえていることを強調して。

　あくまでにこやかに、断るのは本意でないというふうに。これならばレンヴィルドの顔にも泥どろを塗ぬらずに済むと思った。

　だが彼はどういった心境なのか、なぜか一歩も引かない構えだ。

　耳元に秀しゆう麗れいな顔を近付けると、レンヴィルドは悪あく魔まのように囁ささやいた。

「正式に、ダンスを申し込もうか？　もれなくいらぬ注目を浴びることになると思うけれど」

「それ、は……」

　跪ひざまずき、思いの丈たけを伝える長口上を延々垂れ流し続けると。

　情熱的であればあるほどいいとされ、身み振ぶり手て振ぶりを交えて激しく表現することもあるという愛の独白を、衆目の前で。

　脅おどしの効果は覿てき面めんだった。

　ローザリアはため息を吞のみ込むと、ドレスの裾すそを摘つまんで誘いに応こたえる。

「……お相手お願いいたします、殿下」

　思い通りに事が運んだからか、レンヴィルドの笑顔が輝かがやいた。ローザリアの手を取ると、ゆっくりホールの中央へと歩き出す。

　いっそ傲ごう慢まんとも思える口くち振ぶりだったけれど、結局彼は優しいのだ。

　これも、城下に遊びに行った時と同じく、『薔薇姫』に当たり前の経験をさせようということなのだろう。脅されて仕方なく、という言い訳をローザリアのために用意してまで。

　この友人には敵かなわないと思うのは、行いの根底に善意があるからだ。

　ローザリアの行動原理と全く異なっているために理解はできないけれど、だからこそ不快じゃなかった。むしろ違ちがいを知るたびに新しん鮮せんで、楽しい。

　向かい合い、互いに礼をする。

　遠巻きにされつつも注目を浴びているのは、『薔薇姫』であるがゆえの怖こわいもの見たさか、王弟殿下が踊る尊い姿を一目見ようとしているためか。

　音に合わせて歩み寄り、流れるようにワルツの型を作る。ふと、カディオと学習室で踊った日が頭をよぎった。

　序じよ盤ばんは緩ゆるやかに音楽が紡つむがれていく。

　宮きゆう廷ていでも活かつ躍やくしているという楽団の生演奏は、音同士がきらめいて弾はじけ合い、ぶつかり合っている。まるで光の粒つぶが渦うずとなって押し寄せてくるようだ。

　ローザリアとレンヴィルドの足が、同時に動き出す。

　淑しゆく女じよとして一通りの教育は受けているが、ダンスを披ひ露ろうする場は今まで一度もなかった。

　ぎこちなくなってしまう可能性も考えていたけれど、彼のリードが巧たくみなためか自然と滑なめらかなステップが踏ふめる。

　瑠る璃り色いろのドレスが動きに合わせ、羽のように軽かろやかに舞まい上がった。

　柄がらではないけれど、もしかしたら先ほどルーティエが妖精に見えたように、ローザリアも特別な何かに見えるのではと錯さつ覚かくしそうになる。

　踊っている内に、どんどん気分が高こう揚ようしていく。

　レンヴィルドの緑の瞳ひとみも楽しそうに輝いていて、二人視線を交かわす。言葉なんていらなかった。

　初めて参加する夜会で踊ったダンス。

　それは、まさに物語のようなひとときだった。







「ダンスとは、意外と激しい運動になりますのね」

　ローザリア達が踊り終えてみれば、次の誘いを待つ令れい嬢じよう達の熱視線に取り囲まれていた。

　現在はレンヴィルドと連れ立って、バルコニーに避ひ難なんしているところだ。

　熱くなった頰ほおに、ひんやりした風が心ここ地ちいい。

　けれど、さすがにいつまでもこのままでいれば風か邪ぜをひいてしまいそうだ。秋の夜は肌はだ寒ざむい。

　どうしようか考えていると、いつの間にか濃紺のジュストコールに包まれていた。

「もうすぐカディオが、ショールを持ってくるはずだ。しばらくは私のもので我が慢まんしてほしい」

　風に金色の髪かみを乱されながら、レンヴィルドが穏やかに笑う。彼も心なし、いつもよりはしゃいでいるようだった。

「嬉しいですが、これではレンヴィルド様がお風邪を召めされてしまいます」

「私の方は少なくとも、あなたほど肌はだが露ろ出しゆつしていないからね」

　遠えん慮りよするも、レンヴィルドはおどけたように肩かたをすくめるばかりだ。

　こうまで気を遣つかわせて、頑かたくなに拒きよ否ひしては無ぶ粋すいだろう。ローザリアは温ぬくもりがかすかに残るジュストコールを、肩にかけ直した。

「そういえば、カディオ様はどちらにいらっしゃるのでしょうか？」

　ダンスを終えてからここまで、誰だれとも接せつ触しよくをしていない。なぜカディオが都合よくショールを持って来られるのか。

　レンヴィルドの笑え顔がおに、ほんのりと黒いものが混ざった。

「今は控ひかえの間だと思うけれど、じきここに来るよ。ある程度の時間が経たったら落ち合おうと、あらかじめ打ち合わせてあったんだ」

「それは……」

　つまり、煩わずらわしいパーティを抜け出すまでが、彼の作戦の内だったということか。

　歓迎パーティへの参加は義務であり、王族とて簡単に逃のがれられるものではない。レンヴィルドがどれほど令嬢達に対し辟へき易えきしていようとも。

　けれどローザリアという同どう伴はん者しやがいれば言い寄られることもないし、『薔薇ばら姫ひめ』なので後々周囲との不和が生じる心配もない。

　また、二人の間に恋れん愛あい感情が存在しないことも好都合だった。彼と同じく、パーティを煩わしく思っている点も。

「なるほど。全すべて思おも惑わく通りというわけですか」

　知らずに利用されていたローザリアとしては面おも白しろくないが、しっかり楽しんでいたために文句も言えない。全く、してやられた。

「ハハッ、すまなかったね」

　少々恨うらみがましく見み遣やれば、手すりに頰ほお杖づえをつきながらレンヴィルドが笑った。親しくなるにつれ、彼は本当によく笑うようになった。

　笑いが落ち着くと、彼は眼下に広がる庭へと視線を向けた。常夜灯の少ない庭園は、闇やみに沈しずんで一つの塊かたまりとなっている。

　見下ろすレンヴィルドの横顔が、会場から届く僅わずかな明かりに浮うかんでいた。

「……彼らのどちらかがいたなら、私は身を引こうと思っていたよ。こんなふうに、あなたを巻き込むつもりもなかった」

　彼ら、とはアレイシスとフォルセのことだろう。

　ルーティエの正式なパートナーになりたいと躍やつ起きになっていた彼らは、何とか好敵手を出し抜ぬこうとするばかり。ローザリアが遠巻きにされる可能性すら考えていなかっただろう。

　会場でポツンとしている姿を認めて、初めて気付いたに違いない。『薔薇姫』の話し相手になれるのは、長年の付き合いがある自分達だけだということに。

　彼らの内どちらかでもローザリアをパートナーに選んでいたなら、決して声をかけなかったという。友人が寂さびしく過ごさずに済むなら、苦痛でしかないパーティも一人で切り抜けようと。

　優やさしいから、ただ見過ごせなかっただけ。

「……頼たよれませんわ。特に、婚こん約やく破は棄きがようやく成立したばかりですのに」

「あぁ。報告だけは聞いているよ」

　レンヴィルドは神しん妙みように頷うなずく。

　フォルセとの婚約破棄が、ついに認められた。

　セルトフェル家にもメレッツェン家にも大して打だ撃げきのない、静かな幕切れ。

　円満に解決したのは、レンヴィルドの力ちから添ぞえがあったからこそだと思っている。

　彼がいなければ、陛下とて双そう方ほうの意見を吟ぎん味みするため結論を先延ばしにしていたはずだ。

　ローザリアは、改めてレンヴィルドに向き直った。

「──このような事態に巻き込んでしまい、大変申し訳ございませんでした。けれど、殿でん下かのおかげで無事婚約破棄が成立いたしました。本当にありがとうございました」

　感謝を込めて深々と頭を下げる。

　レンヴィルドは何も言わない。言えないのかもしれない。

　穏おだやかで、誠実で。誰にでも分け隔へだてなくて。

　そう、側そばに置いたら危険が降りかかるかもしれない『薔薇姫』にさえも。

　それが、彼の過去ゆえであることに気付いていた。理解した上で甘えていた。

　婚約に関するいざこざに巻き込まれること自体、彼にとっては苦痛だったはずだ。だからローザリアは感謝だけでなく、謝罪の言葉も告げたのだった。

　レンヴィルドが淡あわく笑う。初めて見るような、痛々しい笑顔だった。

「……一体どうやって知ったのかな？　貴族全体に広まるほど情報は漏もれていなかったはずだし、当時のあなたはまだ六歳だ」

「オホホ。優ゆう秀しゆうな情報源を持つことは、令嬢として当然の嗜たしなみですわ」

　あからさまに胡う散さん臭くさい笑顔で受け流すと、彼は諦あきらめたように嘆たん息そくした。

「全く……。『薔薇姫』というものはもっと、薄はつ幸こうの存在だと思っていたけれど。あなたは呆あきれるほど規格外だね」

「恐おそれ入ります」

「褒ほめていない、と言いたいところだけれど、実は常々素す晴ばらしいことだと思っているよ」

　二人の間を風が吹ふき抜けていく。

　闇に散る金糸のような髪が、レンヴィルドの表情を覆おおい隠かくした。

「──懺ざん悔げを、聞いてくれる？　一生償つぐなえない罪を、あなたを幸せにすることで埋うめ合わせようとしている、愚おろかな男の話を」

　……そうして、彼は話し始める。

　レンヴィルドの婚約者は、幼おさな馴な染じみだった。

　物心付かない内から会っていた、ほとんど家族のような相手。無む邪じや気きで、心が優しくて、少しおっとりとした年下の少女。

　幸せだった。けれどそう思っていたのはレンヴィルドだけだったのだと、決してやり直すことのできない惨さん事じのあとに気付かされることになる。

「彼女は同年代の令嬢達から、度たび々たび嫌いやがらせを受けていたそうだ。原因は、私の婚約者と内定していたため。初めの内は陰かげ口ぐちを叩たたかれたり、ドレスに紅茶をこぼされたりする程度だった。けれど、反はん抗こうすることなくひたすら耐たえ続ける彼女への攻こう撃げきは、段々苛か烈れつになり……」

　ある日、悲劇が起こる。婚約者は、頭から酸性の薬品をかけられてしまった。

　命を奪うばうほどの劇物ではなかったけれど、彼女の顔の左側は醜みにくく焼けただれた。完治が難しい、痕あとの残る傷。まだ五歳だった少女には、受け止めきれないほどの衝しよう撃げきだった。

　犯人は、ずっと彼女をいじめ続けていた少女。

　当時、事件が故意であるのか過失であるのか、司法の判断は微び妙みようなところだった。不注意でこぼしてしまったと幼子に泣かれれば、責めるのは難しい。

　それなりの名家の娘むすめであることも加味され、なおさら大人達は穏おん便びんに済まそうとした。

「だがもう、有罪も無罪も関係なかったのかもしれない。彼女の心は疲つかれきっていたんだ。耐えて耐えて、ついには耐えきれなくなって──王城の、時計塔とうから飛び降りた」

　遺書が発見されてようやく、継けい続ぞく的ないじめがあったと発覚した。『婚約を破棄しろ』と拙つたない字で書かれた手紙も出てきて、少女の無言の訴うつたえを裏付ける。

　その後、いじめをしていた少女も、王弟殿下の婚約者の座に収まるよう厳しい教育を受けていたことが判明する。過か剰じように思える嫌がらせの数々は、両親の期待に応こたえたい一心から。

　背後に政治的な思惑が絡からんでいたゆえに、二人の少女の運命はねじ曲げられてしまった。幼い命まで犠ぎ牲せいになった、やりきれない事件。

　それでも、王城での自殺騒さわぎは体面が悪い。事件は大きな騒そう動どうに発展する前に揉もみ消された。

　加害者の両親は病気療りよう養ようという形で地方に移住し、同時に爵しやく位いも返上。いじめを実行していた少女は地方の教会で一生を神に捧ささげることとなり、今もどこかで静かに暮らしているという。

　被ひ害がい者しや遺族も涙なみだを吞のんで矛ほこを収めた。

「五歳の少女に死を決意させるほどの苦痛に、私は気付いてあげられなかった……」

　いっそ不自然なほど、レンヴィルドの表情は透とう徹てつとしていた。感情を含ふくまない虚うつろな声が、風にさらわれていく。

　澄すんだ緑の瞳ひとみが、ローザリアに向けられた。

「だから私は、あなたの境きよう遇ぐうが放ほうっておけなかった。誰だれか一人に全てを押し付けるような、そんなことは二度と起こってほしくなかったから」

　最低だろう？　そう自じ嘲ちようする言葉が聞こえてくるようだった。

　ローザリアは、手すりに置かれた彼の指先に触ふれた。秋風にさらされたためか判然としないけれど、ひどく冷えきっている。

「……その罪悪感を知りながらあなたの厚意を甘受していたわたくしに、責める権利などありません。むしろ責められても仕方がないでしょう」

「私に、あなたを責められると思うかい？　精神的にも、物理的にも」

　弱々しい声で叩かれる軽口を、今だけは黙もく殺さつした。ローザリアはニッコリと微笑ほほえむ。

「ではせめてもの贖しよく罪ざいとして、わたくしもあなたにお約束いたしましょう。────決して、自ら命を絶ったりいたしませんと」

「……え？」

　レンヴィルドが、忙せわしなく目を瞬またたかせる。

　友愛を込め、彼の手を握にぎった。

「雑草のごとく図太く、図ずう々ずうしく、何が起こっても諦めず命を繫つなげることを誓ちかいますわ。誹ひ謗ぼう中傷など、打ち返してみせると」

　不敬なほど大だい胆たんに顎あごを反らし、アイスブルーの瞳を細める。

『乙おと女めゲーム』とやらをなぞらえるなら、まさに悪役風に。噂うわさに違たがわぬ極ごく悪あく令れい嬢じようぶりを発揮してみせた。

　目を丸めて絶句していたレンヴィルドが、突とつ然ぜん笑い出す。弾はじける明るい声が、暗くら闇やみを薄うすめていくようだった。

　指先を、壊こわれもののように握り返される。手て袋ぶくろ越ごしにも分かるほどひんやりしていた指が、少しだけ熱を取り戻もどしていた。

「フフ……そうだね。あなたは、そういう人だ」

　楽しそうに、嬉うれしそうに。

　そしてどこか安あん堵どするように彼が嚙かみ締しめるから、ローザリアも自然に笑い返していた。

「雑草と表現した辺りを肯こう定ていしていらっしゃるのなら、女性に対して随ずい分ぶんな非礼ですわよ」

「え？　女性？」

「いくらわたくしでもいい加減傷付く対応ですわよ、レンヴィルド殿下」

「せっかく自由になれたのだから、打たれる辛つらさを知るのもいい経験になる」

「全く、口が減らない方ですわね」

「それもお互たがい様なんだろう？」

　彼は手を離はなすと、いつもの調子で肩かたをすくめた。いたずらっぽくきらめく緑の双そう眸ぼうは、まるで猫ねこのようにしなやかだ。

「ご令嬢方はローザリア嬢じように対し安心しきっているようだけれどね。婚約者を亡なくした当時、次の候補としてあなたの名前が挙がったこともあったんだよ。まだ心の傷も癒いえぬ内にあんまりだと、すぐに取り下げてもらったけれど」

　前例のない『薔薇ばら姫ひめ』との婚約が持ち上がった裏には、心をすり減らしたレンヴィルドが穏やかに過ごせる環かん境きようとして、セルトフェル邸ていが最適なのではという陛下の配はい慮りよがあったらしい。

　確かに『薔薇姫』が一生を過ごす箱庭なら、誰にも邪じや魔まされず静かな余生を送ることができるだろう。けれど引きこもりを二人に増やしたところでどうしようもないと思うのだが。

「選ばれなくて、実に光栄でしたわ。得がたい無二の友人を、一人失ってしまうところでした」

　わざとらしく胸むねを撫なで下ろしてみせると、レンヴィルドが片頰ほおを吊つり上げて笑った。

「無二というか、あなたが他ほかの友人といる場面を見たことがないけれど？」

「では、自動的に親友に昇しよう格かくとなりますわね。おめでとうございます、殿でん下か」

「フフ。こんなに一方的な親友宣言は、滅めつ多たにお目にかかれないね。こちらこそ光栄だよ」

　二人忍しのび笑いを漏もらしていると、その内にカディオがやって来た。

「お待たせしました。殿下、ローザリア様」

　彼は丁てい寧ねいに抱かかえていたショールを、きびきびとした動作で主あるじに手て渡わたす。

「ご苦労だったね、カディオ。もう少し遅おそくてもよかったくらいだよ」

「すみません。気が利ききませんでした」

「冗じよう談だんだよ。本当に君は真ま面じ目めな男だね」

　信しん頼らいの窺うかがえる軽快な会話を交かわし、レンヴィルドはローザリアを振ふり返った。

　ジュストコールを返し、手渡されたショールを羽織る。柔やわらかなシルクが密に織り上げられた極ごく上じよう品ひんらしく、肌はだに触れた瞬しゆん間かん温ぬくもりを感じた。

「ありがとうございます。レンヴィルド様、カディオ様」

「こちらこそ、あなたのおかげで助かったよ」

「俺は、殿下のご命令に従っただけですから」

　レンヴィルドはジュストコールに袖そでを通すと、バルコニーの通用口に向かった。

「それでは私は、温かな飲み物でも持ってこよう。カディオ、それまで彼女についていてくれ」

　カディオと二人きりになると、バルコニーは急に静かになった。冷たい風が吹き、ローザリアはシルバーブロンドをそっと押さえる。

　風がやむと、彼はおもむろに口を開いた。

「……殿下とのダンス、とても綺き麗れいでした」

「本当ですか？　人前で踊おどるのは初めてのことで緊きん張ちようしましたけれど、きっとレンヴィルド様のリードがお上手だったからこそでしょうね」

　褒ほめてもらえたのなら頑がん張ばった甲か斐いもあるというもの。ローザリアは素す直なおに喜んだ。

　けれど彼の表情はどこか硬かたく、先ほどから一度も目を合わせようとしない。金色の瞳の奥が、なぜか暗く陰かげっていた。

「そうですね。俺では、あんなふうに踊れない」

「え？」

　聞き違いかと覗のぞき込むと、彼はローザリアを避さけるように退いた。

　バルコニーの端はしまでは、ダンスホールの光が届かない。辛かろうじて見える唇くちびるだけが、ひどく歪ゆがんだ笑えみを浮うかべていた。

「すみません。くだらないことを言いました」

「カディオ様、口調が」

　彼は本心を見せまいとするように、こぶしで顔を覆おおい隠かくす。

　ローザリアは少し切なくなって、頑かたくなな子どもに言い聞かせるように語りかけた。

「わたくしは、あなたのことが知りたいと申しました。どうか隠さないでくださいませ」

　未いまだ環境の変化に戸と惑まどっているというカディオの、力になりたいと思った。わけも分からず転生した優やさしく生真面目な青年が、孤こ独どくに折れてしまわぬように。

　恋こいよりも打算よりもまず先に、彼はローザリアにとって恩人なのだから。

　ずっと俯うつむいているカディオを、根気よく待ち続ける。

　ホールから漏れ聞こえる音楽が佳か境きように差しかかり、やがてフィナーレを迎むかえる頃ころ。彼はようやく口を開いた。

「羨うらやましく思ってしまいました。……ただ、それだけです」

　ぼそぼそと本音をこぼしたカディオに、ローザリアは目を瞬かせた。

　つまり、レンヴィルドと踊る姿に嫉しつ妬とをしたということなのだろうか。そのために拗すね、浮かない表情をしていると。

　──それは、つまり、カディオ様は……。

　胸に、形容しがたい感情が込み上げてくる。むず痒がゆくて温かくて、抑おさえきれない何かが飛び出してしまいそうだ。

　都合がいいからと、ただそれだけの理由で彼に目を付けた。決して恋ではなかったはずだ。

　それなのに、この感覚は何なのだろう。

　思い通りに物事が運んだ時の達成感とも違う。カディオの心を手に入れられればそれこそ予定通りだというのに、こんな熱さをローザリアは知らない。

　炎ほのおをはらんだような胸を、ぐっと押さえた。

　歓かん迎げいパーティが今いま頃ごろの時季で、むしろ都合がよかったかもしれない。秋の冷たい風が頰の火ほ照てりを冷ましてくれる。

　ローザリアは、スッと手を差し伸のべた。彼を光の世界へ誘いざなうように。

「……せっかくですし踊りませんか？　ここなら、教室の限られたスペースより広いです」

　暗闇に、金色の瞳ひとみが揺ゆらめく。

　褐かつ色しよくの獣けものは躊躇ためらいながら、それでもしっかり手を握り返した。

　かすかに漏れ聞こえるバイオリンの音を頼たよりに、ローザリアとカディオは動き出す。

　互いの体温が伝わるほどに密着しても、彼が以前のように狼狽うろたえることはなかった。足運びだってお世辞じゃなく上達している。

　もしかしたら彼自身の体がステップを覚えていて、緊張さえしなければ問題なく動けるのかもしれない。そう思うと、少し胸がもやもやするけれど。

「──フフ、夢みたい」

　それ以上に、楽しかった。

　カディオとのダンスは、なぜか誰だれと踊るよりも浮き立つ。

　それはもう理り屈くつじゃなかった。

　燃え立つ赤い髪かみに、色気をかもし出す褐色の滑なめらかな肌。精せい悍かんな容よう貌ぼう。

　金色の瞳に見つめられるだけで頰が熱くなる。背中に回された手から温もりが伝わるたび、全身が甘く痺しびれるよう。

　フワフワと酩めい酊ていした心ここ地ちで、足取りが覚おぼ束つかない。カディオのことしか考えられない。

　彼の視線が、シルバーブロンドの髪を飾かざる蝶ちようへと向けられた。

「……俺が贈おくった髪かみ飾かざり、安物なのに」

「フフ。ドレスに合わせてあつらえたように、ピッタリでしょう？」

　誰が何と言おうと、ローザリアにとっては大切な髪飾りだ。贈り主にも馬ば鹿かになどさせない。

　瞳に力を込めて微笑ほほえむと、カディオは泣きそうな顔で笑った。

「──あぁ。とてもよく似合ってる」

　調子に乗って二曲も踊ると、屋や敷しきの中だけで生きてきたローザリアの体力は限界だった。

　もっとずっと踊っていたかったけれど、高いヒールでの激しい動きはつま先と足の甲こうに負担がかかる。

　バルコニーの手すりに摑つかまり、呼吸が落ち着いてきた頃。

「踊りすぎたかな？　少し、頰が赤い」

　持ち前の生真面目さを発揮したカディオが、ローザリアの頰に前まえ触ぶれもなく触ふれた。

「ひゃっ」

　ローザリアは肩かたを震ふるわせ、慌あわてて距きよ離りを取る。

　らしくない反応に、彼は目を白黒させていた。ますます顔が熱くなってしまう。

「…………ひゃ？」

「だ、だって、カディオ様の手が、頰ほおに、」

　ダンスのように、心の準備ができる接せつ触しよくとはわけが違ちがう。特に今は意識をしすぎているのだ。

　普ふ段だんから剣けんを握にぎっているためか、少し硬い皮ひ膚ふ。高い体温。柔く頰をなぞる指先。全すべての感覚を肌が鮮せん明めいに覚えている。

　頰どころか首までもが火照ったように熱くなり、涙なみだがじわりと勝手ににじんだ。

　呆ぼう然ぜんとしていたカディオの顔が、瞬間的に真っ赤に染まる。

「～～～っっ！　す、すみません！」

「いえ、他意はなかったと分かっておりますから。……けれど、他ほかの女性には、あまりそういったことをしてほしくはありません」

「わ、分かった」

　どさくさに紛まぎれて約束を取り付けると、彼は真っ赤な顔のまま何度も何度も頷うなずいた。

　その時出入り口から、カタリと物音がする。

　振り向くと、物もの凄すごく生なま温ぬるい目付きのレンヴィルドが立っていた。

「おや、ローザリア嬢じよう。どうしたのかな、頰が赤いようだけれど？」

　湯気が上るカップを手て渡わたしながらの質問は、何とも白々しく響ひびく。憂うれいが取り払はらわれたためか、調子を取り戻もどした彼はなかなかに意地が悪い。

　カディオなど護衛対象の前だというのに、任務をすっかり放ほう棄きしてうずくまっている。何やらうめき声が聞こえてくるので、これは当分立ち直れそうにないだろう。

　一方ローザリアはすぐに態勢を整え、鉄てつ壁ぺきの笑みを浮かべた。

「初めてのパーティで疲つかれたのかしら。オホホ」

「ハハハ、それ以外の理由がないよねぇ」

　生温い笑い声が途と切ぎれると、ローザリアはふっと表情を消して踵きびすを返す。

「会場に戻りましょうか」

「ローザリア嬢すまない私が悪かった」

　念入りな嫌いやがらせのために歩き出すが、通路に差し掛かかったところで何者かが立ち塞ふさがった。

「何であなたがここにいるのよ！」

　肩をいからせ険しい顔をしているのは、ルーティエだった。側そばにはアレイシスもフォルセも、ジラルドの姿もない。

　彼女は興奮状態にあるのか、どうも周りが見えていない様子だ。カディオ達がいることにも気付いていない。

　すっかり沈ちん没ぼつしていた護衛騎き士しが素す早ばやく立ち上がる。駆かけ寄ろうとする彼に向かって、見えない角度から制止の合図を送った。

　先ほどの冗じよう談だんは別として、レンヴィルドが令れい嬢じよう達に揉もみくちゃにされるのは可か哀わい想そうだと思った。ルーティエに見つかれば、彼は確実に会場に連れ戻されてしまうだろう。

　特にあのような話を聞いたあとだったので、せめて防ぼう波は堤ていとしての役割くらい、まっとうしたかった。

　それに一人きりでいると勘かん違ちがいさせておけば、このまま思おも惑わくを暴ばく露ろしてくれるかもしれない。

「こんばんは、ルーティエ様。よくお一人になれましたわね？」

　宥なだめる意味合いも込めて穏おだやかに微笑みかけると、友好的とは言いがたい眼まな差ざしを返される。

「何なのよ、あんた！　何で設定通りに動かないの!?　バグなの!?」

　ルーティエは普段の愛らしさからは想像もつかない、どすの利きいた罵ば声せいを発した。

「この歓迎パーティはすごく大事なイベントなのよ！　私は今日、攻こう略りやく対象全員と踊おどらなきゃ逆ハールートに入れないの！　それなのにレンヴィルド様もカディオさんもいないし……！」

　薄うす々うす本ほん性しように気付いていたため、ローザリアは冷静でいられた。

『設定』『イベント』『逆ハールート』。カディオのおかげで聞き覚えのある単語ばかりだ。

　──これではっきりしたわ。間ま違ちがいなく、彼女もカディオ様と同じ転生者……。

　しかもカディオとは異なり、ルーティエを主人公に繰くり広げられる恋こい物もの語がたりをかなり読み込んでいるようだ。話の流れは完かん璧ぺきに把は握あくしていると思われた。

　ルーティエは苛いら立だちもあらわに地団太を踏ふんだ。

「レンヴィルド様はどこなのよ！　私はこのバルコニーで、あの人に過去を打ち明けられなきゃいけないの！　うまく励はげませば、一気に恋に落ちるはずだったのに！」

　レンヴィルドの気持ちを無視した口くち振ぶりが、ひどく癇かんに障さわった。彼が過去に抱かかえる痛みは、そんなに軽々しく扱あつかっていいものではない。

「残念ながら、殿でん下かはこちらにはおられませんわよ」

　あくまで冷静に努めた返答は、ますますルーティエを逆上させた。

　彼女は顔を真っ赤にさせると、自らの髪をまとめる装そう飾しよく品を乱暴に外す。ボサボサの髪と恐おそろしい形相には異様な迫はく力りよくがあった。

「覚えておきなさい！　この先の展開は、絶対に邪じや魔まさせないんだから！」

　わなわな震える指先を不ぶ躾しつけに突つき付けると、ルーティエはドレスの裾すそをたくし上げて歩き去っていく。妖よう精せいもかくやといった可か憐れんさは、すっかりなりを潜ひそめていた。

　護衛として通路に立っていた憐あわれなイーライが、巻き添ぞえを食って怒ど鳴なり散らされている。

　残されたローザリアは、しばらく放心してしまった。

　ふと、男性陣じんを振ふり返る。彼らもいつものルーティエとの落差に呆然としていた。

「……知りませんでしたわ。市し井せいの娘むすめというものは、皆みなさまあのような感じですのね……」

「いや、全員がああだと思われては、普ふ通つうの娘達が可哀想かと……」

　ローザリアの呟つぶやきに、顔色を悪くしたカディオがブンブンと首を振る。

　その隣となりで、レンヴィルドは額に手を当てながら長々と息を吐はき出した。

「すまない、私が尾つけられていたのかもしれない」

　ルーティエが現れたことに対して謝罪するも、意外にも反論したのはイーライだった。

「お言葉ですが殿下、我々が尾び行こうされていたとは考えにくいです」

　怪あやしい気配はなかったはずだと、彼は近衛騎士の顔で断言する。

　無口なイーライがわざわざ声を上げるということは、余よ程ほど自信があるのだろう。

　俯うつむいていたカディオが、考え考え口を開いた。

「もしかすると、彼女が言っていた『設定』通りだったのかもしれません」

「どういうことだい？」

　レンヴィルドは怪け訝げんに眉まゆを寄せて問い返す。

「俺もはっきりとは言えませんが、それが『イベント』という……」

　ウロウロ彷徨さまよっていた視線がローザリアに定まると、カディオは途と端たんに口を噤つぐんだ。

　彼は主あるじに向け、何やら意味ありげな目配せを飛ばした。

　レンヴィルドは心得た様子で小さく頷くと、おもむろにローザリアを振り返る。その笑え顔がおの胡う散さん臭くささといったらなかった。

「ローザリア嬢、初めてのパーティで疲れただろう。私達も随ずい分ぶん長い間連れ回してしまった。そろそろ夜も更ふけてきたことだし、今日のところは会場に戻るよりイーライに送らせよう」

　突とつ然ぜん話を切り上げ、紅茶までさりげなく奪うばわれる。明らかに帰るよう促うながされていた。

　ローザリアは逡しゆん巡じゆんの末、素す直なおに従うことにした。

「……分かりました。お心こころ遣づかいに感謝いたします、殿下。カディオ様もおやすみなさいませ」

　しずしずと歩き出したものの、廊ろう下かの角を曲がったところで素早く身を屈かがめる。

　突とつ飛ぴな行動に、常識人のイーライが理解不能とばかり顔を引きつらせた。ローザリアは構うことなくカディオ達を注視する。

「あの、ローザリア様……？」

「静かにお願いいたします。集中できません」

「集中したところで、何が分かるんですか……」

　もう、彼の泣き言は耳に入っていなかった。

　イーライに送らせるということは、密談の内容を知られたくないのだろう。

　彼らの思惑に乗るつもりなど毛頭ない。

　バルコニーでの話し合いが終わるまで、ローザリアは憐れなイーライを伴ともない、身を潜め続けた。
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　歓かん迎げいパーティが終わり、夢から覚めるように日常が戻ってきた。

　すっかり秋も深まり、制服の上から羽織るローブが必ひつ需じゆ品となった。プラタナスの木から枯かれた葉が舞まい落ち、寮りようへと向かう通路を埋うめ尽つくしている。踏むたびに足元でカサコソと音を奏かなで、まるで音楽のようだった。

　けれど今のローザリアには、それを楽しむ余よ裕ゆうがなかった。憂ゆう鬱うつなため息が自然とこぼれる。

　愁うれいに沈しずむ秋景色を前にして、感傷的になっているわけではない。

　こうして一人で過ごす時間が、ただただ寂さびしかった。

　不意に、澄すんだ高い笑い声が聞こえてくる。

　声のした方へ視線を向けると、はしゃぐルーティエの姿があった。その両りよう隣どなりにいるのは、カディオとレンヴィルド。

　遠目なので表情こそ判然としないけれど、彼らの距きよ離り感かんは親密なもののそれだ。正門の方へ向かっているから、今から三人で街に繰り出すのかもしれない。

　カディオともレンヴィルドとも、相変わらず親しくしている。ただそれ以上に、彼らがルーティエを大切にしているというだけで。

　ちょうど、歓迎パーティの直後からだ。

　彼女の豹ひよう変へんぶりに驚おどろいていたはずが、翌日には率そつ先せんして話しかけるようになっていた。

　彼らだけで過ごす時間も徐じよ々じよに増えていき、その分ローザリアとの時間が削けずられていく。カディオ達が、ルーティエとローザリアの接せつ触しよくを望まないから。

　友人が極きよく端たんに少ないため、最近は放課後ともなれば寮へと直帰していた。ミリアとグレディオールの存在がまだしも救いだろう。

　カディオ達の姿がどんどん遠ざかっていく。まるで、道を違たがえたような寂しさが込み上げた。

　それでもローザリアは三人から目を逸そらすと、背筋をピンと伸のばして歩き出す。

「この先の、『展開』……」

　ポツリとこぼした呟きは、誰だれにも届くことなく木こ枯がらしにさらわれていった。
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　それを見つけたのは、本当に偶ぐう然ぜんだった。

　宗教学の授業は、学園内の聖堂にて行われる。

　相変わらず一人で過ごしがちだったため、教室を移動する時もローザリアの周囲にひと気はなかった。長い廊下を歩いていると、自然と外の景色に意識が奪われる。

　秋の日ひ射ざしはホロホロと穏おだやかで、どこか胸の奥の郷きよう愁しゆうを刺し激げきする。

　学園に来て半年足らずなのに屋や敷しきを懐なつかしくさえ感じるのは、十六年間生まれ育った思い出深い場所だからなのか。

　いつも入り浸びたっていたローザリア専用の温室にはソファが設しつらえられていて、肌はだ寒ざむい時季にはよくそこでスパイスティを飲んだ。オレンジやクローブ、赤ワインを一いつ緒しよに煮に込こんだものなど、様々なアレンジを加えて楽しんだものだ。

　──今日はミリアに、林りん檎ごとシナモンと蜂はち蜜みつをたっぷり入れた紅茶でも淹いれてもらおうかしら。ミルクを入れてもいいわね。

　ぼんやりと考えながら、目ま映ばゆい中庭を眺ながめる。

　赤や黄色、橙だいだい色いろに染まるブナやカエデの鮮あざやかさと、吸い込まれそうな空の青。気だるい空気も相まって、のんびりしたくなる昼下がりだ。

　その時だった。葉がほとんど落ちきったプラタナスの並木道に、人ひと影かげを見つけたのは。

「あれは……」

　遠目からでもはっきりと分かるストロベリーブロンド。どう見てもルーティエだった。

　彼女はなぜか樹の陰かげを縫ぬうようにして歩いている。コソコソと、まるで隠かくれるように。

　つい動向を見守っていると、どうやら正門から外に向かっているらしいと分かった。

　ローザリアとルーティエは同クラス。言うまでもなく、彼女にだって次の授業がある。

　早退して、気晴らしにどこかへ遊びに行くという雰ふん囲い気きではなかった。まして、いつも彼女について回っているアレイシス達が見当たらないのだ。

「……」

　ローザリアはしばらく悩なやんだのち、元来た道を引き返した。

　何だかんだ真ま面じ目めな性格ゆえ、どれだけ退たい屈くつな授業でも欠席したことはない。サボリ、という単語が頭の中に浮うかんで、少しドキドキした。悪い子になってしまった気分だ。

　教科書を入れた手て提さげのバッグを持ったまま、ローザリアは校舎を飛び出した。







　ルーティエのあとを尾つけている内に、ローザリアは郊こう外がいにたどり着いていた。

　活気のある店てん舗ぽが連なった中央通りとは反対方向で、住宅街になっている。その中を、ルーティエは確かな足取りで進んでいく。どこか目的地でもあるのだろうか。

　庭先で子どもを遊ばせながらじゃが芋いもの皮を剝むく母親や、軒のき先さきでくつろぐ老人。

　彼らはみな一様に、授業が行われている時間帯に制服でうろつくルーティエを、その後ろを忍しのび足で続くローザリアを、怪け訝げんそうに見送った。

　彼女は住宅街を抜ぬけ、さらに歩き続ける。王都の郊外には貧困層の住居が密集しているため、少しばかり治安が悪い。

　整備された石いし畳だたみが途と切ぎれると、ひび割れた地面が顔を出した。

　狭せまく細い路地は曲がりくねっているのか、やや見通しが悪い。建物同士の距きよ離りが近すぎるため、昼だというのに辺りは薄うす暗ぐらかった。

　その建物自体も、王都に暮らす一いつ般ぱん市民の住居とは趣おもむきを異にしていた。

　レンガは一いつ切さい使われておらず、壁かべは平へい坦たん。

　そっと触ふれてみると、表面はザラリとしていた。僅わずかに削れてパラパラと落ちる砂すな粒つぶから察するに、土を練ったもので造られているのだろう。

　通気性はよさそうだが、いかんせん壁自体が薄うすく脆もろいようだ。指の腹でとん、と叩たたいてみると、軽い感かん触しよくが返ってきた。

　確か、東方のシャンタン国でよく見られる技法だ。

　だが正しくは、竹を組んだ下地を土台にし、藁わらなどを加えた土を塗ぬり込んで造るはずだった。厚く補強しなければ強度は保てない。

　そこまでの技術が伝わっていないのか、壁一枚に手て間ま暇ひまをかけるほど経済的にも精神的にも余裕がないのか。おそらく両方だろう。

　ローザリアは神しん妙みようにしながらも、ルーティエの姿を見失うまいと進み続けた。

　しばらくすると、郊外を流れる川に行き当たった。王都に暮らす者達の生活を潤うるおす、透とう明めい度の高い清水が美しい。毎年梅雨つゆの時季には増水するため、さすがにこの辺りに家を建てる怖こわいもの知らずはいないようだ。

　そう思っていたのに、川沿いの大木を目印にするようにポツリと一いつ軒けんの家屋が見えてくるではないか。ローザリアは一いつ瞬しゆん我が目を疑った。

　ルーティエの目的地はここだったようで、素す早ばやく身を屈かがませて低木の陰かげに隠れている。

　──どういう、ことなのかしら……。

　家屋の中からは、絶え間なく野や蛮ばんな笑い声が聞こえてくる。

　街から離はなれ、あえて川沿いに建つ民家。平日の昼間だというのに複数の男の声。勝手な想像だが危険な予感しかしなかった。

　彼女はどうやら中の様子を窺うかがいたいらしい。繁しげみからひょこひょこ首を伸ばす姿は、今にも見つかるのではとハラハラしてしまう間ま抜ぬけぶりだ。

　ローザリアは黙だまっていられなくなって、そっと歩みを進める。集中するあまり無む警けい戒かいになっている背後から近付き、肩かたを叩いた。

「ヒッ……！」

　ルーティエは飛び上がって全身を緊きん張ちようさせたが、ギリギリのところで悲鳴を吞のみ込んだ。

「──この地域で大声を出すのは危険、という程度の常識ならばご存知のようですわね」

「あんた……！」

　耳元で密ひそやかに囁ささやくと、彼女は睨にらみ付けるようにして振ふり返った。最も早はやローザリアに敬語を使うつもりはないらしい。

　今さらという気もしたので、特に咎とがめることなく話を続ける。

「でしたらなぜ、このような場所に一人でいらっしゃったのか、お伺うかがいしても？」

　貧民街も王都の外も、女性が一人で出歩くには物ぶつ騒そうだ。

　法律で禁じられているはずの人身売買が密かに横行しているという噂うわさがあるし、盗とう賊ぞくに遭そう遇ぐうすることだってある。

　そんな地域を、貴族が多く通うレスティリア学園の制服でうろつくなんて、無む謀ぼう以外の何ものでもなかった。身ぐるみを剝はがされたって文句は言えない。

　王都の一般家庭で育った彼女の方が、その危険性をよく理解しているのだろう。痛いところを衝つかれたようで一瞬言葉に詰つまる。

　それでも嫌けん悪おの気持ちとは別物らしい。彼女は目をきつく尖とがらせると、肩にかかっていたローザリアの手を勢いよく払はらい除のけた。

「シナリオがどんどん変わっちゃってるから、ちゃんとイベントが起きるのか気になって見に来たのよ！　それなのに、何であんたがついてくるわけ!?」

「あの、もう少し声を抑おさえて……」

「こっちは何者なのか聞いてんのよ！　一体どういうつもり!?　逆ハー作りたいだけなのに、何でいちいち邪じや魔まするのよ!?」

　手が付けられない勢いのルーティエを宥なだめようとしたが、無む駄だだった。

　耳みみ障ざわりな音を立て、家屋の扉とびらが開く。

　中からゾロゾロと現れたのは、ニヤニヤと下げ卑びた笑えみを浮かべる体格のいい男達。

　無ぶ精しようひげを生やした者や、凶きよう悪あくな目付きの者。粗そ末まつな服を着き崩くずした姿は、見るからにゴロツキといったふうだ。囲まれると、かすかに呼気から酒の臭においがした。

「よう、お綺き麗れいなお貴族様のガキ共が、こんなとこに何の用だよ？」

　一人が声を上げると、男達は囃はやし立てるようにゲラゲラ笑った。

「お嬢じようちゃん、ツレもなしにこんなとこ、出歩くもんじゃねぇぜ？」

「危なーい大人に捕つかまっちまうからな。例えば、俺達みたいな」

「しかし、どっちもえらく上玉じゃねぇか。売り払えば相当な値が付くんじゃねぇか？」

「マジかよ」

「か弱い女の子つかまえて、お前悪人だなー」

　売り払われるというのがどういう意味か、分からないわけじゃない。

　けれど数人がかりで押さえられたら敵かないっこないし、全力で逃にげたとしても限界は見えている。

　ローザリアは一度嘆たん息そくすると、真っ青になって震ふるえるルーティエと共に大人しく拘こう束そくされた。

　連れ込まれた家屋の内部は、ひどく荒あれていた。

　簡素なテーブルと椅い子す以外には、持ち込まれたつまみや散乱する賭かけカード、大量の酒瓶びんしかない。床ゆかに倒たおれた空き瓶に足を取られそうになりながら、部屋の奥へと進んでいく。

　狭い家屋には部屋が二つきりらしく、続き間は物置となっていた。外側から鍵かぎがかけられるようになっていて、出入り口もリビングに繫つながる一つしかない。

　男達は、元は農業に従事していたのだろう。土のこびり付いた水みず桶おけや車輪の錆さびた荷車が、すっかり役目を放ほう棄きしたように転がっていた。

　乱暴に手足を縛しばられ、板の間に突き飛ばされる。

「おらよ」

　ローザリアに向かって放ほうり投げられたのは、教科書が入った手提げのバッグだった。

「暇ひまなら勉強でもしてりゃいいさ、お嬢ちゃん」

　扉の向こうで、弾はじけるような笑い声が上がった。受け取ることが不可能と分かっての発言だ。

　昼間だというのに酒を飲みながら賭けカードに興じていた男達は、ひどくご機き嫌げんだった。

　上等な売りものが向こうから飛び込んできたとでも思っているのだろうか。非力な少女二人に何かできるはずはないと、油断しきっているのだろう。

「あなた方は、働いていないのですか？」

　未いまだ扉に手をかけたままだった男に、ローザリアは問いかける。赤ら顔にひげを蓄たくわえた男はフンと鼻を鳴らした。

「偉えらいお貴族のお嬢ちゃんには分からないだろうがな。貧民街の人間には、まともな仕事なんか回ってこねぇんだよ」

「それはなぜですか？」

「偏へん見けんがあるからに決まってるだろ、本当に何にも知らないんだな。真ま面じ目めに働いたって、職場で盗とう難なん騒さわぎがあれば俺らみたいなのが真っ先に疑われる。貧民街出身ってだけで、一方的に悪人に仕立てあげられるんだよ」

　男は皮肉めいた笑みを浮うかべつつ、意外にも真面目に答えてくれた。非難も批判も込めず、純じゆん粋すいな疑念だけで問いかけたからかもしれない。

　扉を閉める時、男はひげ面づらを罪悪感に曇くもらせたようにも見えた。

　ガチャリと重い音を立て、錠じようが落ちる。

　薄うす暗ぐらくなった部屋の隅すみで、ずっと俯うつむいて黙り込んでいるルーティエに視線を巡めぐらせた。

「きっと大だい丈じよう夫ぶよ。心を強く持ちましょう」

　励はげますつもりで口を開くと、ルーティエが悪あつ鬼きの形相で振り向いた。

　恐きよう怖ふのあまり泣いているのかと思えば、怒いかりにうち震えているだけだったらしい。さすがにぎょっとして肩が跳はねた。

「あんたもう、何なの!?　ゲーム知識もないみたいだし、転生者ですらなさそうだし！　本当にバグなんじゃないの!?」

　溜たまった鬱うつ憤ぷんをぶちまけたいのは分かるが、今の声量では男達にまで声が届いてしまう。

　ローザリアは静かに窘たしなめた。

「とりあえず、少し落ち着いたらいかがですか。そのわけの分からない発言を誰だれかに聞き咎められでもしたら、異常者と決め付けられますわよ」

　ルーティエは肩で呼吸しながらも、少し頭が冷えてきたのか黙り込んだ。男達の怒りを買えばひどく扱あつかわれるかもしれないという、打算も働いたのだろう。

「それで、あなたは何を訴うつたえたいのかしら？　わたくしが、転生者？」

　彼女の真意を知るのはローザリアとしても望むところだったので、改めて問い返す。

　ルーティエは、今度は慎しん重ちように口を開いた。

「……転生ものの小説で、ありがちな設定だったのよ。ヒロイン以外にも転生者がいて、そいつがシナリオにない動きをするせいでストーリーがどんどん改変されていっちゃうって話。だから一番怪あやしいのは、やっぱりあんたなのよ」

　カディオは、ルーティエと同じく転生者だ。つまりこの場合、彼女の言う邪じや魔ま者ものに該がい当とうするのはカディオなのだろう。

　彼がシナリオにない動きをすることで、波は紋もんのように様々な人へと影えい響きようしていく。

　それが、ルーティエの知る物語とは全く異なる展開となった原因。

　ローザリアだって、カディオと出会ったことで変わった。学園に編入し、自由を知った。それら全すべては、転生者だからこそ起こし得たというのだろうか。

　けれどカディオの秘密を、易やす々やすと提供するつもりはなかった。

「だからあなたは初めから、わたくしを目の敵かたきにしていたのね。初対面の時ひどく驚おどろいているようだったのも、筋書きから外れていたためなのですか？」

「そうよ。だってあんたは、シナリオの後半にならないと登場しないはずだったのよ。攻こう略りやくキャラ達の過去に暗い影かげを落としてる、幻まぼろしみたいなものだったはずなのに……！」

　なるほど。ローザリアはカディオと出会わなければ、やはり籠かごの鳥を続けていたらしい。

「わたくしがいるために、あなたのおっしゃるシナリオ通りに進まないと思ったのね。カンニングを疑われるよう生徒達の思考を誘ゆう導どうしたのも、やけにわたくしを悪者にしたがっていらしたのも、そのため」

　図書館帰りに出くわした時、厄やつ介かいな言いがかりをつけられたことを思い出す。あれもカディオが庇かばってくれなければ危なかったかもしれない。

　ルーティエは、むしろどこか誇ほこらしげに笑った。

「あぁ、あれは我ながらいいアイディアだったわ。騒さわぎを起こして悪い評判が広まれば、あんたがさっさと退学してくれると思って。結局うまくいかなかったけどね。今だって、さらわれるのは私だけのはずだった。そしてそれを裏で指示したのが、あんただったはずなのよ。そういうイベントだったの」

　彼女が言うには、真っ先に駆かけ付けた攻略対象の好感度を高めるシナリオだったらしい。

「全部、うまくいってたのに……。一見怖こわそうなアレイシス様の繊せん細さいな内面を分かってあげたし、『薔薇ばら姫ひめ』の婚こん約やく者として運命を決められていたフォルセ様の苦く悩のうを分かってあげたし、ジラルド君が次期宰さい相しよう候補という重圧に負けないよう励ましてきた。レンヴィルド様とカディオさんの好感度も着実に上がってたはずなのに、一体どこで間ま違ちがっちゃったのよ……？　隠かくしルートのラボール先生だって、いつの間にかあんたばっかり追いかけるようになってるし」

　そういえば、カンニング騒そう動どう以来しつこく数学談義を求めてきた教師が、やたらと綺き羅ら綺き羅らしい美形だったような。

「──あなたは、好きだからこそ彼らと一いつ緒しよにいるのではないの？」

　ローザリアの問いに、彼女は悪びれず答えた。

「好きっていうか、せっかく可愛かわいく生まれたならやってみたいじゃない。逆ハーレム」

　ルーティエの返答を、本気で理解ができなかった。頭が痛くなったけれど、手首を拘束されているためこめかみを押さえることすらままならない。

「つまり素す敵てきな殿との方がたにちやほやされたいだけ、ということでしょうか。ですがあなたは、普ふ段だんから身近にいるはずのイーライ様やわたくしの従者には、見向きもされておりません」

「だって、シナリオに出てこない人達が、私を好きになってくれるなんて思わないもの」

　彼女はあくまでもケロリとしている。

　だがその考え方は、どこか歪ゆがんでいる気がした。カディオと違ちがって、未だに物語の世界だと勘かん違ちがいしているのではないだろうか。

　そうでなければ好感度だか何だか知らないが、こうまで男心を弄もてあそぶはずがない。

　ルーティエの言い分を聞いて、よく分かった。

　彼女はアレイシスもフォルセもジラルドも、決して愛しているわけではないのだ。

　心から愛し合っているのなら、義弟おとうとや元婚約者が離はなれていっても我が慢まんできた。

　寂さびしかったけれど応おう援えんできた。なのに──。

「……誰も彼もと陳ちん腐ぷな言葉で救おうとして、あげく失敗を他人のせいにするなんて見苦しい方。あなたの不実な行動に振ふり回されている方々が、いっそ憐あわれに思えますわ」

　冷たく言い放つと、一いつ瞬しゆん硬こう直ちよくしたルーティエが気色ばんだ。

「うるさいわね！　悪役令れい嬢じようなら悪役令嬢らしく、もっと私をいじめるなり裏であくどいことしなさいよ！　あんたがそんなだから、こっちが色々でっち上げる羽目になるんでしょ!?」

「残念ながら、あなたが何をわめこうがわたくしには関係ありません。それにルーティエ様、少々うるさすぎますわよ」

　嫌いやみたらしく微笑ほほえむと、彼女はますます逆上してしまった。手が使えないにもかかわらず、執しゆう念ねん深ぶかくも膝ひざ立だちでにじり寄ってくる。

「本当なら私だって、誰かが絶対助けに来てくれるって安心できたわよ！　でもシナリオの改変が起きてるから、この先どうなるか分かんないの！　先の読めない状じよう況きようで落ち着いていられるあんたの方が、絶対異常なのよ！」

　ルーティエの身勝手な言い分に、全身の筋肉が強こわ張ばる。腕うでが自由に動いていたら、危あやうく力の限り頰ほおを打っているところだ。

　できない代わりに、ローザリアは間近にある翡ひ翠すい色の瞳ひとみを睨にらみ据すえた。

　現実を突つき付けるように。

「そろそろ目を覚ましたらいかがですか？　ここはゲームの世界ではありません。──わたくし達の誰一人として、意思のない登場人物なんかじゃない」

　刃は物もののように鋭するどく言い切ると、途と端たんにルーティエの顔色が変わった。

　ゆるゆる目を見開くと、紙のように真っ白な顔でガックリと項うな垂だれる。

「だって……そしたらどうなっちゃうのよ。私、また死んじゃうの？　せっかくこうして、丈じよう夫ぶな体に生まれ変われたのに……」

　彼女の瞳から、丸い涙なみだの粒つぶがこぼれ落ちる。

　主人公と名乗るだけあって、利己的な理由で泣いていてさえ美しかった。

　転生というのは、当然ながら死んでから行われる。ルーティエもカディオと同じように、全く別の肉体に精神だけが入れ替かわっている状態なのだろう。

　思考回路も行動原理も浅はかで、許しがたいほど短たん慮りよな印象だったけれど、ポロポロと泣きじゃくる姿を見ていれば、前世では若くして亡なくなったのかもしれないと思った。

　だからといって過分に同情はしないけれど。

「泣いている暇ひまがあるのなら、まず行動を起こすべきではありませんか？　助けが期待できないならば、なぜ自ら立ち上がろうとしないのです」

「どうやってよ？　あんな怖そうな人達を倒たおすなんて、絶対ムリ……」

「可能です」

　ローザリアはきっぱりと言い切った。

「助かる道ならばあります。この手首の拘こう束そくさえ、外せるのなら」

　揺ゆらいでいたルーティエの瞳が、ピタリと定まる。

　ローザリアは、ことさら不敵な表情を作って微笑んで見せた。

「──このわたくしが策もなく、のんびり長話に付き合って差し上げるはずがないでしょう？」

　はっきり断言すると、彼女は肩かたを使って涙を拭ぬぐった。

　決然と上げられた翡翠色の瞳は、ローザリアから見ても眩まぶしいほどだ。

「何をすればいいの？」

「まずは、どうにかして拘束をほどかねば始まりません。男の腕わん力りよくで結ばれておりますから、時間がかかるでしょうけれど……」

　手首の麻あさ縄なわは固く結ばれているため、緩ゆるめるまでが大変かもしれない。

　ローザリアが苦戦する中、ルーティエを拘束していた縄がパラリとほどけ落ちていく。

「縛しばられる時に、ロープを少しだけ握にぎってたのよ。あいつらみんな酔よっぱらってたから、ビックリするくらい気付かれなかったわ」

　自由になった両手で足首の拘束を解きながら、ルーティエが種明かしをする。

　どうとでもなると考えていたローザリアと違い、できる限りの対策を取っていたらしい。

「あなた、意外にやりますわね」

「何の抵てい抗こうもしないで売り飛ばされる気なんか、サラサラなかったからね。脱だつ出しゆつする隙すきさえあれば一人でも逃にげるつもりだったし」

「それをわたくしにおっしゃいますか。あなた、『高貴なる義務』の講義は居い眠ねむりでもしてらしたのではございません？」

「私、貴族じゃないし」

　ルーティエに拘束を外してもらい、ローザリアは手首をさすった。素す肌はだに直接麻縄が触ふれていたため、柔やわい皮ひ膚ふが少し赤くなっている。

「ありがとう存じます」

　自由になると、すぐに部屋を見回す。目当てのものは足元にあった。

「では、早いところ脱出いたしましょうか」

「簡単に言うけど、だからどうやって？」

「フフ」

　質問には答えず、ただ意味深に微笑む。

　ローザリアが拾い上げたのは、たまたま持ち歩いていた手て提さげのバッグ。そこから、宗教学の教科書を取り出した。

　適当なページを開くと、ルーティエはサッと顔色を悪くした。

「ま、待ってやめてよ……何するつもり……」

　彼女は震ふるえる声で制止した。紙の裁断面に人差し指を添そえる、ローザリアを。

「こんなものでも、人の脆ぜい弱じやくな体を傷付けることは十分可能なのですよ」

　笑えみを深めると、躊躇ためらいなく指を滑すべらせる。

　ピリッと痛みが走った指先は、薄うす皮かわが一枚綺き麗れいに切れていた。

　そこからプクリとにじみ出したのは────真っ赤な鮮せん血けつ。

　瞬しゆん間かん、花のような芳ほう香こうが室内に充じゆう満まんした。

「これが、『薔薇ばら姫ひめ』の……」

　背後でルーティエが、呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。

　誰だれもが恐おそれる『薔薇姫』の血液は、ドラゴンでなくとも魅み了りようされてしまいそうな芳かぐわしさだった。

　甘く華はなやかで、胸いっぱいに吸い込んでもまだ足りない。いつまでも記き憶おくに残り、何度でもその香かおりに触れたいと思うような。心の弱い者には毒になりそうな。




　　　ドゴォォオオオンッ




　突とつ如じよ、耳を痛めそうな轟ごう音おんが降り注いだ。

　真っ先にローザリアの視界に映ったのは、秋晴れの青空。パラパラと粉になって落ちる土つち壁かべ。景色を霞かすませるようにもうもうと立ち込める土つち煙けむり。

　部屋は最も早はや、部屋として機能していなかった。

　四方の壁は吹ふき飛び、家屋の土台だけが間ま抜ぬけな感じで残っている。

　土煙の向こうからゆっくりと姿を現したのは、青みを帯びて輝かがやく黒くろ髪かみ。全身黒ずくめの服をまとったローザリアの従者、グレディオールだった。

「こちらでしたか」

「少々遅おそかったわね、グレディオール」

「申し訳ございません。授業を受けているものと思っておりましたから」

「あら、嫌みかしら？」

「とんでもございません、我が主あるじ」

　まるで決められた待ち合わせ場所に合流したかのように、希き薄はくな再会の言葉。ローザリアもさして気にすることなく、歩み寄る従者に手を差し出した。

　グレディオールは当然のようにそれを受け取ると、躊躇ためらうことなく口に含ふくんだ。白くなよやかな指先に、血のように赤い舌がチロリと這はわされる。

　シルバーブロンドとアイスブルーの瞳を持ち合わせた気高い少女と、禁きん欲よく的な従者服に身を包む青年。両者共に突き抜ぬけた美しさを持ち合わせているためか宗教画のように静せい謐ひつな、それでいてどこか淫いん靡びな雰ふん囲い気きが漂ただよっていた。

「これで、ひとまず大だい丈じよう夫ぶかと」

「ありがとう。こうして血を止めないことには、香りがきつくて身動きが取れないのが難点ね」

　唇くちびるを離はなすと、二人はあくまで淡たん々たんと会話を再開させる。本当に、呆あきれるほど事務的だ。
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　ごっそり吹き飛んだ壁の向こう、リビングの方も大だい惨さん事じだった。テーブルの上で倒れたグラスからは酒がこぼれ、男達は滑こつ稽けいなほど啞あ然ぜんとしている。

「──て、てめぇ、何しやがる!?」

　ようやく我に返った荒あらくれ者達が、どやどやと近付いてくる。

「他人ひと様の家を破は壊かいして、許されると思ってんのか！」

　若い娘むすめを拘こう束そく監かん禁きんした彼らの方が許されないはずなのだが、自分達の所業を棚たなに上げて説教されては呆れるしかなかった。そもそも、この半はん壊かいした建物を見て立ち向かってくる神経がスゴイ。

　住居は土台部分も多少崩くずれており、半壊というより全ぜん壊かいという表現が正しいかもしれない。

　側そばを流れる清流にはひどい抉えぐれができあがり、元々支流が存在していたのではと思わせる壮そう絶ぜつな有様だった。

　これを見て逃げ出さないとは、酔っぱらいとは本当に恐ろしい生き物だ。

「弁べん償しようしろ！」

「せめて屋根だけでも何とかしろ！」

「そうだ！　その蔑さげすんだ目で見下してください！」

　口々に文句を言う男達に、ローザリアは冷たい一いち瞥べつをくれた。特に、最後の発言をした男に。

「建て直しをお勧すすめいたします。あなた方にやる気があるのなら、より頑がん丈じような家造りのお手伝いをさせていただきますわ」

　言い捨てて川の様子を見に行くローザリアに、男達はポカンとした。なぜ堂々と上から目線をされたのか理解できない。

「ちょ、ちょっと待てよ！」

「何でお前らが壊こわした家を、俺達が建て直すなんて話になってんだ!?」

「そうだ！　いいから俺のこと踏ふんでみろ！」

「お前はいいから黙だまってろ！　そろそろお嬢じようちゃんのツレに殺されるぞ！」

　酔いのためか微び妙みような性せい癖へきをだだ漏もらしていた男を、仲間が力ずくで黙らせていた。

　グレディオールが不ふ穏おんな空気をまとい始めていたため賢けん明めいな判断だ。

「ローザリア様、彼らはどのようにいたしましょうか」

「せめてどういたしましょうか、にしておきなさい。どのように、という言い方では、虐ぎやく殺さつ方法を聞かれている気分だわ」

「当然そのつもりですが」

「虐殺以外の穏おん便びんな選せん択たく肢しを提示しなさい、と言っているのよ」

　ローザリアは、静かに殺気立っている従者を窘たしなめた。彼も殺意がだだ漏れだ。

　収しゆう拾しゆうがつかない。

　頭の中をそんな単語がよぎる。どこかに常識人はいないものだろうか。

　しかしこの混こん沌とんとした状じよう況きようで、なぜかルーティエだけがはしゃいでいた。

「すごいわ！　他人の住居を破壊しておいて、何て悪びれなさなの！　さすが悪役令れい嬢じよう！　やればできるじゃない！」

「……あなたはあなたで、一体どこに感心しているのかしら？」

　呆れつつも、口からは笑みがこぼれた。

　失礼な呼び方だが、全くの言いがかりとも否定できない状況なのだから始末に負えない。

　確かにローザリアは、ヒロインなど柄がらじゃない。

　より傲ごう慢まんで、性しよう悪わるに。

　あくどく、冷れい酷こくさをひけらかすように。

　ローザリアは傲ごう然ぜんと腕うでを組み、これでもかと胸を張ってみせた。

「それに、誰が悪役令嬢ですって？　これだけの非道を、ただの役やく柄がらで演じられるとお思い？　──わたくし正しよう真しん正しよう銘めい、極ごく悪あく令嬢ですわ」

　秋の晴れやかな空の下もと、ローザリアの禍まが々まがしい笑みは輝いていた。ゴロツキ達でさえ自然と全面降こう伏ふくしてしまうほどに。

　そこに、望んだ常識人が折よくやって来た。

「こ、これは一体……」

　惨さん状じようを前に立ち尽つくしたのはレンヴィルドだ。

　彼の側には護衛のカディオだけじゃなく、アレイシスやフォルセ、ジラルドもいる。おそらくルーティエを心配して駆かけ付けたのだろう。

　仁に王おう立だちする侯こう爵しやく令れい嬢じようと、大きな体を縮こまらせた野や卑ひな男の群れ。家屋だったものの残ざん骸がい。正直もう、ただの悪夢だ。

「何というか……助けに来た意味があまりなかったような……」

「あら、意味ならありますわ。それはもう十分に」

　疲ひ労ろうを隠かくしもせず項うな垂だれたレンヴィルドに、ローザリアはニッコリと微笑ほほえみかける。有能な友人を、みすみす逃にがすつもりはない。

「彼らはもしかしたら、人身売買に手を染めているかもしれません。わたくし達を拘束したことがその根こん拠きよとなり得ます」

　容よう赦しやのない糾きゆう弾だんに慌あわてたのはゴロツキ達だ。彼らは一いつ斉せいに否定しだした。

「俺達はそこまでの悪事はやっちゃいねぇ！　あんたらだって酒の勢いで捕つかまえたはいいが、売るツテがねぇから困ってたくらいだし！」

「本当だ！　これが初犯だった！　いやむしろ、これ未み遂すいじゃねぇ!?」

「未遂でも罪は罪だろ！　やっぱここはピンヒールでぐりぐり抉ってもらうしか……」

「だからお前ホント黙れ！」

　確かに拘束されただけで、無体な真ま似ねはされていない。言い訳ならば見苦しいだけだが、彼らの言葉が正しいなら厳げん罰ばつの必要性はないと言える。

　たとえむくつけき容姿のために、見苦しくしか思えなくても。たとえ約一名、犯罪臭しゆうのプンプンする男が交じっていても。

「では、余罪を調べてみて軽犯罪以外が洗い出されないようでしたら、どうか服ふく役えきではなく労役を科してくださいませ。体力だけならありそうですのに、平日の昼間から賭かけに興じ、時間を持て余していらっしゃいましたので」

「あ、あぁ……」

　戸と惑まどいつつも頷うなずくレンヴィルドの隣となりで、ジラルドが反論した。

「拘束監禁はそれだけで重罪だ！　お前からすれば閉じ込められた程度かもしれないが、可か憐れんで繊せん細さいなルーティエ先せん輩ぱいがどれだけ怖こわかったと思ってる!?」

　騒さわぎ立てる子犬に、圧を込めて顔を近付ける。

「拘束監禁されたことが公おおやけになり、経歴に傷が付くのはルーティエ様とわたくしです。あなたはそれでも正義を貫つらぬくと？」

　まだまだ融ゆう通ずうの利きかない少年より、ルーティエの方が判断は素す早ばやかった。

「私なら大丈夫だよ、ジラルド君。この人達が更こう生せいして真ま面じ目めに生きていけるようになるなら、私もその方が嬉うれしいな」

「さ、さすがルーティエ先輩！　何と慈じ悲ひ深い！」

　多少の恐きよう怖ふはあっただろうに、すぐに笑え顔がおを取り繕つくろえる彼女はさすがだ。

　ルーティエがジラルドを丸め込んだところで、話は無事にまとまった。

「それではわたくし達は、帰ってゆっくり休ませていただきます。事後処理は全すべてお任せいたしますね。どうか、よきように」

　しっかりと念を押すローザリアに逆らえる者など、最も早はやどこにもいない。

　振ふり返ることなく去っていく主従を、男達は何とも言えない眼まな差ざしで見送るのだった。
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　犯罪に巻き込まれたローザリアとルーティエには、被ひ害がい者しやとはいえ事情聴ちよう取しゆを受ける義務がある。

　だが学園を欠席すれば、事情が明るみに出る可能性がある。

　そこで聴取が行われる日は、登校してから医務室に待機することとなった。

　交代での呼び出しとなっており、今はルーティエの番。養護教きよう諭ゆは外出しており、現在医務室にいるのはローザリア一人きりだ。

　せっかくなので、シャンタン国について詳くわしく書かれた本を用意している。ヘッドボードに背を預け、読書の態勢はバッチリだ。

　一度は目を通したものだがつい熟読していると、医務室の扉とびらがノックされた。

　教諭が留守にしていることは外の掛かけ札で分かるようになっているので、急きゆう患かんではないだろう。

　ローザリアはすぐに気配を潜ひそめた。相手の具合が悪かろうともそうでなくとも、互たがいに干かん渉しようしない方がいいだろうと思った。

「……ローザリア。カーテンを、開けてもいいかな？」

　けれど薄うす手での布越ごしに聞こえた声は、意外な人物のものだった。

　承しよう諾だくすると、躊躇ためらいがちにカーテンが引かれる。

　現れたのは緩ゆるく弧こを描えがくダークブロンドと、優やさしげなオリーブグリーンの瞳ひとみの青年。線が細く、眉まゆ尻じりを下げていると気弱げにも見える容よう貌ぼう。

　元婚こん約やく者のフォルセ・メレッツェンだった。

「フォルセ様……」

「やぁ。こうして話すのは、随ずい分ぶんと久しぶりだね。……君を『ローザリア』と呼んでも、僕はまだ許されるだろうか？」

　フォルセが、弱りきった笑みを浮うかべる。

　婚約を破は棄きして以来、こうも早く二人きりで話す機会が巡めぐってくるなんて思わなかった。こんなふうに、穏おだやかな気持ちで向き合っていられるとも。

　ローザリアは小さく、けれど確かに頷いた。

「……はい、フォルセ」

　昔のように呼ぶと、彼は懐なつかしげに目を細めた。

「──ずっと、謝らなければと思っていたよ。僕は浮かれるあまり、とても不誠実だった。婚約を破棄されても仕方がないくらいに」

　周りが見えなくなるほど逆上のぼせあがっていたフォルセだが、幾いく分ぶん落ち着いたようだ。

　いつも気まずそうに逸そらされるばかりだったオリーブグリーンの瞳が、今は真っ直すぐにローザリアを見つめていた。

「君はとても優しいから、あえて突つき放すことで許してくれたね。公こう爵しやく家の人間である僕に、謝らせるわけにはいかないからと」

「……」

　もちろん彼の言う通りだが、若じやつ干かん意地の悪い対応をしすぎた自覚はある。ローザリアは肯こう定ていも否定もせずに無言を貫いた。

「殿でん下かから、事件後の進しん捗ちよくは聞いている？　君の様々な提案は協議にかけられ、今議会は紛ふん糾きゆうしているそうだ。僕も事後処理に駆り出されて、カディオ殿どのとも随分話したよ。……色々な噂うわさがあったけれど、いい人のようだね」

　思いがけずカディオの名前が飛び出し、平静を装うのに苦労した。何となく心臓に悪い。

「君、カディオ殿が好きなんだろう？」

「あら、何のことかしら」

　ローザリアは鉄てつ壁ぺきの微笑みで応戦する。

　けれどそんな対応さえも、フォルセには見み透すかされていた。

「ローザリアは、本心を隠したい時ほど胡う散さん臭くさい笑顔になるよね。恥はずかしいのは分かるけれど、カディオ殿には素す直なおに接した方がいいからね」

　苦笑いで助言され、こっそり唇くちびるを尖とがらせる。

　外向きの笑顔では騙だましきれないから、幼おさな馴な染じみというものはやりにくい。

　拗すねていることまで分かるのか、彼は堪こらえきれないように笑いを漏もらした。

「フフ……態度を見ていれば分かるよ。何年、君と一いつ緒しよにいたと思っているの」

　ローザリアの手を、フォルセがそっと握にぎる。細くて繊細な指先は柔やわらかい。つい、武骨で剣けんだこのある手を思い出してしまった。

　幼馴染みは口元に穏やかな笑みを浮かべたまま、祈いのるように顔を伏ふせた。

「君が、大切だったよ。ずっと、大切な女の子だった。僕にこんなことを言う資格がないことは分かっているけれど────どうか、幸せになって」

　家族同然の絆きずなはあるけれど、二人の道は最後まで交わらなかった。どちらにも責任はないし、どちらにも責任があると言える。
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　あとはもう、幸せを祈ることしかできない。互いに心を込めて。

「もちろんわたくしも、あなたの幸せを願っているわ」

　ローザリアは親愛を伝えるように、しっかりとフォルセの手を握り返す。

　けれどすぐ、不敵に目を細めた。

「ですがそれはそれ、これはこれ。ルーティエ様の件に関しては、申し訳ないけれどアレイシスの味方よ。あの子はわたくしにとって、大切な義弟おとうとですもの」

「その辺りは理解しているよ。君は昔から、アレイシス贔びい屓きがすぎる」

「当然です。可愛かわいい可愛い義弟ですから」

「……その猫ねこ可愛がりを見ていると、婚約破棄したあとでも微び妙みような気持ちになるね」

　温かな日ひ射ざしが差し込む医務室に、幼馴染み二人の笑い声が重なり合った。







　聴取の順番はすぐに回ってきた。

　フォルセとは医務室で別れ、ローザリアは談話室の一室を目指す。

　礼れい儀ぎ正ただしく入室すると、中で待ち構えていたのはレンヴィルドだった。当然カディオとイーライも控ひかえている。

「あら。担当官はレンヴィルド様でしたのね」

「これも事を荒あら立だてないための措そ置ちだよ。それにあなたには、秘ひ密みつ裏りに聞いておきたいことが山のようにある」

　多た忙ぼうを極きわめるレンヴィルドと顔を合わせるのは、実に久しぶりだった。もちろん、当時の状じよう況きよう説明だって十分には行っていない。

　それでもローザリアは、紅茶を用意してあるワゴンへと近付いて笑った。

「では、グレディオールも一緒に召しよう喚かんしていただきたいと思います。彼が来るまでの間、少し休きゆう憩けいにいたしませんか？」

　役者が揃そろわなければ二度手間になる。

　イーライに指示を出すと、彼は文句も言わずに談話室を出て行く。自分の配下を顎あごで使われ、むしろレンヴィルドの方が死んだような目をしていた。

　閉じ籠こもっている期間が長かったため、紅茶を淹いれる作業ならお手のものだ。手て際ぎわよく人数分のティカップを準備していると、レンヴィルドは頭を抱かかえた。

「休憩も何も、まだ始まってもいないのだけれど」

「休憩するのはあなたです、レンヴィルド様。目の下のくまが隠かくしきれていないですわよ」

　指し摘てきすると、彼は少し驚おどろいたあとにばつの悪そうな顔になった。

「……忙いそがしさに追い込んでくれた張本人は、あなたなのだけれどね」

　そう。フォルセも言っていた通り、今は事後処理で悪夢のような忙しさを呈ていしている。その原因のほとんどはローザリアにあると言ってもよかった。

　今回の事件を受け、レンヴィルドには幾いくつかのお願いをしていた。

　まず、グレディオールの過か剰じようすぎる活かつ躍やくによってできてしまった、川の支流じみた抉えぐれ。

　あれを貧民街へと流れ込む生活用水にするため、水路を造ってもらう計画を打ち立てた。

　どこにいてもうっすら漂ただよっていた悪あく臭しゆうがなくなるし、貧民街と王都との生活格差がなくなれば、犯罪率も低下すると考えた。水路を造ることで梅雨つゆ時の氾はん濫らんも少なくなるだろう。

　それに、貧民街の人々には仕事が必要だ。

　ローザリアは意い欲よくのある者にシャンタン国の技術を学ばせ、土つち壁かべ職人を増やそうと考えた。

　確かな技術は安定した仕事に繫つながるし、これも貧民街の生活水準底上げに役立つ。

　真ま面じ目めに仕事を続けていれば、東方の目新しい技術に興味を持つ者も現れ始めるだろう。土壁は吸きゆう湿しつ性に優すぐれているため、貯蔵庫など大切なものを保管する場所としても最適だ。

　レンガ造りの家屋は頑がん丈じようである反面、高価という難点がある。

　王都に暮らす一いつ般ぱん市民層にこそ、土壁の家は受け入れられていくかもしれなかった。

　全すべてがうまく運ばずとも、そうして少しずつ差別がなくなり住みやすい街になっていけばいい。

　貧民街の暮らしを見て、投げやりながらもどこか気のよさそうな住民達に触ふれ、ローザリアはそう思うようになっていた。

　だが、ほとんど住じゆう環かん境きようの改革と言ってもいい大だい胆たんな着想は、レンヴィルドを大いに悩なやませた。

　自らの弁で議会の魔ま物もの達を説得できるならまだしも、張本人であるローザリアは『薔薇ばら姫ひめ』のため登城が禁止されている。全てがレンヴィルドに丸投げの状態だった。

　それをローザリア自身も分かっているからこそ、手ずからお茶を淹れているのだ。

「このたった一週間で、私の寿じゆ命みようは確実に三年くらい縮んだだろうね」

「分かっておりますし、感謝もしております。だからこそ、少しはお心安らかにしていただきたいのです。卑ひ小しようなわたくしにできることは、こうしてお茶を淹れるくらいですから」

「何の冗じよう談だんだい、それは」

　疲ひ労ろうから少し愚ぐ痴ちっぽくなっていた王弟殿下だったが、ようやく彼から笑えみがこぼれた。卑小だなどと、本当にひどい冗談だ。

　そうして、三人でのんびりと紅茶を飲む。爽さわやかに香かおるハーブはリラックス効果のあるものだ。

　一口飲んで落ち着いてから、この機会にとレンヴィルドが口を開く。

「──あなたは、カディオの事情を聞いているそうだね。ルーティエ嬢じようのことも」

　ローザリアはカップを置いて頷うなずいた。

「えぇ、存じております。彼らに同一の事情があること、ですわね」

　この場に三人しかいないとはいえ、どこで誰だれが聞いているか分からないため言葉を濁にごした。

　彼が示し唆さしているのはおそらく、カディオ達に前世の記き憶おくがあることだろう。確かに、この面めん子つでなければできない話だ。

　知っているならば話は早いと、レンヴィルドは少し表情を険しくした。

「先ほどルーティエ嬢から、あなたはあの男達の家屋にあとからやって来たと聞いた。おそらく尾つけられていたのだろうと。カディオの忠告があったはずなのに、なぜ彼女を尾び行こうしたんだい？　危険なことに巻き込まれるのではと、ほんの少しでも思わなかった？」

　迫せまるように身を乗り出され、どうやら彼は怒おこっているらしいと理解する。危険に自ら乗り込むような真ま似ねをしたのは、間ま違ちがいなくローザリアの過失だと。

　それが友としての心配ゆえであることは、分かっているけれど──。

「逆にあなた方にお聞きいたしますが、何かわたくしに隠していることはございませんか？」

　ローザリアは臆おくすることなく、質問に質問を返した。休憩中とはいえ事情聴ちよう取しゆの場では、ほとんど挑ちよう発はつ行こう為いに近い。

　さらに、わざとらしく頰ほおに手を当てると、ほうと物もの憂うげな息をついた。

「最近のあなた方は、ルーティエ様に夢中でいらっしゃいましたわね。わたくし、とても寂さびしかったのですよ。殿でん下かのおっしゃる通り、友人など他ほかにおりませんから。えぇ、誰一人」

　チクチクと針でつつくような皮肉に、レンヴィルドが待ったをかけた。

「ローザリア嬢。その口くち振ぶりから察するに、既すでに全てを承知しているんだろう？　ならばあなたを守るため仕方がなかったのだと、理解しているはずだ。嫌いやみな言い方はやめてくれ。こちらも皮肉の応おう酬しゆうなど、議会だけで満腹なんだよ」

　話の流れについていけないカディオが、子どものように首を傾かしげた。

「あの、全て分かっているとは……？」

「つまり彼女は、ここ一ヶ月ほどの我々の動きを把は握あくしているということさ。おそらく、その理由についてもね」

「えぇ!?」

　素す直なおに驚くカディオが、ローザリアを凝ぎよう視しする。

「ローザリア様、なぜご存知なんですか？」

「それは、何についてのご質問でしょうか？　ルーティエ様が悪漢にさらわれ、その首しゆ謀ぼう者しやがわたくしであると糾きゆう弾だんされるシナリオのことですか？　それとも、あなたがそれを思い出したこと？　ルーティエ様の怪あやしい行動を、あなた方が見張っていたこと？　そのためにわたくしを遠ざけざるを得なかったこと？」

　つらつらと述べていくほど、カディオの顔色が悪くなっていく。

「ほ、本当に全部知ってるんですね。陥おとしいれられる可能性があるなんて聞いたら気分がよくないと思って、一応秘密にしていたつもりなんですが……」

　すっかり元気をなくした姿があまりに憐あわれで、ローザリアは息を吐ついた。いじめるのはこれくらいにして、種明かしに移ろう。

「歓かん迎げいパーティの日、バルコニーでその話をしていらっしゃったでしょう？　実はわたくし、部屋に戻もどらずこっそり盗ぬすみ見ていたのです」

　ルーティエが、ありもしないローザリアの犯罪をでっち上げる可能性がある。

　未然に防ぐには、彼女を悪漢達から守らなければならない。そのためには、なるべく近くにいることが望ましい。

　そんな彼らの会話を知っていたから、突とつ然ぜん寂しい状況に陥おちいっても耐たえられたのだ。全ては目的を達するためなのだと。

　説明を聞き終えると、レンヴィルドがそれは不可能だと反論する。

「確かに話の内容は間違っていない。けれどあの日は間違いなく、人ひと払ばらいが済んでいたはずだ」

「えぇ。ですから、読どく唇しん術じゆつを少々」

　ローザリアの切り返しに、彼らは揃そろっておかしな顔になった。

「…………読唇術？」

「ご存知ありませんか？　相手の唇くちびるの動きを読み取って、何を話しているのか正確に把握する技術のことですわ」

「いや、俺だって読唇術は分かるよ？　分かるんだけど」

　ただそれを、深窓の令れい嬢じようが駆く使しする姿というのが全く想像できないだけで。

　カディオは主あるじの前だというのに、無意識に砕くだけた口調になっている。

　ローザリアは、花のように鮮あざやかに笑った。

「いやですわ。これも令嬢として、当然の嗜たしなみです」

「それ、絶対当然ではないからね？　私はもう、あなたが空を飛べるとか魔ま法ほうを使えるとか言い出しても驚かない自信があるよ……」

　レンヴィルドは頭を抱えながら、再び死んだような目付きになった。

　その時ノックの音が響ひびき、主従二人は慌あわてて居住まいを正した。

「失礼いたします、殿下。グレディオール殿どのをお連れいたしました」

　イーライの声と共に扉とびらが開き、グレディオールが入室する。

　関係者以外に聞かせられない内容があまりに多すぎると判断したレンヴィルドは、部下に向かってにこやかに命じた。

「イーライ。すまないが、誰も来ないよう部屋の外を見張っていてほしい」

　主の意思をくみ取ったイーライは、静かに礼をして下がっていく。

　これで、談話室の中は当事者ばかりとなった。

「そうだな……一体、何から聞くべきか」

「では、まずはご紹しよう介かいいたしましょう。わたくしが八歳の頃ころから専属として仕えてくれている、従者のグレディオールです」

　ローザリアの言葉に従うように、グレディオールが進み出る。

　気配が薄うすい従者を正面からじっくり観察したレンヴィルド達は、ひどく驚おどろいた。

　今までなぜ視界に入らなかったのかと不思議なくらい、端たん整せいな顔立ちだったのだ。

　濡ぬれたように艶つやめく黒くろ髪かみに、神秘的な金緑の瞳ひとみ。静せい謐ひつな夜の空気をまとう相そう貌ぼうは、寸分の狂くるいもなくこしらえた人形のよう。

「よろしく、グレディオール殿。私はレンヴィルドだ。二、三質問をしてもいいかな？」

「私にお答えできる範はん囲いであれば」

　相手が王族であっても、グレディオールの態度は一いつ貫かんして素っ気ない。

　ローザリアは見かねて口を挟はさんだ。

「グレディオール、わきまえなさい」

「何をわきまえればよろしいのですか？」

「その方は王弟殿下です」

「王弟殿下だからという理由のみであるならば、私に下げる頭は用意できません。人は身分ではなく、何を成したかによって区別されるべきです」

　ローザリアはなす術すべなしと首を振ふりながら、レンヴィルドを見返す。彼が不快でなさそうなことだけが救いだ。

「申し訳ございません、レンヴィルド様。主であるわたくしに対してであっても、この通り態度を変えない者なのです」

「問題ないよ。あなたの従者なのだから、相応にあくが強いのは想定済みだ」

「……レンヴィルド様、日に日にわたくしの扱あつかいが悪くなっておりません？」

　ローザリアの冷たい視線をかわすと、レンヴィルドは改めてグレディオールに向き直った。

「グレディオール殿。ルーティエ嬢からの証言で、あなたもあとから駆かけ付けたのだと聞いた。一体、どのようにしてあの場所を特定したのかな？」

　行方ゆくえ知れずになったローザリアとルーティエを、彼らは必死に捜さがしたらしい。

　レンヴィルド達が手当たり次し第だい捜そう索さくしている際に、とてつもない轟ごう音おんがしたため街外れに駆け付けた。そこに居合わせたローザリア達を見つけることができたのは、本当に偶ぐう然ぜんだったという。

　グレディオールが、ローザリアに視線を送る。目顔だけで頷うなずくと、彼はありのままを答えた。

「血の匂においがしたからです。どんなに遠く離はなれていても、ローザリア様の血の匂いだけは分かる。そういうものですので」

　要領を得なかったのか、レンヴィルドが複雑そうに顔をしかめる。

　その時、一人優ゆう雅がに紅茶を飲んでいたローザリアの肩かたに、突とつ然ぜん重みが加わった。

　何ごとかと視線を上げると、カディオの顔がやけに間近まで迫せまっていた。肩を摑つかむのは彼の手だ。どこか切せつ羽ぱ詰つまった表情に、わけも分からず目を瞬またたかせる。

「血を、流したのか？」

「……え？」

　彼が発したとは思えない、低く唸うなるような声。鋭するどい刃は物ものでも突つき付けられたみたいに、喉のどが震ふるえて言葉が出てこない。

　怖こわかった。まるで敵でも睨にらんでいるような、温度のない金色の瞳。

　幼い頃から、何度も似たような視線にさらされてきた。

『薔薇ばら姫ひめ』がもたらすかもしれない恐きよう怖ふを、不安を、強い怒いかりに変えて。大人でさえ容よう赦しやなく、理り不ふ尽じんにローザリアを責め立てた。

『お前がいるから国に平へい穏おんが訪おとずれることはない』『災さい厄やくを招く存在を、みすみすのさばらせておくなんて』『レスティリア王国にとって害悪にしかならないのに』

　憎ぞう悪おに近い忌き避ひ感は、まるで針のむしろだった。

　カディオにまで、こうも冷たい眼まな差ざしを向けられるなんて。

　少なからず動どう揺ようしたものの、それを押し隠かくすように視線を逃にがす。何とか重い口を開いた。

「……念のため、前もって弁解させていただきますけれど。あの家屋が吹ふき飛ばされたことと『薔薇姫』であることに、直接の因果関係はございませんわ」

「そういうことじゃないっ、無む茶ちやをして、どこか怪け我がしたのかって聞いてるんだ！」

「──」

　ローザリアは虚きよを衝つかれ、呆ぼう然ぜんとした。

　安易に血を流したことを非難されているのだと、思っていた。迂う闊かつさを責めているのだと。

　けれど、そうだった。カディオはそういう人間じゃなかった。

　ありのままを見てくれる。当たり前に、普ふ通つうの女の子として扱ってくれる。

　まるで自分の方が傷付いたような顔をするから、胸に愛いとしさが込み上げてくる。

　……幼おさな馴な染じみの指し摘てきを必死に誤ご魔ま化かしたけれど、ローザリアも薄うす々うす気付いていた。

　カディオといると、何をしていても楽しいのはなぜか。子どものような笑え顔がおを守りたいと思うのはなぜか。彼のことを知るたびに、嬉うれしくなるのはなぜなのか──。

　頰ほおが緩ゆるむのを止められず、せめて締しまりのない表情はするまいと顔の筋肉を全力で律した。

「ご安心ください。意図的に切った傷なので、何も問題はございません。今は傷口もこのように、綺き麗れいに治っておりますわ」

　すっかり痕あとがなくなった人差し指を見せると、彼は深く息を吐ついた。

　安あん堵どと共に現れた優やさしい表情は、けれどすぐに陰かげる。

「……よかった。だけどやっぱり、悔くやしいな。俺にもっと力があればよかったのに」

「カディオ様は、もう十分お強いと思います。国でも屈くつ指しの実力者ではございませんか」

　近この衛え騎き士し団の中でも、王族にこれだけ信しん頼らいされている人間はほんの一ひと握にぎりだ。これ以上強くなろうとすれば、最も早はや人間の枠わくからはみ出してしまうのではないだろうか。

　獣けもののようなカディオを想像し、もふもふもいいかもしれないとにやけそうになるローザリアの内心など露つゆ知しらず、彼は寂さみしげに微笑ほほえんだ。

「そういうことじゃなくて。……あなたは、一人で全すべてを解決しようとするから。俺達のことも、全然頼たよってくれなくて」

　ローザリアは怪け訝げんに首を傾かしげた。

「それは当然ですわ。わたくし、あなたのことは頼らないと決めておりますもの」

「そ、そうなの？」

　カディオは動揺を隠しきれないようで、悲ひ愴そう感満まん載さいの表情になった。ローザリアはおかしくなって、思わず微笑む。

「カディオ様は、以前おっしゃっていました。『人を傷付けるのが恐おそろしい』と。だからこそわたくしは、せめて任務以外であなたが苦しまなくていいように、強く在らねばと思うのですわ」

　ランウェル・ダントの奇き襲しゆうを受けた時も、剣けんに添そえられた手はかすかに震えていた。前世では武術を嗜たしなんでいたようだが、刃物とは縁えん遠どおい暮らしをしていたのだろう。

　それでも守ろうとしてくれたから、ローザリアも彼を守りたいと思うようになったのだ。そこには、当初抱いだいていた打算など微み塵じんもない。

　呆然としたカディオの唇くちびるから、半ば無意識だろう呟つぶやきが漏もれる。

「あなたは、本当に……」

　彼はどこか困ったように視線を彷徨さまよわせたが、次の瞬しゆん間かんには堪こらえきれないとばかり破顔した。

　鮮あざやかに輝かがやく金色の瞳、包み込むような優しい眼差し。はにかむ唇からこぼれる白い歯と褐かつ色しよくの肌はだの対比は、何度でも見み惚とれるほど眩まぶしい。

「──ありがとう。けど、もう無茶はしないで。俺の心臓がもたないよ」

「はい。できる限り」

「そこは、噓うそでも頷くだけにしてほしいな」

「あなたには噓をつきたくないのです」

　温かな気持ちで微笑み合う。

　すると、無ぶ粋すいな咳せき払ばらいが二人の邪じや魔まをした。

「あー……。仲なか睦むつまじいのはいいことだけれど、話を戻もどしていいかい？　要約すると、あなたが血を流すことでグレディオール殿どのを呼び寄せた、ということかな？」

　レンヴィルドの視線がグレディオールに留まる。彼は静かに応じた。

「私にとってローザリア様の血の芳ほう香こうは、唯ゆい一いつ無二のものですから」

「うーん……」

　どうしても常識が邪魔をして、理解が追い付かない。けれど漠ばく然ぜんとした予感がきざして、胸むな騒さわぎが止まらない。レンヴィルドはそんな、形容しがたい表情をしていた。

「えぇと。現場の惨さん状じようは、あなたが？」

　ほとんど断定に近い問いに、グレディオールは淡たん々たんと頷いた。

「はい。壁かべを破は壊かいするために」

「壁だけでは、済んでいなかったようだけれど」

「すみません。力が入りすぎましたので」

　レンヴィルドとカディオの口こう端たんが引きつった。局地的に災害でも起きたかのような光景を思い出しているのだろう。

　レンヴィルドが、ぜんまい仕じ掛かけの人形のようにぎこちなく振り向いた。

「あなたの従者、強すぎないかな？　建物一つ吹き飛ばすなんて、一体どんな攻こう撃げき方法……」

「ウフフ。わたくしにも説明しようがございませんわ。ドラゴンのすることですから」

「………………は？」

　さらりと真実をさらすと、王弟殿でん下かは人に見せられないような間ま抜ぬけ顔を披ひ露ろうする。ローザリアは状じよう況きようもわきまえず笑いそうになってしまった。

「ドラゴンというと、あれかい？」

「そうです。王国の礎いしずえとして、今も眠ねむり続けていると言われている、あのドラゴンです」

「え？　どういうこと？　恐ろしいほどあなたの言葉が理解できない。私はこんなにも頭が悪かったのか……」

「レンヴィルド様、お気を強くお持ちになって」

「あなたに慰なぐさめられている現状がまた、余計に癪しやくに障さわるのだけど」

　八つ当たりで恨うらめしげに見つめられたので、得意技わざである鉄てつ壁ぺきの微笑みを炸さく裂れつさせておく。

　レンヴィルドは少し乱暴に髪かみを搔かき上げた。

「もう驚おどろかないと思っていたのに、まだこんな隠し玉があったとは……。ドラゴンが人の姿になるなんて、見たことも聞いたこともないよ」

「えぇ。グレディオールによりますと、眠りについている本体から切り離した分身を、人に似せているそうですわ。意識だけの存在らしいのですけれど、不思議と実体もありますの」

　だから紅茶を淹いれることもできるし、従者として働くこともできる。

「ドラゴンが血を欲ほつして目覚めたら、王国が滅ほろびる。全く、とんでもない風評被ひ害がいですわ。こうして何一つ問題なく側そばにおりますのに」

「というより、どういう図太い神経をしていたら、ドラゴンを従者にしようなんて無む謀ぼうな発想にたどり着くのか……」

　疲つかれたように呟くレンヴィルドの隣となりで、カディオは先ほどから微び動どうだにしていない。彼もさすがに驚いているようだ。

「大体、子どもの頃ころから一度として出血しないなんて、不可能だと思いませんか？　怪我をしたことはありました。けれど大陸に異状はありません。それが全てなのです」

　そうでなければローザリアとて、学園に編入などという我が儘ままを貫つらぬいたりしない。

　これを知っているのは祖父とアレイシス、フォルセ。そしてセルトフェル邸ていの有能な使用人達のみだ。

「周囲の方々を安心させるために、わたくしは籠かごの鳥で居続けました。慣習を守っていれば、誰だれにも文句を言われませんから」

　ドラゴンの存在を公表すれば、貴族達だって『薔薇ばら姫ひめ』の無害を信じてくれるかもしれない。

　けれど証明のためにグレディオールを矢や面おもてに立たせるのは、間ま違ちがっていると思った。

　自由と引き換かえに彼を差し出すなんて、ローザリアにはできない。だから、自ら籠の鳥でいることを選んだ。

「セルトフェル邸の守りが固いのは、わたくしの利用価値が大きすぎるためですわ。グレディオールは、本人の気まぐれとはいえ現在はわたくしの従者。ドラゴンを従えているわたくしの戦力は、計り知れませんから」

　昔から危険な輩やからは、グレディオールが返り討うちにしてきた。八歳の時からずっと。

　レンヴィルドは、恭うやうやしくという言葉が相応ふさわしいほど丁てい寧ねいに、グレディオールを仰あおぎ見た。

「グレディオール様。あなた様はなぜ、ローザリア嬢じように従っていらっしゃるのでしょうか。あなた様ほどのお力があれば、わざわざ人と対等な契けい約やくをする必要などないはずです」

　グレディオールがゆったりと瞑めい目もくすると、宝石のような金緑の瞳ひとみが隠かくれた。

　そうすると不思議と印象がぼやけるので、何か認にん識しきを阻そ害がいする仕掛けでもあるのかもしれない。

「まず、一つ訂てい正せいをさせてください。私は今現在、あくまでもローザリア様の従者であるグレディオールです。どうか周囲に怪あやしまれないためにも、そのように扱あつかってください」

　王族から上位の扱いをされるというのは、非常にやりづらい。

　レンヴィルドは生き真ま面じ目めに頷うなずいた。

「分かりました。では、グレディオール殿」

　全く敬語が抜ぬけない王弟殿下に、グレディオールは僅わずかに顔をしかめる。矯きよう正せいは不可能と判断して話を進めた。

「そしてもう一つの訂正なのですが、そもそもドラゴンが『薔薇姫』の血液を欲ほつするという事実は存在しません。ローザリア様の甘い血の芳香は敏びん感かんに察知しますが、ただそれだけです」

「……では、利益もなく彼女を守っていると？」

　血液の授受という取引材料があるならまだしも、ただの従者でいる理由はない。レンヴィルドは訝いぶかしげに眉まゆを寄せた。

　グレディオールはローザリアに視線を移す。

　視線がぶつかると、二人は当たり前のように笑い合った。

「……もう、八年ばかりの付き合いです。子どもの頃から見ていれば、少しは絆ほだされますよ」

　それはいつかの晴れた日の午後。

　血液の匂においに惹ひかれて現れたドラゴンに、幼いローザリアは言い放った。

『わたくしの血の香かおりは、あなたにとってそれほど魅み力りよく的なのね。では生かしておけば、あなたは何年何十年もこの香りを楽しめるわ』

　一理あるかもしれないと少しでも考えたなら、もうローザリアのペースだった。

『わたくしがどこかであっさり死んでしまったなら、あなたにとっても大きな損失になると思わない？　ならば、あなたはわたくしを守るべきでは？　案外、人に溶とけ込んで生きてみるのも面おも白しろいかもしれないわよ』

　二人が出会い、過ごしてきた日々は、他人には到とう底てい理解できないだろう。

　けれどグレディオールは人として生きる面白さを知った。人に仕えてみるのも一興だと。

　ローザリアもまた、出血しても国が滅びることはないと知った時、どれほど救われたか。

　そうして従者となったドラゴンは今、心から信しん頼らいできる相手となった。

「これで、十分納なつ得とくしていただけたでしょうか？　誘ゆう拐かい騒さわぎについてはあらかた話し尽つくしましたし、わたくし達はこの辺で失礼させていただきますわ」

　ローザリアが立ち上がろうとすると、跪ひざまずいたグレディオールがすかさず手を差し出した。

　献けん身しん的に仕えるドラゴンの姿に、レンヴィルドが絶句する。彼に当然のように支えられている、ローザリアにも。

「……よく理解できた。あなたはやはり、噂うわさに違たがわぬ『極ごく悪あく令れい嬢じよう』だ」

　扉とびらをくぐろうとしたところで王弟殿下の、しみじみとしながらも失礼な呟つぶやきを拾ってローザリアは振ふり返る。ささやかな意い趣しゆ返がえしを込めて微笑ほほえんだ。

「そうでした、レンヴィルド様。お伝えしなければならないことが、一つだけ」

　名指しをされたレンヴィルドが、夢から覚めたように目を瞬またたかせる。

「お祖父じい様に、口くち添ぞえしていただけるようお願いしておきました。そろそろ手紙が届く頃だと思うので、これからはあなたのお仕事も楽になるかと」

　毎日激務に追われていた彼にとっては、間違いなく朗報。

　けれどレンヴィルドはガックリと項うな垂だれた。

「……それを一番後回しにするあなたに、すっかり慣らされている自分が可か哀わい想そうでならないよ」

　虚むなしい嘆なげきを、部屋から出て行くローザリアは見事な笑え顔がおで黙もく殺さつした。
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　チョコレート色のコスモスが咲さく中庭は、遮さえぎるものがないため日当たりがいい。

　肌はだ寒ざむい時季でもベンチに座っていられるのは太陽のおかげと言えるだろう。

　それでもわざわざ出歩く生徒は少なく、放課後の中庭は静せい寂じやくに揺蕩たゆたっているようだった。

「……あなたに、これは現実だって言われた時、殴なぐられたくらい衝しよう撃げきだった」

　白いベンチの隣で、ルーティエが儚はかなげに呟いた。

「信じてもらえないかもしれないけど……私ね、転生者ってヤツなんだ。『ルーティエ』として生まれ変わる前の記き憶おくがあるの。前世の私は、難病を抱かかえる女の子だった」

　無機質な白い病室。耳の奥までまとわりつくような機械の電子音。穏おだやかな雰ふん囲い気きに潜ひそむ死の匂い。本やゲームの世界が、唯ゆい一いつの拠より所だった少女。

「その時はまだ十三歳だったのに、死んじゃって。でももう一度目を開けたら、好きだったゲームのヒロインになってた。私は、きっと神様がくれたご褒ほう美びなんだって思った。ずっと痛くて苦しいまま病気と闘たたかい続けたから、お疲れ様って、神様が優やさしくしてくれたんだって」

　前世で死んだ時と同じ年ねん齢れいになり、突とつ然ぜん記憶が甦よみがえったのだという。確かにルーティエの口調はいとけなく、ローザリアには彼女が幼い子どものように思えてきた。

　物事の善悪も主観でしか考えられない幼さ。狭せまい世界で生きてきた者特有の閉へい塞そく感かん。

　ローザリアには、身に染しみて分かる。

　彼女は誘拐騒ぎ以降、憑つき物が落ちたように人が変わった。

　明るさや天てん真しん爛らん漫まんな部分はそのままだけれど、誰だれ彼かれ構わず愛あい嬌きようを振りまくことはしなくなった。

　身分制やマナーについても少しずつ学び始めていると、アレイシスから聞いていた。

「それは、どんなゲームだったのですか？」

　ローザリアが静かに問いかけると、彼女は翡ひ翠すい色の瞳をパチパチと瞬かせた。

「ゲーム？　今あなた、ゲームって言った？　やっぱり転生者なの？」

「何度も言うようですが、わたくしは転生者というものではありません」

　すがるような声だったが、きっぱりと否定する。

　取り乱しかけたルーティエだったが、表情に陰かげを落としつつも大人しく引いた。

「……じゃあ、何で信じてくれるの？　意味の分からないことばかり言って、おかしいって思わない？　私のこと、気持ち悪いって」

　俯うつむく顔に、ローザリアは躊躇ためらいなく手を伸のばした。

「そんな不安そうな顔をされては、疑う方が難しいですわよ」

　指の腹で優しく頰ほおを撫なでると、ルーティエは信じられないというように涙なみだのにじんだ目を瞬かせた。

　彼女に対しては、複雑な感情がある。

　アレイシスとフォルセのことだけじゃなく、理由もなく絡からまれることにもうんざりしていた。

　十三歳で亡なくなったという前世の話を聞くと同情の余地はある気もするが、だからと言って何をしても許されるわけではない。

　ローザリアなどそのくらいの歳にはセルトフェル邸ていの書物を読破し、異国の稀き覯こう本などを取り寄せたりしていた。

　閉じ込められていても学べることはある。無知でい続けることは罪だ。

　けれど、いつ消えてしまうか知れない自分の命と向き合い続けるギリギリの精神で、将来なんてまるで考えられない状じよう況きようで、知識を得ようと思える人が何人いるだろう。

　まして、人と接することでしか得られないものは、確かにあって。

　……それを罪だと切り捨てるなんて、ずっと似たような生き方を強しいられてきたローザリアにはできなかった。

　ほとんど泣きかけていたルーティエだったが、涙が千切れ飛ぶ勢いで頭かぶりを振ると、パッと明るい笑顔を作った。

「えっと、あのね、恋れん愛あいを疑ぎ似じ体験できるシミュレーションゲームってヤツなんだ。攻こう略りやく対象の男の子達がいて、誰だれと恋こいに落ちるのか選べるようになってるの。誰のルートに入ろうと邪じや魔ましてくるのが、悪役令嬢のローザリア・セルトフェル」

　大好きな義弟おとうとや婚こん約やく者を奪うばわれたローザリアは、自らの配下を動かして嫌いやがらせを始める。

　それらを協力し合ってはね除のけるたび、ルーティエと攻略対象者達との絆きずなが深まっていく。それを面白く思わないのはローザリアだ。

　ルーティエへの嫌がらせは日を追うごとに苛か烈れつさを増していく。

　ついには人さらいに売られかけたが、危き機き一いつ髪ぱつというところで救出され事なきを得る。

　その後犯おかした罪が次々に露ろ見けんしていき、ローザリアは糾きゆう弾だんされる。

　彼女はセルトフェル家から追放され、貴人用の牢ろうの中で生しよう涯がいを終えるのだった。

　何度も名前は出るが、糾弾される場面までは一度として姿を現さない幻まぼろしのような存在。屋や敷しきから出ることなく情報を操あやつり、あらゆる悪事に手を染める。

　それがゲームの中でのローザリア・セルトフェルだったという。

　──大体合っているのが恐おそろしいところね。カディオ様と出会っていなければ、本当にどうなっていたか分からないわ……。

　ローザリアは微び妙みような気持ちになりながら、若じやつ干かん遠い目になった。別の世界とはいえ、とんでもない物語があるものだ。

「けれどそれですと、レンヴィルド様とわたくしに全く接点がありません。無関係の王弟殿でん下かとルーティエ様の仲を、なぜわたくしが邪魔しなければならないのですか？」

「そこはほら、王族に私みたいな庶しよ民みんが嫁とつぐなんて許せない、みたいな嫉しつ妬とからだよ」

　誰と恋に落ちる物語でも、ルーティエは攻略対象全員と親しくなるのだそうだ。

　アレイシスとフォルセを奪われた嫉妬もあったのではないかと彼女は推測する。

「まぁ、結局はただの僻ひがみではないですか。何だか無理やりこじつけたように感じますし、設定の甘い物語ですわね」

「基本的に子どもが楽しむものだからね。そんなケチつけなくてもいいじゃない。大体、ケチつけたいのはこっちの方だよ。あなたの従者……グレディオール、だっけ？　あの人がドラゴンだったなんて、ホントあり得ないから」

　グレディオールの正体は彼女にも話してあった。

　ドラゴンの力を目まの当たりにしたからには、説明しておかねば妙みような誤解を招きかねない。

　ちなみに、ゴロツキ達に対しては『とても強い従者』で押し通している。思わず頷うなずいてしまうような圧を込めた笑顔付きで。

　──今後の付き合いによっては、彼らに打ち明ける日も来るかもしれませんけれど。

　ゴロツキ達への労ろう役えきは、ローザリアが主導することが決定していた。

　シャンタン国の建築様式を指導するためというのが表向きの理由だが、彼らがローザリア以外の貴族を信しん頼らいしないというのが一番大きかった。

　約一名、やけに心しん酔すいしきっている男への対応に苦心しているが、それは些さ末まつな問題だ。むしろ、グレディオールから随ずい時じ放たれている殺気に気付かない彼の鈍にぶさには恐れ入る。

　今後を思い若干気が遠くなりかけたローザリアだが、すぐにルーティエに向き直った。

「そういえば、ドラゴンは物語に出てこないのですか？　その辺りはゲーム知識とやらで把は握あくしているのかと思っていたけれど」

　彼女は少し思案したのち、首を横に振ふった。

「ゲームにはそんな設定、なかったと思うよ。人気作だから続編とか公式ファンブックとかも出てたけど、そんなことどこにも書かれてなかった気がする。ローザリア・セルトフェルの過去に関しても、ほとんど触ふれられてなかったし」

「まぁ、主観で描えがかれた物語ですし、所しよ詮せんその程度でしょうね。なぜその程度の質で人気があったのか、理解に苦しみます」

「だからぁ。ただの乙おと女めゲームにそこまでの完成度求められても」

　拗すねて唇くちびるを尖とがらせていたルーティエが、急に元気をなくした。

「……ずっと、他人の物語を見てるみたいな気分だった。カッコいい男の子達に囲まれても、嬉うれしいと感じるのなんか初めの内だけで。逆ハールートにうまく入らなきゃ、落とした相手の好感度を維い持じし続けなきゃって、段々焦あせるばっかりになって」

　ゲームなら、選せん択たくを間ま違ちがえても何度だってやり直せばよかった。誰を選んでもいつかはハッピーエンドにたどり着く。

「でも、現実なんだよね。あなたに言われて、すごく怖こわくなった。傷付くのも死ぬのも、私自身なんだって。……人を、傷付けるのも」

　逆ハーレムなんて現実ではあり得ない。安易に相手の気持ちを摑つかんで、弄もてあそんで。全員と幸せになることなんてできないのに。

　唇を震ふるわせていたルーティエは顔を上げると、真っ直すぐにローザリアを見つめた。

「前世の知識を利用して、好かれる自分を演じてた。決して許されることじゃないけど、アレイシス様達にはそのことを謝ったよ。それでもいいって言ってくれたから……これからはもっとちゃんと考える。結局、誰かを傷付ける結果になるかもしれないけど……」

　彼女の声こわ音ねはどんどん萎しぼんでいく。

　苦く悩のうの末の結論を打ち明けるのは、それがけじめだと思っているからだろう。

　義弟と疎そ遠えんになっただけならまだしも、フォルセとは婚約を破は棄きした。ローザリアは紛まぎれもなく被ひ害がい者しやだ。

　悟さとられないようそっと息をつくと、再び俯いてしまった彼女を覗のぞき込む。

「誰かどころか、全員傷付ける結果になっても構いませんのよ？」

「……え？」

　目を瞬またたかせながらルーティエが顔を上げる。

　翡ひ翠すいの瞳ひとみは、透とう明めいな湖面が風に揺ゆらいでいるようだった。涙を必死で堪こらえる健けな気げさには、さすがのローザリアだって絆ほだされる。

「全面的に自分が悪いと思っていらっしゃるようですが、コロリとあなたを好きになった彼らにだって責任はあります。婚約者を繫つなぎ止められなかった、わたくしにも」

　もしあのままカディオに出会えていなかったら、後あと戻もどりできないほどの憎にくしみが膨ふくれ上がっていたかもしれない。憎ぞう悪おに心を染め、物語の通り彼女を攻こう撃げきしていたかも。

　だがそれは、あくまで仮定の話。

　たとえそれが運命の示す道だったのだとしても、分ぶん岐き点てんはもう変わってしまった。

　結果論だけれど、今のローザリアには彼女に対する遺い恨こんがない。だから、いいのだ。

「大事なことは、この先どれだけ誠意をもって接するかではございませんか？　そしてあなた自身が、相手を心から好きだと思えること。選せん択たく肢しを彼ら三人だけに狭せばめてしまっては、人生の無む駄だ遣づかいです」

　ローザリアは立ち上がると、悪役令れい嬢じようよろしく片頰ほおを吊つり上げて笑った。冷たい風に乱れたシルバーブロンドを、背中へと払はらい除のける。

「悲しい結果になったとしても、ここからは彼らの甲か斐い性しようの問題ではございません？」

　意表を衝つかれたのか、ルーティエは呆ぼう然ぜんとしている。ローザリアはスッと手を差し出した。

　その手をまじまじと見下ろすと、彼女は柔やわらかく表情をほどいて自らの手を重ねた。輝かがやく太陽のような笑え顔がおはとてもルーティエらしい。

　攻略対象達をゲーム知識で陥かん落らくさせたことに罪悪感を抱いだいているようだが、彼らが好きになった『ルーティエ』は演技の中だけにいたわけではないはずだ。彼女自身の本質にも、確かに人を惹ひき付けるものがある。

　大体、女だろうが男だろうが、好かれる自分を演じるなんて珍めずらしいことでもないのだから。

「行きましょう。もう、約束の時間です」

「うん！　ありがとう、ローザリアさん」

　ローザリアにつかまり立ち上がったルーティエは、そのまま手を繫いで歩き出す。

　はしゃいで手を振る姿は微笑ほほえましいが、あまり強く引かれると肩かたが抜ぬけてしまいそうだ。

　ローザリアまで楽しくなってクスクス笑った。

「また何か悩なやむことがあれば、ご相談ください。──ルーティエさん」

「うん！　なら私にも相談してよ」

「それはどうかしら。あまりに頼たよりないもの」

「ひどい！」

　鮮あざやかに色付いた中庭を、笑い合う少女達の姿が横切っていった。







　本日はみんなでお茶会をすることになっていた。

　みんなというとカディオとレンヴィルドはもちろん、フォルセにアレイシス、ジラルド、ついでにイーライも一いつ緒しよに、ということだ。

　利用する談話室は最大規模のもので、二十人以上がゆったりくつろげる広い部屋。

　男性陣じんは既すでに揃そろっており、ローザリアの専属メイドと従者が紅茶の準備をしていた。

　いつも通り淡たん々たんと働くグレディオールに、レンヴィルドとカディオがやけに恐きよう縮しゆくしすぎて周囲をざわつかせていた。さもありなん。

「遅おそかったな」

　ジラルドが腕うでを組みながら、ローザリアを睨にらむ。

　彼は誘ゆう拐かい騒さわぎ以来、以前にも増してしつこく絡からんでくるようになっていた。

　今回の事件は、結果的に国政を動かすものとなった。ローザリアが提案した画期的な方策の数々が、将来国を背負しよって立つ身としては悔くやしいらしい。

　だがあれらは、レンヴィルドの力があるからこそ実現できるものだ。

　口にするだけならお嬢じよう様さまの我が儘ままと大差ないと何度も言っているのだが、彼のきつい態度が矯きよう正せいされる気配はない。

　面めん倒どうな会話に付き合う気はなく、ローザリアは鉄てつ壁ぺきの笑みを浮うかべた。

「お待たせしてしまったのなら申し訳ございません、ジラルド様。女同士ですので、話したいことも多くございました」

　女の付き合いを持ち出されると男は弱いもの。

　問答無用で黙だまらせられるはずが、今度はアレイシスが口を出した。

「そうは言っても、義姉ねえさん。女が二人で出歩くのはよくないだろ」

　ルーティエもローザリアも、彼にとっては庇ひ護ごすべき対象だ。二人で話している間もずっとやきもきしていたに違ちがいない。

「心配性しようね、アレイシス。ここは学園内よ」

　王立学園の敷しき地ち内にいて、一体どんな危険があるというのか。

　着席しながら答えると、斜はす向むかいの席からフォルセが苦く笑しようをこぼした。

「君達はさらわれたばかりだから、僕はアレイシスの気持ちも分かるよ。煩わずらわしいと思わず、義姉あねとして付き合ってあげたらどうかな？」

　ローザリアに対するフォルセの表情は、以前に比べてぎこちないところがなくなった。まるで家族同然に戻もどったみたいだ。

　なので、ローザリアも遠えん慮りよなく言い返す。

「フォルセ様。わたくしが優やさしい義姉だったことが、今までに一度としてあったでしょうか？」

「君がそんなふうだから、アレイシスの女性の好みが歪ゆがんでしまったのでは……」

「同じ方をお慕したいしているフォルセ様に、それをおっしゃる権利は全くございませんよ？」

　皮肉を言い合い、互たがいに小さく笑う。

　完全に以前のような距きよ離り感かんを取り戻すのはまだまだ先だろうけれど、きっといつか関係は修復するものと信じられた。

　ローザリアは、ミリアに差し出されたティカップに口を付ける。

　湯気の立ち上る紅茶には、好みを熟知している彼女によって甘い蜂はち蜜みつと生しよう姜が、ミルクが入れられていた。冷えた体が芯しんからポカポカする。

　次に、林りん檎ごのジャムをサンドしたクッキーに手を伸のばす。隣となりの椅い子すに座ったレンヴィルドが、甘さを想像してこっそり顔を歪めるのが面おも白しろい。

「……それで、納なつ得とくいくまで話せたのかい？」

　彼は対面の席についたルーティエに、さりげなく視線を送る。ローザリアは微笑んで頷うなずき返した。

「はい。いつも気にかけていただいて、本当にありがとうございます」

「お礼は必要ないよ。私は気にかけているだけで、特に何もしていないのだから」

「何をおっしゃいますか。殿でん下かが議会に提案した政策は、王都を根本から造り替かえる素す晴ばらしいものだと今や手の平を返したように絶賛の嵐あらしと聞きましてよ」

「だからあなたは、そういった最新の王宮事情になぜ精通しているのかな……」

　ローザリアの祖父であるセルトフェル侯こう爵しやくのてこ入れもあり、彼の激務はようやく落ち着いてきたところだった。表情や言動にも余よ裕ゆうが戻っている。

「そもそも、その全すべてを丸投げしたあなたがそれを言うのかい？」

「ウフフ。卑ひ小しようなわたくしには、殿下のような実行力も発言力もございませんもの。全ては殿下の指導者としての資質があってこそですわ」

「そうだね。これでもしあなたが実行力と発言力を兼かね備えるようになったらと、想像するだけでも恐おそろしいよ……」

　疲つかれきったため息を落とすレンヴィルドを尻しり目めに、ローザリアは平然とジャムサンドクッキーを口に含ふくんだ。舌先が痺しびれるような甘さをゆっくりと味わう。

　騒そう々ぞうしくルーティエの隣りん席せきを奪うばい合っていた男性陣が、何だかんだと協力し合い、彼女の世話を焼き始めていた。

　まめに紅茶を注つぎ足したり、手ずからお茶ちや請うけを取り分けたり。

　微笑ましい光景に、そしてそれを微笑ましいと思える自分自身に、ローザリアは頰を緩ゆるめた。

　ルーティエはヒロインなんかじゃないし、ローザリアも悪役令嬢じゃない。

　ふと、カディオと目が合う。

　彼の金色の瞳ひとみも温かな光を湛たたえていて、考えていることはきっと同じだと分かる。

　言葉は交かわさずに、ローザリア達は笑い合った。
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　週末。学園生活に慣れてきたローザリアは、久しぶりにセルトフェルの屋や敷しきに帰っていた。

　侯こう爵しやく邸ていが誇ほこる庭園はすっかり色いろ褪あせていたが、懐なつかしい景色を感かん慨がい深く眺ながめる。久しぶりに顔を合わせる使用人達との雑談は楽しく、離はなれていた時間がすぐに埋うまっていくようだった。

　午後になると、屋敷にいた時と同じように談話室でリジクと向かい合う。

　相変わらず甘いものに目がない祖父は、四切れ目のアーモンドタルトに手を伸ばしていた。

「お祖父じい様。甘いものは控ひかえるよう、何度言わせれば気が済むのですか？」

「その台詞せりふ、そっくりそのまま返させてもらおう」

　そうは言うが、ローザリアの甘いもの好きは完全に祖父の影えい響きようだ。頭脳労働の必ひつ需じゆ品として認にん識しきさせたのは、間ま違ちがいなくリジクなのだから。

「俺とてこれでも控えている。お前こそ、嫁よめ入いり前だというのに食べすぎではないか？」

　暗に体形の変化を危あやぶまれ、腹が立ったローザリアは皮肉で応おう酬しゆうした。

「あら。あれほど反対なさっていたお祖父様に、そのような心配をしていただけると思いませんでしたわ。カディオ様との結けつ婚こんを応おう援えんしてくださいますの？」

　リジクは全く取り合うことなく、けれど忌いま々いましげに嘆たん息そくした。

「ローズは大人しくさせておくに限るからな。今回の誘拐騒ぎに伴ともなうあれこれで、俺はつくづく思い知らされた。お前を制せい御ぎよしておいてくれるなら、カディオ・グラントでも誰だれでも構わん」

「まぁ、人聞きの悪い」

　学園に通い始めて半年程度で、誘拐騒ぎに家屋全ぜん壊かい。ついでにカンニング騒そう動どうのことも彼の耳には入っていることだろう。それから数学教師に目を付けられ、学問追究の徒が集つどう『賢けん者じやの塔とう』に勧かん誘ゆうされ続けていることも。

　いらぬ心配ばかりをかけてしまっているため、さすがのローザリアも言い返すことができない。

　カディオを射止めるはずが、本来の目的はなぜこうも遠いのか。

「それで？　めぼしい進展はあったのか？」

「それが、外の世界で多くの殿との方がたと触ふれ合ったことで、この気持ちが本当に恋こいなのか分からなくなってしまいまして……」

「何だその恋れん愛あい小説のように眠ねむたい言い訳は。白々しい」

　現実的ではないと吐はき捨てられ、ローザリアは唇くちびるを引き結んだ。なぜ年とし頃ごろの娘むすめなのに、浮うわついた台詞を鼻で笑われなければならないのか。

「カディオ・グラントでも、例えば他ほかの誰でも、好きに選べばいい。老い先短い俺に代わり、お前を守ってくれるのならな」

「お祖父様……」

　祖父が珍めずらしく身内らしい一面を覗のぞかせる。

　生まれながらに『薔薇ばら姫ひめ』という運命を背負ってしまった孫まご娘むすめの将来を、本気で憂うれいているのだろう。順当にいけば、リジクは確実にローザリアより先に死ぬ。

「嫌いやですわ。その若作りした外見では、冗じよう談だんにしか聞こえませんわよ」

「残念だが、これは遺伝だ。今言った皮肉は将来、お前自身に返ってくるからな」

　茶ちや化かすと、祖父は不満そうに顔をしかめた。

　確かに他人より苦労の多い人生だが、最近ではそれほど悪いものではないと思い始めている。

　ローザリアの世界は今まで、セルトフェルの邸てい内ないで完結していた。

　けれど一歩外に踏ふみ出してみれば、生意気な後こう輩はいや天てん真しん爛らん漫まんな友人、迷めい惑わくをかけても何だかんだ許してくれる王弟殿下や、馬ば鹿かみたいにお人ひと好よしな騎き士しに出会えた。

　案外、悪くないのではないだろうか。

　こうして心から案じてくれる祖父もいてくれるのだから。

　苛いら立だち紛まぎれにタルトをかじるリジクに、ローザリアは小さく笑えみをこぼした。

　祖父は紅茶を一息にあおると、ふと思い出したように口を開いた。

「ところでローザリア、今日はアレイシスと一いつ緒しよに帰ってくると思っていたが？」

　義弟おとうとや元婚こん約やく者との和解も、リジクは既すでに把は握あくしているようだった。素知らぬ顔で空になったカップに紅茶を注いでいるが、これはミリア辺りが気を利きかせたのかもしれない。

「確かに関係は修復いたしましたが、彼らのルーティエさん熱が冷めるわけではないですもの」

　今日だって、おそらく城下街にいるのではないだろうか。ジラルドとフォルセも一緒に。

「それに、今日はレンヴィルド様がお祖父様をお訪ねになるのでしょう？　あの子は家と外とで顔を使い分けているから、家族以外がいる屋敷には寄り付かないでしょう」

「それもそうか。挨あい拶さつをしないわけにもいかないからな」

　屋敷にいたなら立場的に、レンヴィルドをもてなさなければならなくなる。

　アレイシスの本日の不在には、それを回かい避ひする意味合いもあるはずだった。

「そういえば、例の政策の件。お祖父様のお力ちから添ぞえのおかげで、晴れて議会を通ったそうで。わたくしも一安心いたしました」

「王弟殿下は人望のある方だからな。うるさい者さえ黙だまらせられれば問題なかった」

　レンヴィルドが感謝を述べに来訪する余裕ができたのも、議会が落ち着いたからだ。

　カディオも一緒に来るはずなので、ローザリアも今から楽しみにしていた。

　彼らが訪問する前に温室のハーブでも摘つんでおこうかと考えていると、頰ほおに強い視線を感じた。

「……何ですの？」

　静かに目線を交わらせる。

　シルバーブロンドから覗く思し慮りよ深い青灰の眼まな差ざしは、何かを探さぐるかのようだった。

「──民衆の王弟殿でん下かへの評判を裏で操作したのは、お前だろう？」

　にわかに、静せい寂じやくが落ちる。

　秋の柔やわらかな日ひ射ざしが、急速に冷えていく空気といかにも不ふ釣つり合いだった。

　素す晴ばらしい政策の数々を提案する、有能で英えい邁まいな王弟殿下。若き実行力の登場に、王都民の話題は持ちきりだった。

　下級貴族は平民との垣かき根ねが薄うすいため、王都に広まった噂うわさを拾いやすい。

　そして下級だからこそ、彼らの数は圧あつ倒とう的だった。旗はた頭がしらを一つにすれば発言力はかなりのものとなる。

　元々中ちゆう堅けん貴族からの支持が厚かったレンヴィルドに下級貴族がついたことで、流れは一気に傾かたむいた。議会の混乱が収束したのも、彼らの功績が大きかったと言える。

　噂は高位貴族の間にも浸しん透とうし、王弟殿下の人気は今や飛ぶ鳥を落とす勢いだった。

「生き残るために小こ賢ざかしく立ち回るしか能がないと思われていた弱小貴族達の反はん撃げきに、古参貴族は面めん食くらっていたぞ。まさか彼らを、美談一つでまとめ上げてしまうとはな」

　保身を何より重要としている下級貴族には、長いものに巻かれる事なかれ主義が多い。

　そんな彼らが高潔な意志をもって立ち上がるなど、誰が想像できただろうか。

　彼らを見くびっていた古参貴族には、まさに青天の霹へき靂れきだったに違ちがいない。

　ローザリアは何一つ反応を示すことなく話を聞き終えると、口角をゆっくり引き上げた。

「──何のことでしょう？」

　アイスブルーの瞳が、硬こう質しつな輝かがやきを放つ。

　冷たく、傲ごう慢まんにさえ見える高貴な光。凜りん然ぜんと座る姿は気高い薔薇よりも美しかった。

「……」

　今回の暗あん躍やくに、情報操作を得意とするミリアが関かかわっていないはずがない。だが彼女に口を割らせるのは至難の業わざだろう。

　リジクは追つい及きゆうを諦あきらめると、また新たなタルトに手を伸のばした。

「今回のことで、殿下の人望は高まっている。国王陛下の地位を脅おびやかすのではと危険視する古参貴族は多い。この件が将来どう転ぶか分からんぞ」

「なぜそれをわたくしにおっしゃるのか理解できませんが、その辺りのことは実際何かが起きてからでも十分対処できるのでは？　レンヴィルド様が王位を狙ねらっていないのは周知のことですし」

　胡う散さん臭くさい笑みのまま、ローザリアは立ち上がった。

「どこへ行く？」

「少々、温室へ。お客様がいらっしゃる頃ころには戻もどります。お祖父様も来客があるのですから、そろそろお菓か子しは控えてくださいね」

　孫娘が去り際ぎわに残していった苦言など聞こえないふりで、リジクは大きめに切り分けたタルトを不ふ機き嫌げんそうに頰ほお張ばった。







　お気に入りの温室は、ローザリア専用の庭園内にあった。

　ローザリアは美しく咲さく花も好きだが、小さく素そ朴ぼくな花を特に好んでいる。その上暮らしの役にも立つという一石二鳥さを素晴らしく思い、ここにはハーブや薬草が多く栽さい培ばいされていた。

　外の空気は冷たくても、温室内は日射しのおかげでポカポカと暖かい。

　手入れを終えると、片かた隅すみに設しつらえてあるテーブルセットのソファに腰こしを下ろした。

　ミリアがすかさずミルクティを差し出したので、苦く笑しようしながら受け取る。

「また、種まきの時季ね。今年は学園に編入したからほとんどお手入れができなくて、使用人達には迷惑をかけるわ」

「種まきは、庭師のカイズが済ませたと申しておりました。ローズ様は些さ末まつなことなど気にせず、どうぞ思うままにお過ごしください」

「ありがとう」

　そういえば、寒さに弱いゼラニウムやレモンバーベナ、アニスヒソップがしっかり温室内に移動しているようだった。

　寡か黙もくな庭師とはまだ顔を合わせていないが、仕事一筋の老人なので手て抜ぬかりがあるとは思っていない。彼に任せていればローザリアの温室も安あん泰たいだ。

　束つかの間ぼんやりくつろいでいると、頑がん丈じような扉とびらがぎい、と音を立てた。

「失礼します」

　そこに立っていたのは、褐かつ色しよくの肌はだに近この衛え騎き士し団の緑の制服をまとった、赤髪がみの青年──カディオだった。

　彼はローザリアを認めると、金色の瞳ひとみを驚おどろいたように瞬またたかせる。

「あ、あれ？　こんにちは、ローザリア様。あの、俺は、温室に咲いている百合ゆりをもらってくるようにと言われたのですが……。あれ？　案内の人は？　何でいなくなってるんだ？」

　キョロキョロと辺りを見回す姿に、ローザリアは諸もろ々もろを察した。

　おそらくリジクが気を利かせて、彼を誘ゆう導どうしたのだろう。案内役の使用人にまで言い含ふくめて。

「ごきげんよう、カディオ様。残念ながらここには、そういった観賞用の植物はありませんの」

　答えつつ、ローザリアは立ち上がった。

「よろしければ、こちらで一緒にお茶でもいかがですか？　外はお寒かったでしょう」

　ミリアとグレディオールは、既に姿を消している。

　植物の陰かげにでも潜ひそんでいるのだろうが、ローザリアからすれば二人きりのようなものだ。

　けれどカディオからは、いつもと変わらぬつれない言葉が返ってくる。

「申し訳ありませんが、俺はすぐに戻らなくてはなりません。任務中なので」

「レンヴィルド様でしたら、お祖父じい様と東の庭園に移動しているのではないかしら。あちらには大きなカエデの木がありまして、見事な紅葉が楽しめますの。カディオ様、場所はご存知ですか？」

「……」

　セルトフェル家の敷しき地ちが広大であることは、彼も重々分かっているだろう。また迷子になっては敵かなわないと思ったのか、カディオは素す直なおに腰を落ち着けた。

「こうして学園の外でお会いするのは、カディオ様が我が家に迷い込んだ時以来ですね」

「いや本当、あの時は公園で遭そう難なんしてしまったと混乱してたから、とても助かりました。ここの敷地にはこんな立派な温室まであるんですね。俺は植物には詳くわしくありませんけど、ハーブの匂においがするような……」

「はい。ここでは、そういった植物を多く育てておりますの。わたくし専用の温室ですので、好きにさせていただいております」

「えぇ!?　この巨きよ大だいな温室自体が、ローザリア様のものなんですか!?」

　温室だけで腰が引けているカディオには、この庭の一帯がローザリアの所有物であることは黙っておいた方がよさそうだ。

　慌あわてふためく彼とのやり取りが初めて出会った時をなぞらえているようで、自然と心が和なごむ。

　ローザリアは来客用として余分に用意されていたカップを取り出し、カディオの分のミルクティを注ぐ。甘党な彼に合わせて砂糖もたっぷり入れた。ブランデーもほんの少しだけ垂らすと、一気に華はなやかな風味に変わる。

　テーブルにはシナモンロールと、チョコチップを贅ぜい沢たくにちりばめたクッキーが並んでいた。長居するつもりがなかったため、菓子類が少ないことだけが少々残念だ。

　カディオの向かいに座り直し、ローザリアははたと我に返る。こうして二人きりになるのは随ずい分ぶんと久しぶりだった。

　普ふ段だんは呼吸するがごとくまとっている笑え顔がおの作り方が、にわかに分からなくなる。

　何を話せばいいのかと内心焦あせっていると、彼の方から口を開いた。

「俺は例のゲームに詳しくないので、シナリオがどこで終わっているのかも知りません。ですがルーティエさんと和解したなら、今後ゲーム通りの展開になることはないと思ってます。ローザリア様が幽ゆう閉へいされるとか、国外追放されるとか、悲しいことにならなくて本当によかった」

　国外追放される未来もあったとは初耳だ。しかも先日ルーティエが、雑談に交えて続編だとかファンブックだとか口にしていたような。

　今後も油断できない状じよう況きようが続くかもしれないという嫌いやな予感を、ローザリアは全力で見なかったことにした。カディオとの楽しいひとときに、深刻な話は余計だ。

「選せん択たく肢しによって展開が変わっていくなんて、カディオ様がおられた世界には、変わった物語がございますのね」

「そうですね。感情移入できる物語って、自分ならここでこうしたのにとか、もっとこうできたのにとか、そんなこと考えたりするでしょう？　それができるのがゲームの面おも白しろいところなんです」

　カディオにそう説明されても、ローザリアにはいまいちピンとこない。

「あまり物語は読まないできたのですが、幼い頃ならばその手の恋れん愛あい小説に目を通したこともございます。ですが、なぜ主人公が好きな殿との方がたの前でしおらしくなるのか、どうしても理解できませんでした。心を得るための手管とさえ考えていて」

「それはまた……少女らしからぬ感想だね。あなたのことだから、今さらもう驚かないけど」

　カディオは苦笑しながらも、穏おだやかに頷うなずいた。

「ルーティエさんは、前世では普ふ通つうの女の子だったんだろうな。物語が好きな、本当に普通の。むきになって警けい戒かいしていたことが、今さら大人げなく思えてきました」

　彼の口くち振ぶりには、年長者らしい気き遣づかいがにじんでいた。

　この世界では唯ゆい一いつの同郷と言える二人だ。庇ひ護ご対象と捉とらえても不思議ではない。

「カディオ様は、ルーティエさんに前世の記き憶おくを明かしたくございませんか？」

　ローザリアの質問に、カディオは照れくさそうに頭を搔かいた。

「いやぁ……。ルーティエさんは、女子中学生だったんですよね？　俺は普通の社会人だったし、正直乙おと女めゲームも恋愛小説もさっぱりで。同じ転生者がいるのは嬉うれしいけど、打ち明けたところで話が合うかどうか……」

『女子中学生』とか『社会人』とか、単語の意味から分からない。おそらくルーティエならば、すんなり理解できるのだろう。

　転生者であることを打ち明けたら、彼らは今以上に親しくなるのだろうか。

　優やさしい相あい槌づちや親しみやすい口調を、青空のような笑顔を彼女にも見せるのだろうか。

　ローザリアは不意に苦しくなり、胸を押さえた。

　他ほかの誰だれにも見せたくないなんて、浅ましい願望だ。首を振ふって浮うかんだ感情を打ち消す。

　極ごく悪あく令れい嬢じようだなんて言われていても、自らの気持ち一つままならない。カディオを屈くつ服ぷくさせるはずが、こんなふうに振り回されてしまうなんて。

　これは全くの想定外だった。

　未いまだに目的を達成していないのだから、冷静に事を進めなければならないのに。

　不思議そうにしている彼を誤ご魔ま化かすために笑いかけようとして──失敗した。

　都合の悪いことを誤魔化そうとする癖くせを、アレイシスに指し摘てきされた。本心を隠かくしたい時ほど胡う散さん臭くさい笑顔になることを、フォルセに注意された。

　急に分からなくなる。

　打算は、いらないのだろうか。

　全すべて取り払はらって、素直な気持ちをぶつけてみればいいのか。

　ローザリアはやけにうるさい鼓こ動どうを感じながら顔を上げた。

「カディオ様……。よろしければわたくしに────恋こいを教えてくださいませんか？」

　胸から溢あふれる想おもいを、ありのまま伝えたつもりだ。

　カディオは目を瞬かせるばかりで何も答えない。

　けれど無反応じゃないと分かるのは、彼の見開いた瞳が、溺おぼれた月のように潤うるんでいるから。

　ローザリアは静かに反応を待つ。

　しばらくすると、カディオはぎこちなく視線を外した。

「……さすがに、動どう揺ようするんですが」

「まぁっ！　ではまず、結けつ婚こんしてくださる？」

「今のそういう話でしたっけ!?」

　勢いにたじろぎ、彼はソファの背もたれギリギリまで後あと退ずさる。

　ローザリアはその分、逆に身を乗り出した。

「恋を教えるなら、実じつ践せんが一番だと思いますの」

「あの、恋愛小説を読めばいいんじゃないですか？」

「恋愛小説では、主人公がなぜか過呼吸になったり不整脈になったり、体調不良になる場合が多いのです。わたくしはいたって健康なので、全く参考になりません」

「あれ、これ恋の話!?　病気の話!?」

「恋が一体どのようなものなのか。具体的に教えていただければ、わたくしにも理解できるような気がしますの。そのためにはやはり結婚してしまった方が手っ取り早いかと」

「手っ取り早く結婚相手を決めちゃダメですって！」

　カディオは立ち上がるなり、全力で吠ほえた。焦るあまり、ローザリアの提案内容が支し離り滅めつ裂れつであることには全く気付いていない。

　だからこそローザリアも攻せめる手を緩ゆるめなかった。鮮あざやかに、年相応の少女らしい無む邪じや気きさで笑う。

「カディオ様は、わたくしがお嫌きらいですか？」

「いや、そんなことは決して」

「ではなぜ、そのように困った顔をなさるの？」

「うぅ、」

　上うわ目め遣づかいで見つめれば、カディオはすぐに音を上げた。

「ローザリア様はとても綺き麗れいで、魅み力りよく的だと思います。若いし、立派な家の一人娘むすめだし、性格だって、いい方？　ですし」

「なぜ性格の部分で言葉を濁にごされたのですか。疑問形なのですか」

「とにかく、俺なんかには勿もつ体たいないくらい素す晴ばらしい女性です」

「カディオ様も素す直なおで明るくて生き真ま面じ目めで、とても素す敵てきですよ。つまりわたくし達はお似合いということですわね」

「どこまでも前向きだな！」

　ローザリアは剣けんだこでかさつく指先に、そっと触ふれた。

「カディオ様、どうか受け入れてくださいませ。わたくしはわたくしの全てを尽つくし、あなたをお守りすると誓ちかいます」

「いや、俺これでも騎き士しなんだけど……」

　カディオは最も早はや顔を覆おおい隠し、うめくことしかできずにいる。

「……君達は、一体何の話をしているんだい？」

　混乱しかけた場に投げ込まれた冷静な声は、レンヴィルドのものだった。温室の扉とびらに寄りかかりながら、呆あきれたようにローザリア達を眺ながめている。

　カディオはすぐにソファを空けようとしたが、彼の主あるじは身み振ぶりだけで押しとどめる。そのまま王弟殿でん下かは、護衛と横並びに座った。

「レンヴィルド様、お祖父じい様とご一いつ緒しよだったのでは？」

　レンヴィルドの分のミルクティを淹いれつつ質問すると、彼は軽く肩かたをすくめた。

「カディオへの指示が明らかに不ふ審しんだったから、様子を見に来たんだよ。こんなことだろうと思っていたけれどね」

　護衛として来ているカディオに百合ゆりの花を頼たのむなんて、不審でしかない。話を早めに切り上げローザリアの所在を問えば、案の定一緒にいたというわけだ。

　あと少しで婚こん約やくくらいまでこぎ着けられただろうローザリアからすれば、若じやつ干かん不満が残る。

　これでは無理やり押し切る作戦が台無しだ。素直な気持ちをぶつけるはずが、いつの間にか打算で動いていたことは否いなめないが。

「それはまた、殿下にしては随ずい分ぶん無ぶ粋すいですこと」

　ティカップを差し出しながら嫌いやみと共に微笑ほほえむと、彼も腹の読めない笑えみを浮かべた。

　レンヴィルドが温室に来ることを祖父が許可したなら、しばらくここにいても問題ないだろう。ローザリアはチョコチップクッキーに遠えん慮りよなく手を伸のばした。

　彼もくつろいだ姿勢になり、いたずらっぽく瞳ひとみをきらめかせる。

「おや。つまりあなたはカディオが好きなのかな？」

「そうです、とお答えいたしましたら、協力してくださるのかしら？」

「彼の秘密を知っている人間の方が私としても安心、という側面はあるね」

　軽快な会話で自身の先行きを決定しかけていることに、カディオはひたすらオタオタするしかできない。

　その弱りきった様子に、ローザリアとレンヴィルドは同時に吹ふき出した。

「ちょ、お二人、俺で遊ばないでくださいよ……」
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　冗じよう談だんと気付いたカディオが、ガックリと項うな垂だれる。

　温室にはますます楽しげな笑い声が響ひびいた。
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「……あの三人の関係は、まだまだ先行き不ふ透とう明めいだな」

　温暖な地域から取り寄せたオレンジの木の陰かげ。一連のやり取りをこっそり見守っていたグレディオールは、小さく呟つぶやいた。

　隣となりではミリアが怪け訝げんそうに顔をしかめている。

「どういうことですか？　ローズ様は、カディオ様とくっつくのでは？」

「あれを見て何も感じないのなら、ミリアは当分独り身だろうな」

「なぜ今私は貶けなされたのでしょうか」

　幼少期に出会い、八年もの間見守ってきた少女が、幸せそうに笑っている。それは、何とも形容しがたい光景だった。

「……猫ねこ型ロボットがいれば、未来へ連れて行ってもらい結末を確かめるところだ」

　どちらが相手であっても笑顔のローザリアが見られるに違ちがいないと考えていたら、ミリアが首を傾かしげた。

「ロボット？　ってまた例の、あちらの世界の言語というヤツですか？」

「あぁ。便利に動く人形のようなもの、と言ったら分かりやすいか」

　彼女達は側そばにいることが多いので、つい別の世界について話してしまうことがある。

　そういった素地があったために、ローザリアは転生などという眉まゆ唾つばな話をすんなり受け止めることができたのかもしれない。

「世界を超ちよう越えつするなんて、ドラゴンって何だか神様みたいですよね」

「そんなわけがないだろう。私はあくまで巨きよ大だいなドラゴンだ」

　グレディオールはただどこまでも大きかっただけ。それこそ、別の次元を垣かい間ま見みることが容易たやすい程度には。

　そもそもこの国に語り継つがれている伝説には、間ま違ちがいが多い。

　実際のところ彼の本体は王国ではなく、大陸全土の礎いしずえとなっている状態だった。

「私は世界という境界からほんの少しはみ出してしまっているだけで、決して超越した存在ではない。よく見えるだけだ」

「はみ出るほど大きいというだけで、十分異常なんですけどね。というかそれほど色んなものが見えるなら、ローズ様がいなくなった時もすぐに見つけられたのでは？」

「たった一ひと粒つぶの砂金を見つけ出すのが至難であるように、目印がなければ分からないこともある。だからこそ、危急時には血の香りで知らせるようにとお伝えしてあるのだ」

「便利なようで不便ですねぇ」

　神のようだと評しておきながら罰ばち当あたりな感想を漏もらすミリアは、肩をすくめて話を変えた。

「あなたの言うあちらでは、ローズ様が登場する物語があるんですね」

　口調に若干の棘とげを感じるのは、ローザリアが悪役として描えがかれているためだろう。作者に文句の一つでも言いたげだ。

　だが、グレディオールも同じ気持ちかというと首を傾げざるを得ない。

「物語と現実とは、大きく変容した。……作者の意図は、一体どこにあったのだろうな？」

　もしかしたら、こちらから転生した者がいるのかもしれない。そしてその何者かが、創作した物語をあちらで広めた。

　けれどそれが悪意による行動なのか、いまいち判断しづらい。あのまま未来が変わらなければ、ローザリアが悪事に手を染める可能性は皆かい無むではなかったのだ。

　彼女が今ああして笑っていられるのは、あちらの世界で物語が広まっていたおかげとも言える。

　もちろん、色々な偶ぐう然ぜんが重なったゆえにたどり着いた結末なのだが。

　──何よりのきっかけであるカディオ・グラントとルーティエの転生は、果たして偶然なのか、はたまた神の配はい剤ざいか……。

　答えは、千年を超こえて生きるグレディオールにさえ分からない。

　視線の先では、カディオが攻こう撃げきに転じているところだった。

「そういえば、ローザリア様。なぜあの日、危険と知りながらルーティエさんを尾び行こうしたのか、俺達はまだ聞いてませんよ」

　カディオは素す直なおだが、だからこそ流されて本質を履はき違える性格ではないらしい。

　無言の追つい及きゆうにさらされ、ローザリアは折れた。

「……だって、ずっと寂さびしかったのですもの。早く問題が片付かなければ、お二人とゆっくりすることもできません」

　唇くちびるを尖とがらせ可愛かわいらしく開き直る姿に、レンヴィルドとカディオが揃そろって黙だまり込む。本当に、実に微笑ましい。

　ローザリアは、歴代の『薔薇ばら姫ひめ』の中でも出会いから規格外だった。たおやかに見せかけて計算高いところは、レスティリアによく似ている。

　王国の名を冠かんする初代女王。

　彼女は建国の過程で、一度死んだ。

　甦よみがえらせたのはグレディオールだ。

　三つある心臓の内、一つを彼女に分け与あたえた。

　その影えい響きようで女王の子孫には、まれにドラゴンの心臓を持つ者が現れるようになった。それが誰だれも知ることのない、『薔薇姫』の秘密。

　のちに起こった政争の末、女王の一人娘むすめがセルトフェル家に降こう嫁かした。そのために、あの家がドラゴンと何らかの契けい約やくを交かわしたという伝説に塗ぬり替かえられてしまったようだ。

　ドラゴンが血の芳ほう香こうに敏びん感かんなのも、単に自身の香かおりを嗅かぎ分けているだけだった。

　異質な力が混じっているためか、『薔薇姫』の人生は波乱に満ちたものが多い。

　中には『薔薇姫』であることに絶望しながら、非ひ業ごうの死を遂とげた者すらいる。

　女王の子孫達が激動に飲み込まれていくのを、グレディオールは沈ちん痛つうな思いで見守っていた。

　愛した人の笑え顔がおを取り戻もどしたかっただけなのに、自らの軽はずみな行動の影響で、その子ども達が不幸になっていく。

　時には彼女達の人生に介かい入にゆうしたこともあった。けれどドラゴンの力をもってしても、まるで呪のろいのような運命が変わることはなく。

　どれだけ悔くいたか分からない。

　永遠に近い生すら投げ出したくなるほどの絶望を、何度も何度も。

　けれど──。

　瞳ひとみを細め、楽しそうに言い合いしている男女を見つめる。

　……ローザリアならば、どんな逆境も乗り越こえていける気がした。むしろ困難さえ、平気で利用してしまいそうな。

　だからこそグレディオールは、彼女を側で見守っていたいと思うのだ。

　幸せに満ちた生しよう涯がいを、終わりのその時まで。








あとがき









　角川ビーンズ文庫様では初めましてとなります、浅あさ名なゆうなと申します。

　このたびは本書をお手に取っていただき、ありがとうございます。

　悪役令れい嬢じようものに挑ちよう戦せんしてみたい、という思いから書いた作品が、このたびめでたく書しよ籍せき化となりました。

　書籍化だけでも信じられないのに、まさかのコミカライズ企き画かくまで進んでいるそうです。控ひかえめに言って奇き跡せきです。

　未いまだ夢のように感じておりますが、ワクワクしてもいます。




　ここからは謝辞となります。

　まず、この小説の書籍化に踏ふみ切ってくださった担当様。迷走するたび的確な助言をくださり、本当にありがとうございました。

『このシーンがよかった』『このセリフに笑えた』とささいな場面にも感想をくださるおかげで頑がん張ばれた気がします。褒ほめて伸のばしていただきました。

　イラストを担当してくださった花はなヶが田た先生。素す敵てきなキャラクター達をありがとうございます。全員素敵ですが、特に表紙のローザリアの悪あく辣らつな笑顔に心を撃うち抜ぬかれました。

　この美び麗れいなイラストで購こう入にゆうを決心してくださる方が、一体何割にのぼるか。手を合わせて感謝しております。

　この小説の出版に携たずさわり、ご尽じん力りよくくださった皆みなさま、本当にありがとうございます。

　そして何より、サイトに投とう稿こうしている時から応おう援えんしてくださっている方々。

　今ちょっとでも買ってみようかな、と思ってくださっている方。

　ほんの少しでも楽しんでいただけたら幸いです。

　本当に本当に、ありがとうございました。




　厄やく除よけを初体験した翌々日、インフルエンザにかかってしまい今年の運勢が不安すぎる今日この頃ごろ。





浅名ゆうな


















電子書籍特典　書き下ろし短編

「その後のお話・１　レンヴィルドと」







　放課後の教室。

　レンヴィルドは何だかんだ断りきれずに押し付けられた執行部の書類を片付けていた。ローザリアは手伝いこそしないものの、彼の仕事が終わるのを待っている。ルーティエやその取り巻きである義弟達と、王都で話題のショコラ専門店に行くためだ。

「レンヴィルド様も、つくづく損な性格ですわね」

　まだまだ終わらない書類を眺めながら、ローザリアは大げさにため息をついた。

「せっかく執務を早めに終わらせましたのに。よほど書類がお好きなのかしら？」

　扉の外に護衛騎士がいるものの、現在はローザリアとレンヴィルドの二人きりだった。気安さもあってつい、皮肉ばかりが口をついて出る。

「嫌みを言う暇があるのなら、あなたも手伝ってくれたら早く終わると思わないかい？」

「こうして頭の回転を早めるための糖分を提供しているではございませんか」

「ショコラ専門店に行くというのに、とても素晴らしい助力をどうもありがとう」

　二人の間には、ローザリアが手提げ鞄に常時忍ばせている菓子があった。

　今日はココナッツという、南方で採れる実を使ったクッキーだ。ザクザクした食感と独特の風味が新しく、季節はすっかり冬なのに口の中だけ南国のよう。

　ほとんど手を付けていないレンヴィルドを尻目にクッキーを摘まみつつ、彼の性質に思いを馳せる。

　決して要領は悪くないのに、頼られると無む碍げにできない性格。それが災いして厄介事に巻き込まれることも多い。今回もこうして押し切られる形で手伝わされ、このまま執行部入りが確定してしまう未来が容易に想像できる。

　手提げ鞄に付けられた薔薇飾りをぼんやりいじっていると、隣の席でレンヴィルドが笑い声を押し殺した。

「……働きすぎて、どうかいたしました？」

　主に頭が。

　暗に匂わせると彼は渋面になったが、すぐに表情を変えた。

「ルーティエ嬢と親しくなれたことは、あなたにとっても喜ばしいことだった、という話さ」

　多分にからかいを含む視線を向けられ、ローザリアは瞬時に笑顔で迎え撃った。

「彼女は根も葉もない噂に惑わされないので、付き合いやすいのは確かですわね。城下の話題なども逐一報告してくださいますし」

「根も葉もない、と言い切れるあなたの豪胆さは見習いたいね。けれど私が言いたいのは、そういった利害の話じゃない」

　レンヴィルドは余裕そうな態度を崩さずに、頰杖をつきながら視線を動かした。彼が狙いを定めたのはローザリアの手元、手提げ鞄に付けられた組み紐飾りだった。

「もしかして、無意識だったのかな？　それをもらって以来、よくそうして愛おしそうに触れているけれど」

「！」

　指摘され、一瞬息が詰まる。はずみで、手の中の飾りがポロリと落ちた。

　ルーティエから深紅の薔薇を模した組み紐をもらったのは、二週間ほど前。

　差し出されたそれは手作りで、彼女の手提げ鞄には桜という花の飾りが揺れていた。

『昔からね、夢だったんだ。友達とお揃いって』

　恥ずかしそうに、嬉しそうに、ルーティエは笑っていた。

　昔、というのが前世のことだと、ローザリアにはすぐに分かった。

　十三歳の誕生日に突如前世の記憶が甦ったルーティエは、学園の特待生枠を狙って猛勉強を始めたのだという。

　何かに取り憑かれたのではと噂され、近所でも変わり者扱いをされるようになった。それまで仲が良かった子達とも、どんどん疎遠になっていった。だから今は親しい友人がいないのだと、以前に彼女から聞かされていた。

　侯爵家に集まる上質な品とは比べものにならない、簡素な組み紐飾り。けれど、ローザリアのためだけに考えられた深紅の薔薇の図案は美しかった。丁寧に重なり合う花弁は、まるで心まで編み込まれているような。

　その場に居合わせていたアレイシスやフォルセ、ジラルドから嫉妬の視線を浴びながら、ローザリアは悠々と贈り物を受け取った。

　カディオから髪飾りをもらった時のような、胸の温かさを感じながら。

　とはいえ、レンヴィルドにからかわれるほど触れていたとは思わなかった。ほとんど癖になっていたのだろう。

　ローザリアは反論することもできずに黙り込む。緑の瞳を猫のように細める王弟殿下は、自らの勝利を疑っていないようだ。それが、ひどく癪に障った。

「私は嬉しいんだよ。あなたは思っていた以上に、ルーティエ嬢を大切にしている。数少ない友人として……」

「あーん」

　滔とう々とうと語るレンヴィルドの口に、ココナッツクッキーをねじ込んで黙らせる。

　彼は驚きに目を見開きながら反射的に咀嚼していくも、次第に表情を歪ませていった。ローザリアは愉悦にほくそ笑む。

　クッキーはローザリアとカディオ専用の、かなり甘めな味付けだった。

　けれど甘さのみで悶絶しているわけではないと分かるのは、レンヴィルドの頰がかすかに朱色に染まっているからだ。

　甘い上に恥ずかしい。彼にとっては二重の責め苦に違いない。

　恨めしげな視線を受け止め、ことさら艶えん然ぜんと微笑んでみせた。

「やはりこれも、王家にはない習慣だったかしら？」

　痛烈な一撃に、レンヴィルドはくずおれるように項うな垂だれる。顔を両手で覆い隠しプルプルと肩を震わせる様子から、しばらく書類仕事など手に付かないだろうと思えた。

「あなたは、本当に性質が悪い……」

　呻くように漏らす声はひどく悔しげで、ローザリアは自らの勝利を確信した。

「フフ。よく言われます」

「幼少期にあなたと出会わずに済んで、本当によかったよ。ほんの少しでも言葉を交えていれば、今頃私は色々とこじらせていた」

「なぜかしら。それもよく言われます」

　主に義弟や元婚約者から、しかも既に手遅れという体で。

　何やら唸っているレンヴィルドを放置し、ローザリアは小首を傾げる。

　書類の進行具合から計算しても、本日の外出はそもそも無理だろうと諦めていた。

　いくらレスティリア学園が自由な校風とはいえ、門限はしっかり決められている。六時の夕食に間に合わなければ、厳しい罰則が用意されていた。

　その上レンヴィルドの現状がこれでは、もはや遅れを取り戻すのは不可能だった。

　そろそろ友人達も集まってくる頃合いだ。ショコラ専門店訪問はおあずけにして、今日のところはお茶会に予定を変更しよう。

　楽しみにしていたルーティエはおそらく残念がるだろうが、お詫びにレンヴィルドがご馳走してくれるとなれば機嫌を直すに違いない。彼の了承も得ずに算段すると、ローザリアは立ち上がった。

「それでは心根が真っ直ぐかつ、聡明で英えい邁まいな王弟殿下のために、わたくしは紅茶の準備でもいたしましょうか」

　まずは、友人を未だに苦しめているだろう甘さを洗い流して差し上げるとしよう。

　ローザリアはひらりと微笑みを残して歩き出した。



















悪あく役やく令れい嬢じよう？　いいえ、極ごく悪あく令れい嬢じようですわ




【電でん子し特とく典てん付つき】
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